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《女王選出の儀》──通称、女王選の最終日まであとひと月弱。

　最盛期と比べて数を減らした夜会には、王都に残った貴族の大半が集っている。彼らの話題はもっぱら、ガートルード家の当主および、その家が有していた最有力女王候補の失踪についてである。

　壁際の椅子に座るマリアージュの傍らに控え、ダイは貴族たちの囁きに耳を傾けていた。

「結局、ガートルード卿もアリシュエル様も、見つからずじまい」

「卿をお恨みの方が、アリシュエル様を追い回していたのですって」

「アリシュエル様はおやさしいお方でしたが、お父上があぁでしたからな……。ここまで来て巻き込まれなされたか」

　と、社交界には真相とまったく異なる噂が、密やかに流されたらしい。

　前にヒースが話していた、バイラム・ガートルードの尊大さは、多くの人の目にも余っていたようだ。アリシュエルの失踪は、その父たる彼に権力を与えまいとした何者かの企みとされ、具体的な犯人捜しは二の次となった。

　皆、女王選の行方を追うことに忙しかったからである。

「ここに来て女王候補を失うなんて。ガートルード家にとっては大きな痛手でしょうね」

　冷めた声で囁く娘は女王候補のひとり、クリステル・ホイスルウィズムだ。その髪の銀色と意志の強さが滲む顔立ちのせいか、ガートルードの件に対する彼女の態度は、ひどく突き放したものに見える。

「ご弟妹きょうだいはまだ幼くていらっしゃってよ。心痛、お察しいたしますわ」

　シルヴィアナ・ベツレイムが痛ましげに目を伏せて呟いた。楚そ々そとした立ち振る舞いをする、最年長の女王候補である。

「シルヴィアナ、今回のことは残念だけれど、ぼんやりしている場合ではございませんわ」

「いまこそ、巻き返しの好機、とでも？」

「そうよ」

「クリステルってば、お父様たちと同じことをおっしゃるのね」

「当たり前でしょう。それにわたくし、敬意を払う方は選びたいの」

　クリステルが口元を覆う扇の端から視線を動かす。

　彼女たちから少し離れた一角で、人々に囲まれて笑う娘がいる。彼女、メリア・カースンは、アリシュエルが失踪したいま、女王候補の筆頭である。天てん真しん爛らん漫まんな娘だが幼げなところがあり、女王の座が近づいたことを、あけっぴろげに喜ぶその様はいかがなものかと、一部から眉をひそめられていた。

　シルヴィアナが呆れた顔で囁く。

「払われたい、の、間違いではなくて？」

「あなたになら、払ってもよろしくてよ」

　クリステルは不ふ遜そんに答えた。

　ダイは自身の主人を見下ろした。

　玉座から最も遠い女王候補と侮あなどられる娘、マリアージュ・ミズウィーリは、ガートルード家の話題に触れることなく、女王選中に懇こん意いになった貴族たちの挨拶を、黙って受け入れ続けていた。
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　夜会の翌朝。主人の肌は酒の摂りすぎでむくんでいた。

　ダイはマリアージュの肌を丁寧に揉もみ解ほぐした。血のめぐりを改善させたあとは、ばら水を浸した綿布を彼女の肌に張り付ける。肌を冷やしつつ保湿し、毛穴の目立ちを抑えるためだ。

　およそ百呼間。ばら水が肌に浸透するまでは放置である。その間に卓を片付けて、化粧の下準備をすませていく。

「……誰もアリシュエルのことを、心配しないのね」

　マリアージュがふいに沈んだ声で呟いた。

　ダイは作業の手を止めた。主人の表情を覗き込みながら問いかける。

「……昨晩のこと、ですか？」

「えぇ……」

　皆、アリシュエルの失踪に衝撃を受けていた。しかしそれは彼女を支持していた己の足許が崩れたことを心配するものだ。アリシュエルを案じて探そうとする気配は彼らになかった。

「きっと急なことすぎて、驚きと不安が勝っているだけですよ」

「そう、なのかしら」

「ところでマリアージュ様、今日の色味はどうしましょう。お召し物と同様に明るめになさいますか？」

　ダイは柔らかな声音で諭さとしたあと、努めてさりげなく話題を移した。

　今日のマリアージュは梔子くちなし色いろの衣装を身に着けている。その年代ものならではの退色が、彼女をとても品よく見せていた。落ち着いた梔子色は、彼女の顔の映りがよく、髪の紅茶色をよく引き立てる。アリシュエルの事件から、気落ちしがちなマリアージュのために、侍女たちが唸うなりながら選んだものだ。

「……口紅だけ、はっきりした色にして」

「目元の色味は控えめに？」

「そう。……今日はルディア様を迎えるのだもの」

「奇抜に見えそうなものは、控えたほうがいいですね……。わかりました」

　山小屋が燃えたあの夜、ダイの目の前で遁とん走そうしたバイラム・ガートルードのその後はようとして知れない。当主の座は彼の妻であり、家の嫡流でもあった、ルディアが引き継いだ。今日はその就任の挨拶に、彼女が来る予定なのである。

　アリシュエルが化粧を好んだからといって、母親まで同じように受け入れてくれるとは限らない。ここは確かに口紅と白粉おしろいを主体とした、伝統的な化粧に見せかけるべきだろう。

　ダイは化粧の方法を考えながら、主人の肌から乾いた綿布を取り去り、下地の乳液を丁寧に塗り付けた。

（艶つやを抑えた、古風な質感でいこう）

　仕上がりを決めて、卓の上の色粉を使いやすく並べ替える。

　手始めに固形の練粉の中から、ダイは小麦色のそれを手に取った。そばかすの輪郭や毛穴の影をぼかし、色むらを補正する効果がある。次いで唇の膨らみが控えめに見えるよう、その輪郭を液状の練粉で消した。

　肌表面が滑らかに仕上がったら、彼女の肌色より少しだけ明るめの色を、毛足の揃った大振りの筆で薄く被せた。肌の仕上げには淡い紫の白粉を、毛足の柔らかな筆でさっとひと刷はけ。

　眉は毛流を整えるのみに留め、瞼の上には濃淡をつけながら乳白色の色粉を塗り付ける。微細な箔が肌によく馴染み、星を散らしたかの如く煌めいた。

　頰紅は煉瓦れんが色いろ。こめかみから顎の線にかけて、少量を縦に幅広く入れる。唇の輪郭を口紅で取り直す。色は艶の少ない紅だ。薬指で唇の内側にも紅を注し、血色感を出した。

　遠目で見て色味の細部を調整し、余分な粉を落としきる。

「終わりましたよ、どうぞ」

「ん」

　ダイが渡した手鏡を覗き込んだマリアージュは微かに口元を緩めた。

「気になるところはありますか。調節しますが」

「ないわ。これでいい」

　マリアージュがダイの化粧を手放しで称賛することはなく、仕事の終わりに掛けられる言葉は常に素っ気ないものだ。

　しかしその声音は驚くほどやわらかい。

　ひと仕事を終えたとき、聞くことの叶うその響きが、ダイはとても好きだった。マリアージュの本質を、如実に表しているから。

　横暴な振る舞いが目立ちやすいものの、実際のマリアージュの気質は繊細で、とてもやさしい。

　だからずっと胸を痛めている。初めての友人となった娘がすべてを失って、故郷を出て行かざるを得なかったことに。

　ダイはマリアージュから粉除けの布を取った。

　肩に流れ落ちる自身の髪を、マリアージュが指に絡める。白い指でくるくると弄ばれる紅茶色の髪は、以前と比べて少しだけ短い。山小屋の火事で傷んだ部分をダイが切ったのだ。

　そういった事件のささいな名残が、ダイたちに現実を突きつける。

　社交界で称賛を受けて微笑むアリシュエルはもういない。彼女の態度が馴れ馴れしいと歯は噛がみするマリアージュを、ダイが慌てて宥なだめにかかることもない。

　ダイの友人だったロウエンもまた。

　ミゲルの店で彼とまたひょっこり顔を合わせる気がしているのに。《まぼろばの地》へ旅立った彼とは二度と会えない。ダイと目線を合わせるために腰を屈め、体調はどうだい、と尋ねてくれる、人のよい彼の笑顔を見ることは、もう叶わないのだ。

　髪から指を放して、マリアージュが呟く。

「ルディア様、来なくたっていいのにね」

　ルディアの当主就任の挨拶だけが目的なら、序列最下位ミズウィーリに顔を出さずともよいのだ。

　真のお題目は別にあった。

　ガートルード家の視点からアリシュエルの件を見れば、父と娘の確執によって起こったお家騒動であり、彼女の一存で無関係なミズウィーリ家を巻き込んでしまったということになる。

　今日の会合では主にその謝罪と弁済について話し合うらしい。

「謝ってくれたって、何も戻ってこないのに」

　マリアージュの、言う通りだった。










　ルディア・ガートルードは銀ぎん鈍にび色いろの衣装に身を包んで現れた。華美な装飾をそぎ落としたそれは喪服に似て、夫と娘の唐突な喪失を嘆いているようにも見える。

　彼女を招いてマリアージュが貴賓室に入る。ダイは主人に続いてヒースと共に入室した。

　本来、貴族の当主就任の挨拶に、《職人》が居合わせていいものではない。今日のダイはアリシュエルの件の当事者として同席している。

　ダイは全員の着席を待ってから、下座のひとり掛けに腰を落とした。

　マリアージュが会話の口火を切る。

「この度は当主就任、お祝い申し上げます。……お忙しいところ、ご足労いただき恐縮です」

　ルディアがゆるりと首を横に振った。

「上位の家からでなければならない手前、真っ先にお伺いすべきでありながら、挨拶がこのように遅くなり、誠に申し訳ございません」

　当主就任の挨拶ともなれば、各家の訪問は序列順になる。裏向きの要件のために、むやみに順序は変えられない。

「──マリアージュ様、ヒース様、ダイ様」

　アリシュエルによく似た面差しを微かすかに歪めてルディアが頭を垂れる。

「夫と娘の件、皆さま方を巻き込んでしまい、平にお詫び申し上げます」

　ルディアは当主であるマリアージュのみならず、使用人であるヒースやダイまで名指しした。上級貴族の第一位が最下位へ行う謝罪としては過剰なほどだ。

　困惑するこちらをよそに、ルディアがさっそく弁済の話を切り出す。

「まずは、金銭面から──ミーア」

　ルディアはひとりだけ伴っていた従者を呼んだ。

　ミーア、と呼ばれた女性は、ダイがアリシュエルに彼女の家で化粧をしたとき、傍に張り付いていた侍女だったはずだ。しかし今日のミーアは執事の装いで、ルディアの傍らに侍はべっている。

　彼女は携えていた筒から書類を取り出した。横にするりと広げたそれを、平淡な声音で読み上げる。

「ガートルード家は本日より六日以内に、ミズウィーリ家ご当主マリアージュ様へ、金貨一千枚相当をお支払いするものといたします」

「いっせんまい!?」

　マリアージュの叫びにルディアが首肯する。

「この度の迷惑料を含めた金額とお考えください。不足がございましたら、額を上乗せしていただいてもかまいません」

　今回の件でミズウィーリは、襲撃を躱かわすための馬車の借用や、殺された御者家族への補償、アリシュエル出奔の支援など、決して少なくない出費をしている。その補ほ塡てんはありがたいとはいえ、金貨一千枚は《女王候補の夜会》関連でいまだ残る負債を弁済して、さらにお釣りの出る額である。

　ヒースが懐かい疑ぎ的てきな反応を示す。

「それは言い値を払うとおっしゃっているも同然です。一千枚は多すぎる。今回の件に対する口止め料、という意味ならば、マリアージュ様を軽んじておられるのではありませんか？」

「ちょ、ちょっとヒース……」

　マリアージュが慌ててヒースを止める。

　一方の彼は涼しい顔で彼女を諭し始めた。

「マリアージュ様、何事にも、適切な範囲、というものがございます。理由もわからないまま、過度な弁済や報酬を受け取るべきではありません」

「リヴォート様の懸け念ねんはごもっとも」

　ルディアが苦笑して言った。

「ただわたくしどもは単なる弁済や迷惑料として、この額をお支払いしようというのではございません。これは──支援なのです」

　彼女が表情を厳しいものに改めて宣言する。

「わたくしどもガートルード一門、およびその傘下は、あなたを次期女王へ推挙するとお約束いたします」

　金貨一千枚という大金はその証。

　ダイは思わず息を吞のんだ。

　ガートルードの派閥は最大勢力。アリシュエルを失ってもそれは変わらない。その一門がマリアージュを推すなら、彼女は一気に女王候補の筆頭へ躍り出ることになる。

　マリアージュも驚愕に表情を凍てつかせている。

　ヒースだけがルディアの宣誓に反応した。

「──信じられません」

「ならば何度でも申し上げます。女王候補を失った我が家は、皆のようにほかの誰かを選ばねばなりません。熟じゅく慮りょの結果、マリアージュ様がもっとも女王に相応しいとの結論に至りました」

「マリアージュ様を選ぶ、その理由をお聞かせくださいますか？」

「マリアージュ様の未来に我が家の繁栄を見たのです。それでは、理由にはなりませんか？」

「なりません」

　ルディアの回答を、ヒースは即座に否定した。

「──確かに、ここでマリアージュ様を選ぶことは、あなた方のためになるかもしれません。遺い憾かんながら、マリアージュ様へ支持を表明する方はいまだ少なく、上級貴族にも目立った協力者はいない。だからこそ、マリアージュ様が女王となられたとき、ガートルード家は女王の後ろ盾を独占できる」

　女王選を経た女王は自身が候補だったころからの後援者を重んじる。支持された分の考慮はしなければならないのだ。

　しかし、と、ヒースが言葉を続ける。

「そのようなこと、ほかの上級貴族たちが許しはしない。特に女王候補を持つ三家。彼らから共通の敵と見み做なされるのは、さすがのガートルード家にも荷が重いでしょう……。ルディア様、あなたはそれを想像できない方ではないはずです」

「では、あなたがガートルードの当主なら、どの方を女王として推されますか？」

「シルヴィアナ・ベツレイム様です」

　試すようなルディアの問いに対するヒースの回答は早かった。

「カースン、ホイスルウィズム、ベツレイム。この三家の中で、ベツレイムだけがどの家とも悪くない関係を保っています。……どことも角を立てないシルヴィアナ様を女王とすれば、ガートルードは家の内部を安定させる余裕を持てる」

　唐突な当主交代により、ガートルード家の内部は混乱状態にある。ルディアの本音としては、その沈静に注力したいのではないかと、ヒースは指摘する。

「シルヴィアナ様が女王になれば、最初こそベツレイム家が発言権を持つでしょうが、それを徐々に奪うことはできるはずです。……なのにあなたはそんな穏当な道ではなく、周りに敵を作りかねない、マリアージュ様を選ぶとおっしゃる」

　ヒースは冷ややかに目を細めてルディアを射た。

「マリアージュ様を、あなた方の人形とされるおつもりですか？　──アリシュエル様と同じように」

『お人形のよう』

　アリシュエルはそう自らを蔑さげすんでいた。

　無礼なほど率直なヒースの言葉に、黙って耳を傾けていたルディアは、ふっと微苦笑を漏らした。

「そのようなこと、できませんでしょう？　あなたのような鋭いお方が、マリアージュ様のお傍にいらっしゃるのに。……貴族の生まれであるわたくしたち以上に、本当に色々と把握しておられること」

「女王選を通じて学ばせていただいているだけです」

「ダイ様も」

「えっ、あ、はい」

　急に水を向けられて、ダイは背筋を正した。

　ルディアがやさしく微笑む。

「こちらに来られて半年ほどと伺いましたが、貴族の生まれの方々より、はるかに頑張っておいでですね」

「あ、ありがとうござい……」

「あなた方おふたりの存在が、マリアージュ様を選んだ大きな理由です」

　ルディアの言葉は思いがけないものだった。

　硬直する三人に微笑み、ルディアが紅茶を取る。

「……周囲に優秀な人が集うこと。それが頂点に立つべき者の条件と、わたくしは考えています。マリアージュ様、あなたにはその、人を集める力がある。状況を把握し、冷静に判断し、助言を与える。様々なかたちであなたを助ける人々を、強く引き寄せる力が」

「買い被りすぎよ」

　マリアージュがルディアの言葉を遮って訴えた。

　つい口から零れたのかもしれない。敬語すら忘れている。膝の上で握り合わされる、彼女の手は震えていた。

「わたしに……そんな力なんてない……ありません」

「そうでしょうか。出自を問わずに人を用い、失態があっても見放さず、厳しい助言も受け入れ、新しいものを自ら取り込む。そのような柔軟さと懐の深さ、行動力があなたになければ、このおふたりはあなたの傍からすぐに離れたのではなくて？」

　違うと言いたげに、マリアージュがルディアを振り仰ぐ。しかし適当な言葉を見つけられなかったのか。彼女は口を戦慄わななかせたのち、下唇を嚙みしめて押し黙った。

「この国はいま、新しい時代を迎えようとしている。次の女王はその波を切り開き、国を守り抜かなければならないでしょう。親の思惑にも、古き慣習にも縛られず、自ら考え、自らの足で立ち、自ら動いて、道を選び取ることのできる者こそが、きっとこれからの女王には相応しい」

　その資質を有する女王候補こそ、マリアージュであるとルディアは述べた。

「他家の敵意など、どうとでもなります。ねぇミーア」

「はい。当主のおっしゃる通りです」

　だから案ずるなとルディアたちは不敵に笑った。

　黙考していたヒースが、面おもてを上げて口を開いた。

「……マリアージュ様を支持する。それは、ご当主の独断ですか？　それとも、ガートルードの総意でしょうか？」

「ガートルードの総意です」

　ルディアが即答する。

「いえ、おっしゃる通り、わたくしの意見に反対する者もおりました。ですが、そういった方は思いのほか、少なかったのですよ」

　彼女はくすりと笑った。

「自身の派閥の催しでないかぎり、何に参加したところで、多少は不愉快な思いをするものです。ですが、あなたのところでは──特に、マリアージュ様、あなたが《職人》をお持ちになってからは、誰もそのような思いをしなかった」

　おそらくそれはマリアージュの力が弱かったから。

　彼女の支持者も弱かったから。

　力のある候補者に楯突く力がなくて、すべてを飲み込むしかなかったから。

　けれども。

「心づくしの招待状に礼状」

　招待客のことを考え、紙の質から添える贈り物まで必死に選び。

「どのような場でも揺るがず」

　傍らのダイを庇うために、震えながら前を向いて立ち。

「誰の話であっても丁寧に耳を傾けて、心地よくさせてくれた。──あなたの夜会も、とても、楽しいものでした」

　たった一回の、マリアージュが初めて主催した《女王候補の夜会》。

　それを思い返しているのか。ルディアが目を細める。

「色んな工夫が凝こらされていました。ミズウィーリの使用人たちの快いもてなしも、参加者を楽しませたいという、主人の心映えが透けて見えるようでした。……ガートルードの者たちも皆、きっと楽しかったのでしょう」

　すべて、伝わっていたのだ、と、ダイは思った。

　ルディアが表情を真剣なものに改める。

「何より、娘が自ら姿を消したとき、マリアージュ様だけが手を尽くして、あの子を探そうとしてくださいました」

「それは……ダイたちが、動いたから」

　マリアージュの弁明にルディアが首を横に振る。

「事ことの仔し細さいを知る者は、ガートルードでもほとんどおりません。マリアージュ様のみが、わたくしたちの女王候補のために動いてくださった。それだけが真実なのです」

　だからマリアージュが女王であれば、自分たちも無む碍げには扱われまいと、ガートルードは結論づけたのだ。

「……アリシュエルはずっと、女王になりたいとは思っていなかった。一族の繁栄を担う手前、あの子の主張を受け入れずにいた。けれどそれは言い訳でしょう。可哀想なことをしたと、いまさらのように思います」

　悔いる口調でルディアは呟いた。

　続けてマリアージュへ静かに尋ねる。

「マリアージュ様も、女王になりたくないと、お思いですか？」

　マリアージュは答えなかった。

　ただ息を吞んでルディアを見返していた。

　やや置いて、ルディアはやさしく言った。

「あの子はあなたを女王に望んでいたのだと、聞きました。母の感傷であなたを選んだわけではありませんが、あの子に替わって、あなたを支える者の末席に、ガートルードを加えていただけたらと存じます」










　ルディアとの会合は想定より早く終わった。

　遠ざかるガートルード家の馬車を玄関先で見送りながら、大変なことになった、と、ダイは思った。

　女王選の盤面は再びひっくり返り、マリアージュが最有力の女王候補となる。

　けれども彼女の顔は浮かなかった。ずっと不安そうに目を彷徨さまよわせている。

「笑顔をお見せください、マリアージュ様」

　ヒースがマリアージュを叱咤する。

「大きな支援をお約束してくださった方を、お見送りする顔ではございません」

「……女王になれる喜びを、もっと表せって？」

「わたしは礼儀の話をしています。それに、女王になれると決まったわけではございません」

　あなたは女王になる。そう唱え続けてきたヒースらしくない発言である。

　ダイが意外に思って振り向くと、ヒースは眉をひそめて見せた。

「女王選の結果は最終日の演説でも左右される。もしや当日の流れをお忘れですか？」

「いいえ。……もちろん、覚えています」

《聖女の祝祭》と呼ばれる、女王選の最終日。女王候補たちは王城に集った貴族たちを前に玉座への意気込みを語る。

　その内容いかんによって、固定の支持者を持たない人々の票、いわゆる、浮動票が移動する。帰属意識の薄い貴族は、派閥で支持すると決まっている候補を選ばないこともある。

　演説の内容が稚ち拙せつであれば、ガートルード派の投票を取りこぼして落選し、ルディアたちを敵に回しかねない。

　ダイの回答に、ヒースは結構です、と、素っ気なく告げ、マリアージュへ向き直った。

「マリアージュ様、先ほども申し上げました通り、先はまだわかりません。ですが、状況が大きく変わったことも事実です。まずは役職者たちを集め、女王選までのことを改めて話し合うべきかと。……いまからお時間をいただけますか？」

「……かまわないわ」

「ありがとうございます。……ダイ」

「はい」

　ヒースの呼びかけに、ダイは彼を仰ぎ見る。

　一瞬しか視線はかち合わなかった。

「今回の件を使用人の皆に伝える場は後で設けます。それまで、内容を決して口外しないように」

　彼は命令する傍ら、主人を屋敷の中へ先導している。

　ダイは自分に向けられた男の広い背中へ呟いた。

「かしこまりました──リヴォート様」










　ダイに対するヒースの態度は悪化の一途を辿っている。仕事の遣り取りにも、人や書面を介することが増え、ふたりきりで会う機会は滅多にない。

　そもそも、ヒースは社交に商談にと多忙を極める当主代行である。会わなくても何らおかしくない。

「……これまで、無理して時間を作ってくれていたんですよね、きっと」

　ダイは自室で父の絵に話しかけた。赤子の自分と母を描いた母子像。これを手に屋根の上でヒースと朝焼けを見てから、まだ半年も経たないのに、あのときやさしく笑っていた眼差しはいま、霜に覆われた玻は璃りのように、ひとかけらの温もりも伝えてこない。

　ダイは絵を抱きしめて自分に言い聞かせる。

（大丈夫……）

　喪失にはすぐ慣れる。かつて母が父の絵を焼いたときも突然だった。化粧の土台となる色彩の基本をダイに教えた父の絵。アスマのもとで難を逃れた一枚を除き、すべてが灰になったときも、仕事に没頭すれば辛さを忘れられた。

（だから、大丈夫）

　しかし事態は思うようにいかないものだ。










「え、社交がないの？」

　目を丸めたアルヴィナの声が使用人の控え室に響いた。

　魔術調整の定期点検に訪れ、水道の前で魔術の陣を展開する彼女に、休憩中のティティアンナがぶすくれた顔で話を続ける。

「それだけじゃないよ。面会もなし。なーんにもなし！」

「女王選最終日も間近なのに？」

「そう！　ね、ダイ」

「はい」

　仕事道具を見直す手を止め、ダイはティティアンナに同意した。

「アルヴィー、街で号外を読んだんですよね？　知っての通り、マリアージュ様が最有力の女王候補になっちゃいましたから……」

『──ガートルード家がマリアージュ様を次期女王に推挙する旨を確約なさいました』

　使用人全員に向けた報告はヒースから為された。ルディアの来訪から一夜あけた早朝。本棟の大広間でのことだった。

『本件はガートルード家より貴族に通達されます。ドルジ、テディウス、シュテイムの三家からはすでに祝いが届きました。中級、下級の方々からの面会の要請や催しの招待も、一気に増えることでしょう。……ですが、すべて断るように』

　続いて彼の口から、すでに確約された予定すら取り消すと告げられる。

　そこで皆、正気に返ったらしい。大広間は一斉にざわめいた。

　侍従のひとりが挙手して問う。

『……上級貴族の方々との予定も、でしょうか？』

『そうです。先に述べた三家と、近日に面会などを入れていた支援者へは、わたしが謝罪に訪問するか、手紙の送付を行います。理由はマリアージュ様の守りを強化するためです』

　アリシュエルの失踪は、ほかの女王候補を支持する勢力の妨害による結果と見られている。同様にマリアージュまで害されてはたまらない、ということだった。

『要注意の家は一覧にしました。あとで回覧してください。また業者の出入りを制限し、使用人の外出も禁じます。不明点があれば都度、上長に判断を仰いでください』

「皆の出入りまで禁止なの？」

　アルヴィナが驚きの声を上げる。平民街に居を構える彼女は、仕事のために今日ミズウィーリ入りをしたところなのだ。聞いてないんだけど、と、不服そうである。

「これは女王選が終わるまで帰してもらえない流れかしら。いくら最初から泊まる予定だったとしてもねぇ……。食べ物とかはどうしてるの？」

「告知が出たその日のうちに、商家からかき集めました」

　多めに見積もってひと月分を一気に仕入れた。ほかの上級貴族に比べれば、ミズウィーリの人手は少ない。それでも二桁の人数は働いている。貯蔵庫の魔術調整が終わっていたからこそできた芸当だった。

　ダイの説明を聞いて当時を思い出したらしい。ティティアンナがげんなりと息を吐く。

「大変だったよねぇ……。薪やら水やらも含めて、ものすごい量を裁いて、色んな変更に対処して、てんてこ舞い」

「それはお疲れさま。でも……いまは落ち着いているのよね？」

「そうなの！　だから困ってるの！」

　ティティアンナがずいっとアルヴィナに詰め寄る。

「社交がないでしょ？　お客さまもいないでしょ？　ということは、わたしたち、マリアージュ様のお世話以外にほとんど仕事がないの！　最初はよかったんだよ。女王選で手が回らなかった箇所の掃除とか、季節ものの入れ換えとか点検とかあったからね？　でもそれが終わったら、毎日っ、ずーっと勉強なの！」

　侍女頭は空いた時間を部下の育成にあてることにしたらしい。様々な課題を出している。礼儀作法の復習に、教養づくりの読書感想文。ティティアンナは机に向かっての学習が苦手のようだ。毎日ダイの前で唸っている。

　彼女は長卓に突っ伏して叫んだ。

「お仕事してた方がずっといいよぉおお！」

　その意見には全面的に同意である。

　マリアージュの身支度と夜の手入れを除いて、ダイも化粧師としての仕事がなくなってしまった。日々の悩みから思考を引きはがすことに苦心している。化粧道具の点検はその効果的な作業のひとつだった。

　手鏡の鏡面を磨いて曇り止めを塗る。小瓶や色板の縁にこびり付いた色を拭う。筆は一本ずつ手に取って、毛足に折れや傷みがないかを検あらためる。

　ひと区切り付いて、凝った身体を伸ばす。すると採光のための天窓が視界に入る。外は晴れだ。冬の空の色を見るたび、冷えた蒼の双眸を連想してしまって頭を振る。それを繰り返している。

　ティティアンナの背を撫でて慰なぐさめる手を止め、アルヴィナが不思議そうに瞬いた。

「ダイも何か課題があるの？」

「いいえ。わたしは特に……。でも、自主的に勉強はしています」

《職人》たるダイは侍女たちと学ぶべき内容が異なる。

　以前はヒースがダイの学習内容に指示を出していたが、いまは侍女頭や執事長と相談してから、ダイ自身で課題を定めている。

「教養と古典と数学を主に。教養と古典は化粧を考える参考になるので。数学は魔術調整のときからそのまま進めている感じですね。あとは通商関係を少し。商談について習ったので……」

「……結構な量だね？」

　アルヴィナが渋い顔で指摘する。ダイは首をかしげた。

「そうですか？　実はあとひとつかふたつ、増やそうかなって思っているんですけれど」

「普通のお仕事はあるんでしょ？　いまだって道具を見ているじゃない？　詰め込みすぎないほうがいいよ」

「でも……」

　花はな街まちではゆうに二桁の芸妓に連続して化粧をしていた。社交の類がなくなってしまうと、日々の仕事量はたかが知れている。

「はー、ダイはいいなぁ。勉強が得意で……」

　ティティアンナが長机の天板に頰を付けて呻うめく。

　ダイは困惑して反論しかけた。

「いえ、得意ってわけじゃ……」

「謙けん遜そんしなくていいよぉ。長い時間、机に向き合っていられるだけでも才能なんだから。わたしだめ。すーぐ眠たくなっちゃうし。それにダイはどうやってそんなに時間を作ってるの？　お茶を淹れる練習だってしているわけだし……」

「「ティティ！」」

　ダイの制止に別の声が重なって響く。

　ダイたちは一斉に扉口を振り返った。いつの間にか開かれた扉の前で、侍女のリースがにこやかに微笑んでいる。

「ティティアンナ。もう全員、図書室に集まっているのだけれど、あなたはここで何をしているのかしら？」

「すっ、すみません！」

　ティティアンナが青ざめて、勢いよく席から立ち上がる。どうやら雑談している間に休憩時間を過ぎていたらしい。

　ティティアンナが半泣きでリースに引きずられていく。

　アルヴィナとダイは顔を見合わせた。

「……真面目にお仕事をしようか」

「……そうですね」










　ティティアンナの二の舞にならないように業務に勤しむ。アルヴィナは魔術の見回りにいったん席を外し、ダイが仕事道具を片付けるころには戻ってきた。肩を回してダイの前の席に着く。

「はぁ、休憩休憩。ダイもひと区切り？」

「はい。マリアージュ様の呼び出し待ちですね」

　課題図書を読みつつダイは答えた。

　マリアージュはいまヒース立ち合いのもと、女王選最終日の予行演習を行っている。

　当日の女王候補たちは不正を防ぐために家の使用人たちとは切り離される。ヒースですら王城の受付までしか同行できない。要するに、ひとりで式典に臨まなければならない。

　歩き方、振る舞い方の復習、演説に伴う発声練習、女王となった場合に執り行われる儀典の暗記、云々。社交を潰した時間を使って、みっちり練習させられている。その進捗確認の真っ最中なのである。

「わたしもヒースに用があるんだけど、さっき通りかかった感じじゃ、まだかかりそうだったね」

「ここで待ちますか？」

「ダイのお邪魔じゃなければね。……そうだ、わたしにお茶を淹れてくれない？」

　アルヴィナの唐突な依頼に、ダイは本を取り落とした。

　重量のある装丁の本がごっとつま先に落ちる。

「──っつ！」

「ちょっ、大丈夫!?」

「だ、大丈夫です……。えと、お茶、ですか？」

「うん。喉も渇いたし。さっきティティが言ってたじゃない。淹れる練習しているのよね？」

「……淹れてもいいですけれど、味の保証はできないですよ」

　にわかにアルヴィナが口元を引ひき攣つらせた。

「え、お茶ってそんなに覚悟のいるものだった……？」

「寸評いただけると助かりますが、あんまりお薦めしません。……本当に飲みます？」

「……の、飲む……」

　ダイの茶への興味が勝ったらしい。及び腰になりながら、彼女は確認に是ぜを返した。

　ダイは流しの前に立った。手始めに飲料水を薬缶に汲んで火に掛ける。

　給茶の練習といえば本来、手際を洗練させるためとか、茶葉の良さを引き立てるためとか、香りや味に深みを出すためだとかの、試行錯誤を示す。

　しかしダイの事情は少々それと異なる。

　ダイの淹れる茶は、不味まずいらしいのだ。

　使用人の食器を選んで、魔術じかけの加温機に入れる。待つことしばし。茶器の温度が充分であることを確かめて、ダイは取り出したそれに茶葉を匙さじで計り入れた。

　沸き立ての熱湯をそそぎ、茶器に蓋をして布を被せる。

　時間の計り忘れを防止するべく、最後に砂時計を設置。ここまでは練習の甲斐かいあって滑らかだと思う。

　隣まで来ていたアルヴィナがほっとした顔で呟く。

「なんだ。すごく上手じゃない」

「ありがとうございます。……でも、問題はこのあとなんですよ」

　砂時計が落ち切り、ダイは茶こしを使って、茶をそそいだ。陶器の中の紅茶はきれいな茜あかね色いろをしている。ダイはそれをアルヴィナに差し出した。

「どうぞ」

「ありがと。……ん？」

　ダイから紅茶を受け取って、アルヴィナが初めて表情を変える。

　眉根を寄せた彼女は、紅茶のにおいを嗅いだ。眉間のしわを深め、陶器の縁に口を付ける。

　そして盛大に咳こんだ。

「こほっ！　……えっ、ちょっ！」

「あー……。どんな味します？」

「紅茶の味がしない！　えっ、どう言ったらいいの!?」

「大丈夫ですよ。不味いんだってことは伝わってきますから。……お茶に限らないんですけど、わたしが作ったものを食べたら、皆、変な味がするって言うんですよね」

　後見人のアスマからは調理したものを他人に食べさせるなと厳命されている。

　花街でもミズウィーリでも、食事を仕事場のまかないですませていたダイは、自分で作ることが稀まれだった。手順が適当だったから、味も悪いのだと思っていたのだ。

　しかし──ダイは自分の分の紅茶を淹れて啜すすった。

「自分で食べたり飲んだりする分には、平気なんですけど」

　使用人用とはいえ、平民街では手に入らない高級な茶葉の、香り高い味がする。

　普通においしい、と、思うのだ。

　アルヴィナが眉をひそめる。

「味覚がおかしくなっているとかはないの？」

「味の説明、を、人にしていたことがある、ので……大丈夫だと思います。たぶん……」

　ダイは料理の感想を述べる練習を、少し前までヒースに行っていた。味覚音おん痴ちではないはずだ。だがきっちり手順を踏んで作ったものが、こうも酷評されると自信を失う。

「確かにわたしが作ったものを食べたときも、おかしなことは言ってなかったものね……。うーん……」

　アルヴィナが顎に手を当てて黙考する。

　ダイが茶器を片付けていると、彼女はひらめいた顔をした。

「ちょっと手を貸してくれる？」

「手ですか？　いいですけれど……」

「ありがと」

　アルヴィナがダイの手のひらを上向けて目を眇すがめる。手相を視る占うら師しのようだ。

　彼女の指先から、やがてじわりと熱が沁みた。温めた香油を塗り伸ばされている感覚に似ている。

　しばらくして、アルヴィナはダイの手を放した。

「……ダイの内在魔力の質が珍しいのかも」

「……成長が止まっている以外に、まだ何かあるんですか？」

「それはダイの魔力量の問題だから別の話ね。魔力って質も人それぞれだもの。最近は内在魔力が高くても、時や方角がわからない人だっているじゃない？　それと似たような感じ」

　と、言われても、一般的な体質でない点は喜べない。

　黙り込むダイにアルヴィナが労わりの顔を向ける。

「ごめん。不安にさせたね。ダイ自身に影響はないの。ただ、薬とか料理とか、ほかの人が摂取するものを作りづらいってだけで……」

「……そう、なんですか……？」

　零れた声は自分でも驚くほど暗い。

　アルヴィナがぎょっと目を剥むいた。

「こ、今度、一緒にお料理しましょ。そのときに色々と教えてあげる。だぁいじょうぶ！　別にまったく駄目ってわけじゃないからね」

　とはいえ、彼女の口ぶりから、いますぐどうにかなるものではないのだろう。

　程よい時間が経ったこともあり、ダイたちは控え室を共に退室した。目的地はヒースの執務室だ。そこで女王選の予行演習が行われている。

「さっきはごめんなさいね」

　と、歩きながら、アルヴィナが言った。

「ちょっと、無神経だったね……魔力のこと」

「え？　あぁ」

　ダイの魔力の質を暴いたことを、彼女は気に病んでいたらしい。

　笑顔を取り繕って、ダイは首を横に振った。

「気にしないでください。自分の味覚がおかしいわけじゃないってわかっただけでほっとしました」

「でも、わたしがお茶を飲みたがらなければ、ダイに嫌な思いをさせなかったわけだし。それに──……」

　アルヴィナが言葉を切り、躊躇ためらいがちに尋ねてくる。

「ダイは誰かに、飲んでもらいたかったんじゃないの？」

　マリアージュには侍女が茶を淹れるし、自分で飲むだけなら問題ないのだ。練習する必要はない。

　その点を鋭く突かれて、ダイは思わず足を止めた。

　先を行っていたアルヴィナが、ダイに倣ならって立ち止まる。

　気にしないでください。そう、笑い飛ばせばすむ話だった。

　なのに、喉の奥が詰まった。

　──ダイに茶の淹れ方を教えた男はヒースだった。

　マリアージュのことを相談するため、ふたりの時間を定期的に持っていたころ。茶葉を台無しにしたダイへ、手本を見せてくれたのだ。

　ただし、ヒースは初めの一回を除き、ダイに二度と茶を淹れさせなかった。

『あなたに淹れられると、茶葉がかわいそうなので』そんなふうに彼は言った。

　ひどい物言いだが、温かみのある声音だった。ダイは大仰に拗すねた顔をして、上司たる彼に給茶の役を譲り、茶菓を摘まみながら、日々の業務の報告や、お互いのたわいないことを話すことが常だった。

　香りのよい紅茶を前にすると、険しいヒースの顔が、いつもやわらかく緩んだ。

　だから。

（わたしは、ただ）

　おいしいお茶を淹れられるようになったら。

　飲みませんかって、誘って、それで。

「──いい加減にして！」

　ダイの物思いを遮って、怒声が廊下に響き渡る。

　マリアージュの声だった。










「だからっ、わたしは女王になんかなれないって、最初から言ってるじゃない！」

　余裕を欠いたマリアージュの金切り声は、初めてミズウィーリに来た日をダイに連想させる。

「無理！　絶対！　アリシュエルの代わりなんて、わたしには無理！」

「アリシュエル様の代わりではない。ガートルード家のご当主は、あなたの素質を認められて、ご支持を表明されたのです」

「嘘！　あんた、ルディア様と一緒になって、わたしを騙だまそうとしてるんじゃないの？　そうなんでしょう!?」

　マリアージュが絶叫して、綿詰めを長椅子の座面に叩きつける。

　ダイは室内に駆け込むと、主人を庇って前に立った。ヒースに事の次第を問いただす。

「リヴォート様、いったい何があったんですか？」

「マリアージュ様のいつもの癇かん癪しゃくです」

　ヒースは冷ややかな声で即答した。続けてマリアージュに語り掛ける。

「マリアージュ様、同じことを主張された、ご友人の末路をご覧になったでしょう。ここまで来て、女王になりたくないなどと……。そこまで思われるならなぜ、ルディア様におっしゃらなかった？」

「言えるはずがないじゃない！　これまで通り暮らしていきたいから、候補から降りなかっただけですって言えるの!?　一門の命運をかけて、支持しに来ましたっていう、大貴族のご当主によ!?」

（そういえば……）

　確かにダイは女王になりたいという話を、マリアージュから聞いたことがない。

　どのような女王になりたいのか、ダイと諍いさかいになったときさえ、主人の答えは「胸を張っていたい」というものだった。

　拳を震わせてマリアージュが呻く。

「女王になれるなんて思ったことなかった」

「あなたは女王になると、わたしは申し上げ続けて参りましたが？」

「そこまでにしてください！」

　ダイはふたりの口論を遮った。忌いま々いましげな様子のヒースを無視し、マリアージュに向き直って語り掛ける。

「この様子ですと、予行演習は終わっているんですよね？　ならマリアージュ様、お部屋へ戻りましょうか。お疲れでしょう？　すぐにお茶を支度してもらいますから……」

「ダイ、わたしの話は」

「リヴォート様も！」

　ダイは肩越しにヒースを睨み返した。鼻白む彼にぴしゃりと言い切る。

「マリアージュ様のいまの状態を考えてください！　お話なら、わたしが聞きます。……さぁ、マリアージュ様。シシィ、お願いしますね」

　ダイは後方で控えていた侍女にマリアージュを預けた。室内から人払いをして扉を閉める。

　その体勢のまま呼吸を整え、改めて当主代行と向かい合った。

「で、リヴォート様。終わっていないお話とやら、聞かせてもらってもよろしいですか？」

「……もう結構です」

　ヒースが執務の席に戻り、椅子に深く座り込む。彼のその動きを、ダイは泣きたくなりながら目で追った。

　粗雑な所作。俯いた顔にこびり付く疲労の影。肌色も悪い。身なりこそ小ぎれいにしているが、嗅ぎ慣れない香水が薫かおった。おそらく、薬の臭いを隠しているのだ。

（いつから）

　少なくとも、日常的に顔を合わせていたころは、ここまでひどくなかった。

　ダイは拳を握りしめて訴える。

「……リヴォート様も、少し、お休みになるべきではありませんか？」

「女王選の最後の日を間近に控えて？　悠長ですね」

「間近だからです。……感情的なマリアージュ様を煽あおるような言い方をして……。冷静さに欠けていませんか、リヴォート様」

　ダイは努めて冷ややかな声音で名を呼んだ。

　ヒースは反応しなかった。ダイを映す彼の双眸からは、厚い氷を隔てたかのように、何の感情も見受けられない。

「ヒース……」

　咎められることを覚悟しながら、ダイは震える声で彼の名を呼んだ。

「……あんまり食べていないって、厨房長グレインさんに聞きました」

　ダイが料理を運ぶついでに、ヒースの食事に付き合っていたことを、グレインは知っていた。

　──困ったもんだよ、と、彼はダイに零した。

　彼好みの味付けにしても、柔らかく煮込んだ消化のよいものを作っても、用意された量を食べきらない。ときには忙しさにかまけて、食事自体を抜いてしまう。

「腕の傷、傷口が開いたまま無理をしたから、治りが遅いって、お医者さまロドヴィコ先生も嘆いていましたよね。……ついこの間、熱で寝込んだこと、もう忘れたんですか？」

　怪我をしたまま山中を歩き回り、アリシュエルの件の後始末に奔走して、彼は彼女の出立を見送ったあとに倒れた。ダイは昏こん々こんと眠るヒースを世話した。しかしそれも一日だけ。翌日にはもう彼は商談に出歩いていた。

「……あなたが責任を感じる必要はありません」

　ヒースがため息を吐いて告げる。

「……あぁ、また何かあっても、あなたには迷惑を掛けないと誓います。ハンティンドン女史にも言い含めて」

「違います！」

　ダイはヒースの言葉に被せて叫んだ。

「責任とか、迷惑とか、そんな話じゃない！　ただ、あなたが心配なんですよ！」

「なぜ？」

　この期に及んで構ってくるダイを、ヒースは不思議がっているようだった。ダイ自身も上手く理由を言葉にしかねた。

　喉を詰まらせるダイにヒースが告げる。

「お察しの通り、わたしはあなたの扱い方を変えました。それを戻すつもりはありません。だからあなたもわたしを心配する必要はない」

　温かさも冷たさもない、ひどく事務的な声だった。淡々としていた。

　だからこそ。

「わたしにとって、煩わずらわしいだけです」

　そのヒースの言葉に、納得だけがあった。

「わたしも煩わしいです」

　ダイもまたヒースに言った。

　自分でも思いのほか、抑揚に欠けた声音だった。

「理由もなく態度を変えて、悪びれることなく、疲れた顔ばかりわたしに晒す。……わたしに構われるのが嫌なら、心配をかけるような生活、改めたらどうですか？」

　ダイはつかつかとヒースと距離を詰め、ばん、と、彼の執務机に手持ちの菓子を叩きつけた。

　紙に包まれた練り飴ふたつ。小腹が空いたとき用に持ち歩いているものだ。

「わたしは──あなたに、大事にしてもらったと、思っています」

　ミズウィーリに来たばかりのときも。マリアージュと仲たがいしたときも。明らかな味方ではなくても、彼にはいつも慮おもんぱかってもらっていた。

「あなたにはあなたの思惑があったのかもしれない。でも、わたしはあなたにたくさん助けてもらいました。それがわたしの真実で、あなたに嫌がられても、あなたを心配する、理由です」

　ダイは一歩、後ろへ退いた。

　飴色の木目が美しい天板に転がった飴を目で示し唆さする。

「それ、おいしいんです。リヴォート様の好みじゃ、ないかもしれないですけど。……疲れには、甘いものが効くって、言いますから」

　ヒースはダイを見ない。

　日に日に彼の拒絶は度合いを増してくる。机の上の菓子も結局はくず入れに放り込まれるだけなのかもしれない。

「前みたいに接してくれとは言わないです。けど……身体は、大事にしてください」

　失礼しました、と、頭を下げて、ダイは退室した。

　歩き去るダイの背に男からの言葉はない。

　そのことを、泣きたいとは、もう思わなかった。










　きっ、と、扉の蝶ちょう番ばんが鳴った。

　ダイの友人である魔術師が立っていた。

　気け怠だるく面を上げたヒースに彼女は微笑む。

「こんにちは。お打ち合わせしてよろしい？　代行さま」

「……お待たせいたしました」

「お呼びだしのご用件は？」

　にこやかな表情に反してアルヴィナの声は冷たい。彼女の怒りに素知らぬふりをし、ヒースは居住まいを正して執務机から書類を出した。

「敷地の守りを調整できますか？　可能ならこの通りに変更をお願いしたい」

　アルヴィナが手渡された書類を通読する。

「この数なら、夜には終わるかしらね」

「……本日中にできるのですか？」

「急がないならまた、引き延ばしてもいいけれど？　どうせ女王選が終わるまで、わたしを帰すつもりはないんでしょう？」

　屋敷の警備段階を引き上げた旨の連絡不備を、アルヴィナから暗に指摘される。

　謝罪を失念していたと、ヒースはいまさら気づいた。

「……調整を断られる恐れがあったので、お伝えしませんでした。誠に申し訳ありません」

「正直なのは結構だけれど、あなたらしくないねぇ」

　指示書の紙面を指で弾いて彼女は言った。

「大変お疲れなんじゃない？　ダイの言う通り、心身をもう少し労わりなさいな」

「覗き見ですか？」

「お友達がいじめられていたら心配にもなるでしょ。女の子を相手に、ひどいお顔をしていたわよ、あなた。……守りの変更のほかに、何かご要望は？」

「警備の変更は機密です。誰にも漏らさないでください」

「かしこまりました」

　慇いん懃ぎんに一礼してアルヴィナが退室する。

　部屋が静けさを取り戻した。

　ヒースはダイが残した菓子の包みを摘まみ上げた。銀色の包み紙を開き、中身を口に放り込む。

　いつものように、味はしなかった。

　椅子の背に重心を預けて、ヒースは天井を見上げた。

　アルヴィナから指摘を受けるまでもない。

　マリアージュのことも嗤わらえない。

　持て余した感情を抑えられず、ダイに当たり散らしている。

　労わられたいわけではない。

　逆だ。苛立ち、憎み、厭いとって欲しいのだ。

　理由も話さずに突き放している。こんなにも冷たくしている。

　ヒースは飴を嚙み砕いて立ち上がった。

　窓辺へとゆっくり歩いていく。

　窓から見える庭は静かだった。青せい灰かい色しょくの空と落葉を始めた楡にれの木が、花季の終わりを感じさせる。

　片手が反対の腕に巻かれた包帯に触れる。その下の傷を最初に手当てした男の言葉がよみがえる。

『余裕があるときでいい』

「……優しくしてやってくれ、か」

　あの娘の友人でもあった医者の男。国を出る己への餞せん別べつがわりに叶えて欲しいと彼は言った。

　彼は死に、餞別は遺言となる。聞き流されるべきだった願いは、《亡霊》のそれと重なって、楔となって胸に突き刺さる。

　あぁ──嘆きが聞こえる。

　娘を傷めつける自分に向けた怨えん嗟さの声。

　──それでも。

「余裕など、ないんだ」

　どこにも。










　ダイが足を踏み入れたとき、主人は長椅子の上で膝を抱えて丸くなっていた。

「少し午ご睡すいされますか？」

「お身体を揉みましょうか」

「お好きな焼き菓子が来ましたよ」

　と、ダイは間隔を空けて声を掛けたが、マリアージュからの反応は一向にない。丸くなったままである。

　茶がすっかり冷めたころ、アルヴィナが顔を出した。

「お嬢さまの様子はどう？」

「ご覧の通りです」

　少しそっとしておく、と、ダイは口の動きでアルヴィナに告げた。マリアージュは寝室に籠ろう城じょうしているわけではない。ひとりになりたいのではなく、自身の心の整理が付くまで、話したくないだけなのだ。現にアルヴィナが部屋に入ってくると、マリアージュは無言で対面の長椅子を指した。座って待て、ということである。

　ダイはアルヴィナと顔を見合わせて笑い、長椅子に腰を下ろした。

「お気遣いありがとうございます、マリアージュ様。……アルヴィーはお仕事、大丈夫なんですか？」

「平気。気になることがあるし」

「気になること？」

　冷めた紅茶をシシィに渡しつつ、ダイはアルヴィナに尋ねた。シシィは一客分の新しい茶をダイに託して下がっていく。

　室内に三人だけとなったころを見計らってアルヴィナは言った。

「ダイ、ヒースと喧嘩してるの？」

　マリアージュの前に置きかけていた茶器を、ダイは危うく取り落とすところだった。

　本の二の舞にならなかったことに安堵しつつ、ダイは口元を引き攣らせてアルヴィナに尋ねた。

「な、なんですか、突然？」

「え、だって、さっき執務室でも険悪な雰囲気だったし」

「覗き見ですか!?」

「で、実際のところはどうなの？」

　アルヴィナが小首をかしげる。

　卓上の茶器を主人の方にそっと寄せ、ダイはため息を吐いて答えた。

「喧嘩なんて、していませんよ……」

「してるじゃない」

　唐突にマリアージュが参戦した。先ほどまでひと言も話さなかったのに。

　彼女は膝を抱えたまま、顔を上げてダイを睨む。

「前はしょっちゅうふたりでいたくせに、いまは私語もなし。目だって合わさない。それが喧嘩じゃないならなんなのよ。おかげでここんところあいつ、いらいらしっぱなしなんだから」

「それ、わたしのせいじゃないですよね!?」

　ダイは口を尖らせて訴えた。責任転嫁も甚はなはだしい。

　マリアージュが鼻を鳴らす。

「それぐらい、わたしも被害を被ってるの。人前だと普通を装っているからって放っておいたら、ヒースの態度、だんだんひどくなっているじゃない。わたしが仲直りしろって言ってから、どれだけ経っていると思ってんの？」

「マ、マリアージュ様のときより、まだ短いですし……」

　マリアージュがダイを避けていた期間はひと月以上。ヒースとはひと月足らず。若干、彼の方が短い。

　マリアージュが素早く身を起こし、腕を伸ばしてダイの顎を鷲わし摑づかむ。

「余計なことを言うのはこの口か！」

「いひゃいいひゃいいひゃいいひゃい！」

「……あぁ、なーるほど！」

　アルヴィナがぽんと手を叩く。

「ダイ、あのお茶は、ヒースに淹れてあげたかったのね？」

「ふあああああああああっ！」

　ダイは真っ赤になって叫んだ。

「ダイ、お茶って何？」

「えぇっと……」

　マリアージュから詰め寄られ、ダイはこっそり給茶の練習をしていたことを白状した。マリアージュはダイの淹れた茶や作った食事の味が壊滅的であることを知っている。彼女は哀れみの目でダイを見た。

「きっかけはあんたのクソまずいお茶だったの？」

「違います……」

「なら練習するだけ無駄じゃない？　あいつもあんたからお茶に誘われたところで、クソまずい茶を飲まされるんじゃって身構えるだけでしょ」

「二回もクソまずいって言わなくてもよくないですか!?」

　涙目になるダイの頭をアルヴィナが撫でる。

「よしよし。泣かないの。……ところで、お茶じゃないなら、おしゃべりできなくなったきっかけは何だったの？　お話を聞くかぎり、なぁんにもなしに、仲たがいしたって感じでもないのよね？」

「それは──……」

　反射的に口を滑らせかけ、ダイは喉を詰まらせた。

　いまも時折、思い出す。

　頰に触れる男の指先。身体を抱く腕の力強さ。

　そして、蒼の双眸に宿る、どろりとした熱を。

　──だめだ。

「い……言いたくないです……」

「言いなさい」

　マリアージュがダイの襟元を締め上げる。

「性別のときに言ったでしょ。隠すのはやめなさい。アリシュエルのときに懲こりなかったの？」

　ダイはアリシュエルとロウエンの恋を主人に伏せた。結果、事態が悪化した。それを言われると辛い。

　ダイは仕方なく、ぼそぼそと告白した。

　マリアージュが呆れ返って絶叫する。

「ばっっっっっかじゃないの！　あの男！」

「そこまで溜めて言いますか……？」

「あんたもあんたよ……。茶の練習？　そんなまどろっこしいことしてる場合？　話し合うきっかけが欲しいなら、わたしがヒースの時間を押さえればいいじゃない！」

「ちょっ、それはやめてください！」

「何で!?」

「リヴォート様はいま、とても疲れているから」

《女王候補の夜会》。アリシュエルの騒動。大事件が立て続けに起き、その上ヒースは怪我まで負った。療養は一日だけ。食事も満足にしていない。

　そんな中で彼ひとりが、女王選の最終調整を担っている。余裕がないことは明白だ。

「話し合うなら、女王選がひと区切りついて、もう少し落ち着いてからじゃないと。そもそも、仲直りできるかどうかも怪しくて」

　いましがたもヒースと口論してきたばかりである。彼は態度を戻すつもりはないのだと宣言した。心配が煩わしいとも言った。

「単純に、嫌われたんじゃないかなって……」

「「いや、それはないわ」よ」

　マリアージュとアルヴィナが声を揃えて突っ込みを入れた。

「ヒースがあんたを嫌い？　ないから」

「マリアージュ様、その自信はどこから……？」

「あんたを本当に嫌いなら、もっと適当にあしらうわよ。それができるやつなんだもの。それともあんた自身が嫌いって言われたの？　直に？　好みじゃないって言われた？」

「い、言われてま、せん……」

　お前が嫌いだと明言はされていないと思う。たぶん。

　ダイの返答にマリアージュは胸を張った。

「ほら見なさい」

「これはわたしの想像だけどね、ダイ」

　アルヴィナが腕を組んで口を挟む。

「あの子、ダイに甘えているだけなんじゃないかしら？」

「それだわ！」

　マリアージュが得とく心しんした顔で叫ぶ。

「誰にも泣き言を漏らせなくて、いっちばん仲の良かったこの子に、毎日の苛立ちをぶつけてるんだわ。そう！　絶対にそう！」

（……きらわれて、ない？）

　マリアージュたちの推測によって胸に差した希望の光がダイの胸をじわりと温める。

　確かに、嫌いになったとは、言われていない。

　だとすればまだ。

（仲直り、できる……？）

　つい口元を緩めたダイに、マリアージュの気持ち悪そうな視線が刺さった。

「なんで嬉しそうにするのよ……。怒るところでしょ、そこは」

「え？　そうですか？」

「あんた十五でしょ。ヒースより六つか七つか年下なわけ。そんな小娘に当たり散らす男ってどうなの？」

「……男の風上にも置けないですね？」

　ヒースの行いは確かに褒められたものではない。客観的に考えて、花はな街まちなら出禁である。

　マリアージュがふんぞり返る。

「わかってるじゃないの！」

「マリアージュ様の癇癪だって似たようなも……何でもないです」

　主人のひと睨みに、ダイは口をつぐんだ。

　アルヴィナが興味深そうに問いかける。

「で、結局どうするの？　ダイはヒースとお話しするの？」

「します。……でも、女王選が終わってからにします。やっぱり、いまはリヴォート様、疲れているから」

　ひと息ついたころに改めて尋ねるつもりだ。

　ヒースは安易に他人を蔑ないがしろにしない。彼にはきっとダイを遠ざけてしかるべき明確な理由がある。

　彼はミゲルの店でも、ロウエンの死の折も、ずっと──ぎりぎりのところで、ダイを大事にしてくれている。

　支えてくれている。

　彼のその行いを、ダイは信じる。

　花街でも信じてきた。

　アスマや芸妓たちがダイを育てた理由は、決して母リヴの事情がすべてではないのだと。

　確かに自分を慈しんでくれていたのだと。

（やさしさのりゆうを、うたがってはならない）

　いきていけなく、なるから。

　ダイはマリアージュたちに礼を述べた。

「ありがとうございます。おふたりとも。お話を聞いてくださって」

「どーいたしまして。聞き出しちゃってごめんね」

　アルヴィナは眉を下げて口の前で合掌した。

　そして間を置かずマリアージュに向き直る。

「ということで、次はお嬢さまがお話しする番よ」

「え、何の話？」

　マリアージュが真顔で訊き返した。

　あら、と、アルヴィナが目を瞠みはる。

「さっきからご自身がそこでタマゴになっていた理由をもうお忘れ？　お嬢さまはヒースと何があったの？　隠しごとはよくないんでしょう？」

　ダイへの発言を逆手にとって、アルヴィナがにこやかにマリアージュを追及する。

　マリアージュは渋じゅう面めんになって、絨毯の上に両足を下ろした。

「……女王になりたくないって言ったの」

「……リヴォート様にですか？」

「そう」

「どうして」

「どうしてですって？」

　マリアージュが拳を震わせて訴える。

「あんただって知ってるじゃない。娘が女王にならないなら、殺してもいいって思わせるぐらい、玉座は人をおかしくさせるのよ!?　それに巻き込まれてあんたの友人だって死んだんじゃない！」

　しん、と、室内が静まり返る。

　アルヴィナは事情を知らない。彼女の顔から表情が消えている。失言だったとマリアージュも気づいたらしい。拳を膝に押し付けて俯いた。

　アルヴィナがやさしく話を促す。

「大丈夫、続けて」

「わたし……玉座があんなに怖いものだって、知らなかった」

　マリアージュはおずおずと口を開いた。

「元々、女王選に勝とうなんて思ったことないわ。ただこれ以上、没落したくなかっただけなの」

　それを彼女はヒースに告げ、ふたりで口論になった。ここまでがダイたちが執務室を訪れるまでの顛てん末まつらしい。

　ダイはマリアージュの真意を初めて知った。

　確かに出逢ったころの彼女は、女王になりたくないと言っていた。けれどいつしかそれを口にしなくなり、女王選にも積極的に臨むようになったから、考えを変えたのだろうと思っていた。

　違ったのだ。

「怖いだけじゃない。……わたし、アリシュエルの言葉を、よく思い出すの」

「アリシュエルって、いなくなったっていう女王候補のお嬢さま？」

「そうです」

　ダイはアルヴィナに首肯して、主人の話に耳を傾けた。

『よりよい国にするために、よりよい女王を選ぶことが女王選の意義』

『もしも女王になれたなら、デルリゲイリアをどのような国にしたいのか』

　そのような話をミズウィーリの夜会で彼女たちはしたらしい。ふたりきりになったことはともかく、内容は初めて聞かされた。

「国って、よりよくって、どうするの？　ルディア様も国を守れとかなんとかおっしゃっていたけれど、そもそも国ってどう守るの？　女王って何をするの？　何もわからないのに──女王になっていいものなの？」

　彼女の言い分はもっともだった。

　アリシュエルを通じて玉座の恐ろしさを目の当たりにし、己の覚悟も定まらないのに、流されるようにして女王になりかけている。国を守って欲しいと過剰な望みを託されようとしている。

　ロウエンの物言わぬ虚うつろな顔と、すべてを失って国を離れたアリシュエルの背がダイの瞼まな裏うらを過よぎる。

「本当にいやなら、女王にならなくてもいいんですよ、マリアージュ様」

　マリアージュに歩み寄り、傍らに膝を突いたダイは、努めてやわらかな声音で話しかけた。

　マリアージュが瞠目する。

「あんたは……それでいいの？」

「えぇ。前にも言いませんでしたか？　貴族の方のところで働けるだけで、どれだけ光栄なことなのかって」

「……女王じゃなくても、わたしのところにいるつもり？」

「あっ、だめでしたか？　すみません」

「いいの」

　いいのよ、と、マリアージュが再び念押しする。

　表情を和らげた彼女にダイは微笑んだ。

「わたしだけじゃなくて、ほかの人たちもきっと、大丈夫って言います。穏便に女王にならずにすむ方法を皆で考えればいいんです」

　いまのミズウィーリの皆ならそれができるはずだ。

「そもそもですよ。必ずマリアージュ様を女王にしてみせると豪語するリヴォート様なら、女王にならなくていい方法だって捻ひねり出しますよ」

「そうかしら。あいつが一番わたしを女王にしたがっているのに？」

「それは──確かに」

　ヒースは先代当主の命でマリアージュを女王にするべく粉骨砕身している。ヒースの彼女に対する忠誠心が、先代へのそれを上回らなければ説得は難しい。

　うーんと唸るダイたちへ、アルヴィナが口を開いた。

「ふたりとも、わかりやすいことから考えたら？　たとえば、女王や、国の在り方について。……不安の解消から始めた方が、建設的じゃない？」

『わからなくて怖いから』は女王選を降りる理由にならない。それこそヒースに論ろん破ぱされて終わりだ。

「辞書で検索してもいいし、聞いて回ってもいい。身近なものに当てはめて考えてみるのも手よ？」

「身近なものって……たとえば？」

「そうねぇ……。ダイは国を表現してって言われたら、どうする？」

「ひょ、表現？　えーっと……そうですね」

　アルヴィナから水を向けられ、ダイは慌てて思考を巡らせた。

「女王様の土地、でしょうか？　女王様が治めている領土」

　ちょうど読んでいる通商関係の本では、そのように記載されていたはずだ。

　いいね、と、アルヴィナが頷いて、卓の上を指でここんと叩く。

「では、ここで問題です。規模が違うだけで、いまダイが言ったものと似ているものが、あなたたちの身の周りにあります。それは何でしょう？　……土地と女王の関係に、注目してね」

「……貴族ですね？」

　ダイはアルヴィナが言いたいことをようやく察した。

「規模が違うだけ……。当主が一定の土地を治めている。当主が違うと、決まりごとも異なってくる……。国もそれと同じです」

「ミズウィーリもひとつの国だって言えるってこと？　わたしが女王で、このお屋敷の敷地が領地？」

　マリアージュが得心した顔で呟くと、アルヴィナは満足そうに頷いた。

「そ。わかりやすくなったね？　じゃあ、ふたつ目の問題。ミズウィーリは、お嬢さまと土地のほかには何がある？」

「……使用人？」

「そうだね。ところでお嬢様、使用人がいなくなってしまっても、ミズウィーリを存続させられる？」

「は？　できるはずないじゃない」

　家政の多くはヒースや執事長が見ているし、そもそも侍女がいなければ、マリアージュは服すら着られない。

　愚問を非難されてもアルヴィナは動じない。

「なら、使用人も含めて、ミズウィーリってことでいいね。……さて、ここで最初の問いに返ってみようか。国ってなに？」

「人、かな。……人の、集合？」

　ダイが答えを零すと、視線が集まった。

　思わず委い縮しゅくするダイに、アルヴィナが先を促す。

「ふぅん？　どうしてそう思うの？」

「えっと、いまの話だと、当主のマリアージュ様だけじゃなくて、わたしも含めた、人の生活の集合まるごとが、ミズウィーリってことですよね。だったら、国もそうなのかなって」

「……つまり、国をよりよくっていうのは、うちであんたたちが、いまより楽するとか、いい思いするとか、そういうのと近い感じ？」

　マリアージュはため息を吐いた。

「……もしそうなら、女王はデルリゲイリアに住む皆の面倒を見るってこと……？　どんなのがいるのかわからないのに？　わたし、平民って使用人しかわからないわよ。貴族街から出たことないし」

「えっ？　……女王候補のお披露目の行事は？」

　女王選の初期に平民街であったはずだ。ダイは続けて指摘した。

「それにアリシュエル様のお見送りだってしたじゃないですか」

「お披露目って、馬車に乗って行進するだけじゃない。無理矢理ヒースに乗せられたから、馬車の中でずっと寝てたわ。アリシュエルのときだって、ぎりぎりまで外に出なかったでしょ。それって出かけたって言えるの？」

「あー……確かに言えませんね……」

　アリシュエルの見送りはともかく、本当に主人は女王選に消極的だったのだなと、ダイはしみじみした。

「わたしも王都から出たことないんで、偉そうなことは言えないんですけれど、少なくとも門のこっちとあっちの生活はまったく違いますね……」

「どう違うの？」

「うーん……。あっちは生活に使うお金の桁が圧倒的に少ないですし、物の扱いが違う、かな……。こっちは何でも消費するだけって感じですけれど、あっちでは生活のちょっとしたものは自分で作ることが普通でしたし、物作りが生業なりわいの職人も大勢いますし……」

　デルリゲイリアは《芸技の国》だ。

　特産品はあらゆる工芸品、美術品全般。それを生み出す職人が大勢いる。少なくとも王都の一区画はまるまる、彼らが物を生み出す工房で埋め尽くされている。

　ダイの説明を聞いたマリアージュが、眉間にしわを寄せて力強く訴える。

「ぜんっぜん、想像がつかない」

「ですよね……」

　ダイも貴族の客を持つ芸妓たちから、話を聞きかじっていたにもかかわらず、ミズウィーリに来るまで貴族街の様子を知らなかった。マリアージュの反応は無理もない。

　ダイは立ち上がって彼女に告げた。

「一度でも歩いてみることができれば、わかりやすいんですけれどね。とにかく、図書室に何かないか、あとで探してみます」

「わたしもお仕事ちゃちゃっと終わらせて手伝ってあげよ」

　アルヴィナも椅子から立って伸びをする。

　マリアージュは顎に手を当てて黙考したままだ。ダイはいったん退室する前に声を掛けた。

「シシィを呼んできます。それと足湯の支度をしようと思うんですが、いかがですか。朝から立ちっぱなしで練習して、お疲れでしょう？」

　主人がダイを見上げる。

「ダイ」

「はい、マリアージュ様」

「あんた、街を案内しなさい」

「……はい？」

　予想外の命令にダイは口を引き攣らせた。

　すれ違いかけたアルヴィナは目を丸くしている。ダイは彼女と視線を交わし、幻聴でなかったことを無言で確かめ、恐る恐るマリアージュに問いかけた。

「あの、どこの街のことでしょうか……？」

「平民街に決まっているでしょうが」

「何のために」

「話の流れを読みなさいよ。女王が面倒を見なきゃならない人っていうのを見るためでしょ。あんたが歩いてみればわかるって言ったんじゃないの？」

「歩いてみることができれば、ですよ！　仮定の話です」

　ダイは語気を強めて言った。

「あのですね、マリアージュ様。ご自身の立場を考えてください。女王候補ですよ。しかもいまや筆頭です。お屋敷が人の出入りを制限しているの、いったい何のためだと思っているんですか？」

「警備のためでしょ」

「わかってるなら無茶を言わないでください！」

「護衛に誰か連れていけばいいじゃない」

「そんな簡単な話じゃないですよ。見て回る場所を決めて、日程を調整して。変な人が入り込まないように見張る兵の手配もいるはずです。段取りがあるんです」

「めんどくさ。あんたが女装したときみたいに、化粧と服を変えてなんとかならない？　女王候補だってわからなければいいじゃない」

「それをリヴォート様が許すと思うんですか!?」

「あいつに黙って行けばいい話でしょうが」

「……ちなみにいつ行きたいんです？」

「今日か明日」

　なぜそうも直近なのだ。

　ダイは頭を押さえて深く嘆息した。

　マリアージュが口先を尖らせて理由を述べる。

「女王になれたら式典だらけだし、なれなかったらヒースが社交の予定を山ほど詰め込むに決まってる。いまは女王選の練習以外、何もないじゃない」

「予定の話だけならそうなんですけど……」

「お嬢様は女王になりたくないんじゃなかったの？」

　アルヴィナがダイの心中を代弁した。

「貴族以外の生活を知りたいなら、本で調べるだけにしておきなさいな。皆、あなたの安全のためにおでかけしたいのを我慢しているんでしょ。ここで出かけたら皆から顰ひん蹙しゅくを買って、あなたの希望を応援してくれなくなっちゃうんじゃない？」

「それは──そうかもしれないけれど」

　マリアージュが言い淀む。

「わたしは……頭がよくないから、見ないと、わからないんだもの……」

　マリアージュは読解力が弱い。《女王候補の夜会》の折も、ダイが嚙み砕いて説明しなければ、資料をなかなか理解できなかった。

　頭が悪いのではない。文章から物事を想起するための下地である、経験が圧倒的に不足しているだけなのだ。貴族社会や身の回りの使用人に関することなら、少し助言するだけで状況を呑み込むし、ダイが驚くほど鋭いこともある。

　門を越え、街を見る。それができれば今後の彼女にとって、きっと大きな糧かてとなるだろう。

　マリアージュは真剣な眼差しでダイを見つめている。

（……叶えてあげたい）

　ダイは思った。

　正直なところ、豪奢な衣装に宝飾、美酒と料理、美術品に囲まれた貴族は、その生活を下支えする人々のことを気にかけない。平民街を歩きたいと言い出すマリアージュは稀け有うな存在なのだ。きっかけはどうあれ、彼女の意思を尊重してあげたいと、ダイは思う。

　けれども──……。

　ダイは目を伏せて、つい先ほど会った男の、疲れた顔を思い返した。

「すみません、マリアージュ様。リヴォート様の許可なく、街へお連れすることはできません」

「あんたは……わたしとあいつ、どっちの味方なのよ……」

「そりゃあ、マリアージュ様です。でもこれ以上、あの人の負担を増やしたくありません」

「……そうね」

　彼女もヒースの仕事量を知っている。諦めはしても、落胆は隠さなかった。

　せめてダイが彼を手伝えたなら。

　何をすれば彼の望みに適うのだろう。

『──わたしの主が』

　ふと、ダイの耳にヒースの言葉がよみがえった。

『国の主と、なるために』

（そうだ、わたしは）

　マリアージュを女王とするべく、ヒースにミズウィーリへ招かれたのだ。

　ダイは主人を改めて見た。彼女は震える拳を膝に押し付けて唇を噛みしめていた。

　昔の彼女なら暴れて我が儘を通していた。

　その衝動を堪えているのだ。

「……マリアージュ様のお気持ちは、わかりました」

　ダイは決意してマリアージュに告げた。

「リヴォート様から許可を取るための説得なら、協力します」

「ダイ……！」

「ただし！」

　喜色を浮かべかけた主人を制してダイは言った。

「女王選に最後まで真面目に取り組むことが前提です」

　女王選を降りる話をするより、その逆の方が筋も通っている。

「だから女王になりたくないっていう希望が、叶わなくなるかもしれません。あと、街に連れていくことができても、いくつか条件を吞んでもらいます。……それでも、かまいませんか？」

　ダイは指折りながらいくつか挙げた。まず、日程と行程はダイの側で決めること。きれいな場所ばかり見せるつもりはダイにないこと。マリアージュは何があっても文句を言わないこと、等々。普通の貴族令嬢なら即座に首を横に振るようなものばかりである。

　ダイの提案にマリアージュは長く迷っていた。

　彼女は両手を固く握り合わせ、わかった、と、静かに言った。長椅子から立ち上がってダイと対峙する。

「女王選から逃げない。ちゃんとする。……女王にならずにすんだって、ガートルードに睨まれたら、今度こそ没落は免れない。あんたたちのことは誰かに託せても、わたしは誰かに仕えるって生き方を想像できない──女王になれるなら、なった方が、きっと、生き残れる」

　主人としての振る舞いがマリアージュには染みついている。ダイも同じだ。裏方が性に合っている。生き方を覆くつがえすことは容易ではない。

「万が一、女王に選ばれたとき、何もわからず玉座にのぼるのはいや。わたしは知らないことは考えられない。見ないとわからない。だから」

　街に行きたい。










「──だめです」

　夜、ヒースの執務室。ダイが伝えたマリアージュの要望を、彼は速攻で却下した。

「リヴォート様、わたしの話はまだ終わっていません」

「いまの話だけで充分では？　アルヴィナの報告に割り込んでまでする話とは思えません」

　この時間は魔術調整の報告のために、アルヴィナが押さえていたものなのだ。それをダイが規則違反を承知で割って入った。

「価値があるから話しています」

　ダイは断固として告げる。

「このままだとマリアージュ様は女王になれません」

「ガートルード一門の支持があった時点で、女王選の勝利はほぼ確定です」

「ほぼ、ですよね。まだ演説がある。女王選の結果は決まっていない。わたしにあなたがおっしゃったことをまさかお忘れです？」

　ヒースが言葉に詰まる。ダイはその隙を逃さずに畳みかけた。

「いくら練習を強制しても、女王選に臨む本人が本番で投げやりになっていたら、聞いている側もわかるはずです。中立派はもちろん、ガートルードの方々も家門に忠誠心が薄ければ、別の候補の方に投票しかねません。街歩きひとつで真剣になると、マリアージュ様ご自身がおっしゃっているんですよ。ご承認ください」

「……街歩きひとつと、簡単に言ってくれますね」

　ヒースが椅子に背を預けてため息を吐く。

「ミズウィーリには兵数がありません。ガートルード家から借りているぐらいです。彼らを護衛のために動かせば、マリアージュ様が出かけたのだと知られます。我々の動きを見張っている、急に最有力に躍り出た女王候補を害したくてたまらない方々にね」

　女王候補を失踪させれば、女王選を容易く操作できると、貴族たちは気づいてしまった。

　だからヒースはマリアージュを屋敷に閉じ込めているのだ。彼女が誘拐などされないように。

　それをわかった上でダイはヒースに提案した。

「護衛を動かさなければいいんです」

「……何ですって？」

「ミズウィーリの誰もお屋敷から動かさない。いつも通り振る舞う。わたしとマリアージュ様だけが出かけます」

「話にならない……」

「ひとまず最後まで聞いていただけませんか。わたしは護衛を付けないとは言っていません。……アスマに人を借ります」

　ヒースが露骨に眉をひそめる。ダイは彼の表情を無視して続けた。

「今回の件、日程と行程をわたしが決めていいと、マリアージュ様に了承をもらいました。アスマに急ぎの手紙を出して、わたしの雇い主の娘を観光に連れて行くという理由で、指定の場所に人を配置してもらいます」

　花街において売れ筋の芸妓は金の卵を産む鶏だ。彼女たちを守る男衆は手練れが多い。アスマの下ならなおさらだ。

「わたしとマリアージュ様は徒歩で屋敷を抜けて、辻馬車を拾っていきます。もちろん、変装していくつもりです。必ずマリアージュ様を、別人にしてみせます」

　リヴォート様、と、ダイは真しん摯しに呼びかけた。

「このまま女王になれたとしても、マリアージュ様にとってはうれしくないことなんです。わたしはあの人に納得の上で女王選に臨んで欲しい。それともリヴォート様は──人形のような女王をお望みですか？」

「……承認できません」

　ヒースは厳格な声音で断言した。

「平民街はあなたの案でいいかもしれない。問題は貴族街です。護衛なしには何があってもあなたたちを出しません。これは絶対です」

「なら、わたしが護衛してあげましょう」

　不意にアルヴィナが口を挟んだ。

　ダイは後ろを振り返った。魔術調整の報告にダイを伴ってくれた彼女は、ヒースと話す時間を譲ってから、執務室の後方にずっと控えていた。

　ヒースが胡う乱ろんな目でアルヴィナを見る。

「護衛を？　あなたひとりで？」

「んー、何をすれば一番、納得しやすいかしらねぇ」

　唇に人差し指を当てて唸った彼女は、ぱっとひらめいた顔で指を鳴らした。

「こうしましょう！」

「……っ！」

　ぱちん、と、音が響いた。それだけだ。

　なのにヒースの表情が凍った。

「あなた、わたしに何を」

「動きを止めただけだけど？」

　アルヴィナが再び指を鳴らす。

　ヒースが苦虫を嚙みつぶした顔で息を吐いた。魔術の支配下から逃れたらしい。

「あなたはいったい、何なのですか……？」

　ヒースの問いかけに、アルヴィナは答えない。

　彼女は嫣えん然ぜんと微笑むだけだった。

「あなたたちと最初に出逢ったときの状況も覚えていて？　ご覧の通り、護衛ぐらい何ともありません」

「……護衛は最低条件です。定期的に安否が確認できなければ」

「融通が利かない子ねぇ」

　アルヴィナがぼやきつつ懐を探る。

　彼女が取り出したものは小粒の銀だった。

「アルヴィー……銀で何を？」

「見ててね」

　アルヴィナが手のひらの上に銀を転がす。

　それを芯に光が花びらのように展開した。光は見る間に凝こごって、ひとつの形を成していく。

　ヒースが驚愕の声で呟いた。

「──《遣い魔》」

「あら、ヒースは知っているのね」

　それは鳥だった。

　黒の濡れ羽に大きなくちばし──鴉からす、だろうか。重量を感じる質感も、生えそろった羽の毛も、身づくろいする動きも、まさしく本物の鳥そのものだ。

　鳥の後頭部を指先で撫で、アルヴィナが説明する。

「《遣い魔》はね、魔術師が行使する、実体を持った幻術の一種なの。使い勝手のいい子で、術式次第で色んなことができる……。伝言を遠くに届ける、とかね」

　目的地まで直線距離を飛ぶし、本物の鳥より圧倒的に速い。

「これでちゃあんと安否を伝えるわ。問題なくなったでしょう？」

　アルヴィナの周りで羽ばたく鳥をヒースは唖然とした顔で見つめる。

　ややおいて彼はダイに尋ねた。

「……で、あなたはマリアージュ様をどこへ連れていくつもりですか？」

　婉えん曲きょく的てきな、彼の白旗だった。
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　乳白色の朝もやが漂う、夜が明けて間もない時刻。

　リースは薄暗く寒い侍女頭ローラの部屋で、上司から頭の痛い指示を受けていた。

「……では丸一日、マリアージュ様は外出なさるということですか？」

「ダイもです」

　ローラが片眼鏡を外して告げる。

「アルヴィナを引率者として三人が外出します。この件を知っているのは、わたくしたち役職者とあなただけとなります。あなたは今日のマリアージュ様付の当番として、あの方とダイの留守を、ほかの使用人たちに気取られないよう補佐してください」

　女王の責務や国のことを学習する名目で、三人はマリアージュの私室に引きこもるという。昨日、ダイたちが図書室から棚ひとつ分の本を台車で運びこんだことはリースも聞き知っている。あれは今日の前ふりだったらしい。

　彼女たちがどこへ行くのか尋ねる愚ぐをリースは冒さなかった。

「かしこまりました。……よく外出をお許しになりましたね……」

「マリアージュ様が限界のようでしたからね。下の者たちも長く閉じ込められて、自制心が揺らいでいるようですし」

　ため息を吐いてローラは言った。

　数日前に主人が当主代行とした派手な口論は皆の知るところである。彼女の不安定さは使用人たちにも伝でん播ぱする。お忍びでの街歩きはそれを防ぐ目的もあるようだった。

　リースは控えめに心情を吐露した。

「ここまで出入りを制限する必要はあるのでしょうか。警備の数も増えて、物々しすぎではありませんか？」

「アリシュエル様がいなくなられたのです。守りを固めるに越したことはありません。元々ミズウィーリは警備の数が少なすぎたのです」

「旦那様がお亡くなりになってここをお暇いとました方々は、マリアージュ様がこうも重要な方になられて、驚いているに違いありませんね」

　去った人々の顔を想像してリースは笑った。

「わたしも信じられないぐらいです。本当にあの方が、玉座に手が届くところまで来られるなんて……。リヴォート様は本当に大したお方です」

　ガートルード家の支持を得たことはマリアージュ自身の努力によるものだし、その陰には彼女を鼓舞したダイがいる。しかし取るに足らないと囁かれていたころからの主人を支えた功績は、やはり当主代行のものだ。

　そうね、と、ローラが控えめに同意する。

「ねぇ、リース」

　ふっと虚空を見つめ、ローラが口を開く。

「なぜ彼は、マリアージュ様を女王とすることに、あぁもこだわってきたのかしら」

「……え？」

「いえ、何でもありません」

　ローラは頭を振って、リースを見つめた。

「困ったことがあれば、すぐにわたしかキリムに相談するように。任せましたよ」










　平民街の視察をヒースと交渉した二日後。ダイたちは未明に屋敷を抜けた。

　敷地の囲いの陰に添って隣家の近くまで歩き、あらかじめ手配していた辻馬車に乗る。貴族街を出る直前に別の辻馬車に乗り換え、平民と貴族を隔てる壁越えを試みる。

　通過する検問は南の小門のものを選んだ。中央の正門とは異なり、下級貴族や商人の小間使いがよく使う門で、開く時間も早いからだ。

　検問を無事に通過できたあとは、最初の目的地まですぐである。

　陽が差して明るくなり始めた馬車の中、少し気を抜いたらしいアルヴィナが、マリアージュを見て感嘆の声を上げた。

「わぁお。本当にぱっと見、誰だかわからないねぇ。すごいすごい」

「夜中から頑張りました……」

　マリアージュと幾度も顔を合わせているアルヴィナから保証されたなら安心だ。ダイはほっと息を吐いた。

　アルヴィナが魔術で守ってくれるというし、アスマからはふたつ返事で男衆を貸してくれる許可が来た。それでも余計な人目を避けるための変装は安全の要である。

　今日のマリアージュは商家の少年といった風体だ。

　男ものの上下の古着。髪は固く結ってまとめ、大きめの帽子の中に押し込めた。厚手の外套で身体の線を隠せば、遠目であれば確実に男に見える。

　間近でも彼女だとわからないよう、まずは肌の色を液状の練粉で浅黒く変えた。肌はだ艶つやを消すために同色の粉を多めに叩き、元々あったそばかすを強調する。これらだけでも印象はかなり変わるが、その上でダイはマリアージュの眉と目まわり、骨格を弄いじった。

　濃茶の色粉で目じりに影を描き足し、目をたれ目がちに。眉を同じ色粉で太くする。

　そばかすを作る折に使用した粉を、平筆で鼻の両脇や頭に入れて影を付け、大振りの筆でこめかみから顎周りに広く色を入れた。丸みを帯びた素の輪郭がすっきりし、より少年らしくなったはずだ。

「と、いうか、マリアージュ様、大丈夫ですか？」

「だいじょうぶ……」

　顔を覗き込んだダイに、マリアージュが弱った顔を向ける。化粧でわかりにくいが少し青ざめている。慣れない辻馬車の揺れに酔っているのだ。出発時、興奮に目をぎらぎらさせていたとは思えない。

　彼女は壁にもたれて呻うめいた。

「下着で締めてないから、外に出たら平気よ……。ガートルードで回避した男装を、ここでするなんて思ってなかったけど……」

「よく似合ってるよ。もうちょっとで降りるからがんばって。……ダイは帽子を被るだけ？　女の子の格好しないの？」

「動きにくくなると困るので……」

　今日は平民街を数か所、回る予定にしている。乗合馬車も使うし、状況次第で辻馬車を呼ぶが、基本は徒歩だ。軽装は必須である。

　ダイの設定は商家の子のお目付け役だ。年の近い同性を従者に付けることはよくある。違和感もないはずだった。

　やがて馬車は最初の予定地であった、中央広場の停車場に止まった。

　人のざわめきがダイたちを取り巻く。

　馬車からはまずアルヴィナが降りた。続いてダイが。最後、マリアージュが誰の手も借りずに恐々と下車する。

　ダイの隣に立った彼女は、初めての景色を視界に収め、馬車酔いに曇っていたはずの目を、きらきらと輝かせ始めた。

　興奮した声でマリアージュが叫ぶ。

「すっごい、人！　物がいっぱいだわ！」

「朝市です。あちこちの色んな商人が、朝の時間だけ集まって、物を売っているんですけれど……わたしもここまで混雑しているのは初めて見ます」

　主人に説明しながら、ダイは広場を見回した。

　昇り立ての朝日の下、ダイの記憶より多くの露店がひしめいて、店主が呼び込みに声を張り上げている。

　その前をひっきりなしに往来する人、人、人。

　ひとまずダイはマリアージュの手を握った。

「失礼します。はぐれたらいけないので……」

「わかった」

「念のため、ふたりには守りをつけておこうね」

　馬車の支払いを終えたアルヴィナが、ダイたちの頭上に手をかざす。

　ふわ、と、暖かな風が額を撫でた。

「万が一はぐれても、これでわたしにはあなたたちの場所がわかるから」

「はぁ、便利ですねぇ」

　何でもありだな、と、アルヴィナの魔術に感心していたダイの手を、マリアージュがぐいぐい引っ張る。

「準備が終わったなら行くわよ、あんたたち。時間は限られているんだから」

「ちょっ、マリアージュ様、痛いですって！」

　ダイの訴えは聞き入れられなかった。彼女はダイを半ば引きずって、人込みの中に飛び込んだ。

　最初の目的地として市場を選んだことには訳がある。

　マリアージュは貨幣を使ったことがない。

　マリアージュは昔、金銭を理解していなかった。その概念を知り、昨今は夜会の準備を経て、屋敷の経費を見るようにもなっている。しかし彼女の「買い物」とはいまだ、他人があらかじめ選んで差し出したものに、購入の許可を出す作業だ。

　ダイはマリアージュに、自分で物を選び、しかるべき貨幣を払う、という体験をして欲しかった。

　加えて金銭の支払い方をわかっていれば、道中はぐれても、食糧を買うなり、馬車をつかまえるなりして、助けを待つことも、安全圏へ退避することもできる。

　だからまず朝食を買うところから、と、思ったのだが、これがまた大変だった。

　陳列された焼き立ての麺麭パンを自らの目で選び、店主に貨幣を渡したマリアージュが、温かな包みを腕に抱えてほくほくと叫ぶ。

「ダイ！　見て！　初めてお金を使ったわ！」

「はいはい、おめでとうございます……」

　ダイが手本として干ほし棗なつめを買って見せている隙に、マリアージュは隣の店に銀貨を出していたのだ。アルヴィナと慌てて止めに入り、マリアージュに銅貨で払い直してもらったあと、急いで店から離れたところである。

「次回はわたしかアルヴィーに尋ねてから払ってくださいね……。少なくとも、銀貨を突然だしたら駄目です」

「どうして？　門のところで馬車に銀貨を出していたじゃない」

「貴族街ではいいんですよ。あっちだと小さな支払いは銀貨ですから。こちらでは出しすぎです。お金があるって見られたら、高値を吹っ掛けられたり、盗人に狙われたりしかねません」

「……銅貨だけで、買い物ってできるの？」

「平民の稼ぎなんて知れていますから。ここで売っているものをそこそこ買っても、銅貨数枚で足りちゃいます」

　平民街なら銀貨一枚でひと月は食べていける。マリアージュがどれだけ法外な金額を払いかけたか、わかるというものだ。

（でも……。わたしも、悪かったな）

　説明が甘かったと、ダイは気を引き締める。

「マリアージュ様」

　次回は失敗するまいと、マリアージュは熱心にアルヴィナから注意を聞いている。

　主人の姿を微笑ましく思いつつ、ダイは改めて声を掛けた。

「買えて、よかったですね」

　マリアージュはきょとんと目を丸くし、満足そうに笑った。










　そのあと市場でダイたちは汁物も買い（今度はマリアージュも慎重に値段を確かめて銅貨を払った）、麺麭を食べ（彼女は屋敷で食べるものと異なる、麺麭の硬さに閉口していた）、干し棗と併せて腹を満たし、雑貨や果物が並ぶ露店を冷やかした。

　市が畳まれ始めたころを見計らい、目抜き通りに沿って街を移動する。

　次に入った商業街は平民街でも裕福な地区だ。貴族街で見かける商家も店舗を構えている。そのうちの一軒から現れた少女たちの顔を見てダイたちは驚いた。

　彼女たちは頰紅を淡く注し、瞼に箔の煌めく薄紅や、紫を注していたからだ。

「女王候補の真似が裕福な子たちの間で流行らしいよ。マリアが最有力になったから、それでじゃない？」

　貴族の慣習にとらわれない分、新しいものを取り入れやすかったのでは、と、アルヴィナが述べる。

　ダイは感慨深さに息を吞んで、思わず隣の主人を見た。

　マリアージュは頬を紅潮させて黙り込み、少女たちが通りの向こうに消えるまで見守った。

　商業街から少し外れると、治安がぐっと悪くなった。裾の擦り切れた服を着る貧困層や、肌色や骨格の異なる異人も目に付き始める。

　中にはこちらをじっと見る男の姿もあった。離れないでね、と、アルヴィナは言った。

「目を合わせないで。堂々としていて」

　本来ならこのような場所に主人を連れ歩くべきではないのだろう。

　だが裕福で安全な場所を見るだけなら、無理を通した意味がない。

『平民街の大半はそれほど豊かではありません』

『貧しくて、汚らしくて、暴力的なところも見て欲しい。それでも、かまいませんか？』

　ヒースと交渉する前、マリアージュへ挙げた条件のひとつだ。彼女は即答していた。

『かまわないわ』

「──ねぇ、ダイ。歌が聞こえない？」

　工房街の入り口でマリアージュがダイの袖を引く。傾き始めた陽射しを見て、そろそろ馬車をつかまえようかと、ダイがアルヴィナに相談しかけたときのことだった。

　密集する工房。それと住居を結ぶ空中回廊。壁から突き出た部屋。張り巡らされた配管は複雑だ。それらの生み出すくっきりとした明暗が、脇を通る水路の煌めく水面に、芸術的な陰影を投げかける。

　ダイは立体交差する二本の小道、その上の方の橋で、歌声を披露する少女を見つけた。

「あぁ、あそこですね……。聖歌の練習かな？」

「あんなところで？」

「下の道に子どもが集まってるわねぇ。道を舞台と客席に見立てているんじゃないかしら？」

　このあたりの孤児たちは、礼拝堂を運営する聖女教会の聖歌隊に所属して、安息日に主神と聖女へ歌を捧げる。上手くすれば歌い手の家や劇団、裕福な家に引き取られることもある。

　ダイたちは歌い手の少女が立つ道の真下を目指し、通りの脇から伸びる階段を降りて、交差した道の下をくぐった。先に集まっていた子どもたちの真後ろに立ち、歌声を披露する少女を見上げる。

　──主よ、我らを哀れみたまへ。

　──主よ、我らを微笑みたまへ。

　──このかよわき身、汝の隣人を焦がさなむと願う、御身の祝福と思へども、いかんせん、いかんせん──……。

　伸びやかな歌声に子どもたちが無邪気に手を叩き、ダイたちもつられて拍手する。降りてきた少女が捧げ持つお椀に、年長の子がおひねりを投げ込む。

　彼らに言われて、ダイたちが銅貨を探しに懐を探っていると、黒い鳥が頭を掠めた。

　そのままくるりと旋回し、ダイの頭の上に降り立つ。

「わっ……」

「大丈夫だよ、ダイ。危険はないから」

　ミズウィーリへ飛ばしていた《遣い魔》だとアルヴィナが笑う。ダイは渋じゅう面めんになって地面の影を見た。鳥は実にくつろいだ様子で、畳んだ翼の付け根を、器用に繕っている。

　その動きも見た目も本物なのに、ダイの髪に埋もれているはずの、かぎ爪の感触がない。

「なんだか変な感じですね。……見た目のわりに軽いですし」

「所詮、魔力の塊だしね。ホンモノを取り繕っているだけだから。目が慣れてくると、重さだとかちょっとした動きで、区別がついちゃうのよねぇ」

　アルヴィナが口笛を吹くと、鳥は彼女の肩へと移動した。そのくちばしから当主代行の声を紡ぎ出す。

『裏町に行くとは聞いていましたが、工房街まで徒歩で向かうとは。あなた方はいったい何を考えているんですか？』

　くどくどくど。立て板に水を流すような文句の嵐だ。アルヴィナが感心した声で言った。

「すっごいねぇ。お説教の才能に満ち溢れてるわ」

「実はまだ怒られそうなところに行くって言ったら、どうなりますかね……」

「まぁ、帰ったら三人で怒られましょ。どうにもならなかったら、おねーさんがどうにかしてあげる」

　アルヴィナが状況を吹き込んだ遣い魔を空へと放つ。

　ダイは青空を駆ける鳥を見上げた。

「でも……来てよかったです」

「……そう？」

　アルヴィナに頷いて主人に視線を戻す。

　マリアージュは構ってくる子どもたちを追い払おうと試みている。鬱うっ陶とうしがる態度を取っているが、どことなく楽しそうだ。

　アリシュエルが去ってから、マリアージュはずっと沈みがちだった。ガートルード一門の支持を得てからはなおさらだ。

「マリアージュ様、息抜きが必要だったんだなって」

　──好奇心に目を輝かせ、怒ったり、笑ったり。

　そのような主人を、ダイは久しぶりに見た。

「もっと早くに不安を聞いてあげていたら、よかったんですよね」

　最有力の女王候補になったのに、マリアージュは少しも嬉しそうではなかった。彼女をずっと慮おもんぱかってあげられていなかったのだと、いまさらのように思う。

「……ありがとうございました、アルヴィー。護衛を買って出てくれて」

「……あの子が現状から逃げたいだけなら、わたしも口を出さなかったわ」

　マリアージュを眺めながら、アルヴィナが述べる。

「でも、そうじゃなかったから。たまーには、おねーさんらしく、手助けしてあげてもいいかなってね。……ダイも、お屋敷から離れた方が、よさそうだったし」

「……そんなに、ふさぎ込んで見えましたか？」

「追い詰められているって感じだったかなぁ」

　彼女はふふっと笑った。

「ダイ、いっぱいいっぱいになると、仕事や勉強に逃げるところあるでしょ。ヒースのことを聞いて、納得しちゃった」

「ご心配をおかけしまして……」

「ほかにも苦しいこと、あったんじゃない？」

　ダイの言葉を遮ってアルヴィナが尋ねた。

「めちゃくちゃになったお店で、ミゲル君と会ったよ」

　ダイは思わず笑みを消した。

「ロウエン君がいなくなったって聞いたわ。マリアが言っていた、玉座争いに巻き込まれて死んだ人が彼なのね？」

　アルヴィナがダイの背をぽんぽんと叩く。

「そんな状況なのに、辛かったね。近しかったはずの人が──ヒースが、訳もなく離れてしまったら」

　ダイは拳を握りしめて俯いた。

　泣いてしまいそうだった。

　そう、つらかった。

　友人ロウエンを失ったことも。

　ヒースとの仲が捻じれたままなことも。

　つらくてつらくて、たまらなかった。

「ねぇ、ダイ。女王選が終わったら、ヒースと話をしたいと、あなたは言ったね。もしもそれが本当なら、あなたもちゃんと自分に向き合いなさい」

　アルヴィナが労わりに満ちた声音でダイに告げる。

「ヒースの態度、普通なら怒って距離を置いてしかるべきなのよ。でもあなたはただ悲しんで、仲直りしたいと願っている。それはなぜ？」

「なぜって、それは……」

　ダイは黙り込んだ。

　言葉が上手く、見つからない。

　アルヴィナが目を細めて助言を続ける。

「……なんとなくわかっていても、自分の本当の想いや、相手のことから、目を逸らしちゃうことって、あるよね。ダイはそういうの、上手っぽいから。でも、しっかり考えた方がいいよ。仲直りしたいなら、なおさらね」

　彼の冷淡な扱いに耐えようとするのはどうしてか。

　仕事場が同じだからか。しかし関わり合いにならなくとも日々は過ぎる。それが辛いのはなぜなのか。

　自分は──……。

「──ダイ！」

　自分を呼ぶ声を耳にし、ダイはふと我に返った。

　頭上から響くその声は、マリアージュのものでも、アルヴィナのものでもない。

　天を振り仰いだダイは、驚きに目を瞠った。

「ミゲル!?」

「やっぱりダイ……と、アルヴィナ!?」

　交差する道の上でよく見知った狐顔の男が叫んだ。

「ひさしぶり──こんなところで、何してるのさね？　おたくたち」










　道端で長話もどうかと言って、ミゲルが案内した先は、水路沿いの奥まった一角にある革工房だった。そこが彼の新たな住まいらしい。

　裏口から入った先の部屋には、鞄に家具、馬具に武具、装飾品──様々な革製品が並び、女こどもの手で磨かれるときを待っている。

　女性ものらしい、色鮮やかな刺し繍しゅうの施された革手袋の入った棚を覗き込み、マリアージュがダイに囁く。

「この手袋、似たのを見たことがあるわ」

「確かに……貴族向けっぽいですね」

「そうかもね。お貴族さまと遣り取りする商家とも取引があるから……王都で革を扱いながら、ここを知らなきゃもぐりさね」

　下は一般の平民、上は貴族と、幅広い層に向けた革製品を一手に担う、大きな工房のひとつらしい。歩きながら説明するミゲルの後に続きながら、ダイたちは工房内を観察した。廊下の左右には部屋があって、多くの職人が資材の並ぶ棚を確認したり、こつこつ木槌で何かを打ったり、革同士を縫い合わせたりと、様々な作業をしている。実に立派な工房だが、なぜミゲルはここで暮らしているのだろうか。

　ダイはミゲルを見上げて尋ねた。

「ミゲルはここで働き始めたんですか？」

「倉庫やらなんやらの、裏方を手伝ってるのさね」

「こんないいところに、よく潜り込めましたね」

「あぁ、それは……」

「ミゲル！」

　聞き慣れない男の声が会話を遮った。ぱっとミゲルが破顔する。進行方向から姿を見せた声の主らしき男は、足早に距離を詰め、出し抜けにミゲルと抱ほう擁ようを交わした。

　ミゲルが猫なで声を上げる。

「ただいまなんだわぁ」

「おっかえりぃ」

　応答する男の声も甘ったるい。抱擁は単なる挨拶というより、多少、いや、新婚家庭も驚きの熱烈さである。

　色々と合点がいって、ダイは半眼になった。

「あー……なるほど」

「ちょっとちょっとちょっと！　何ひとりで納得してんのよ、ダイ！　なんなのあのふたり！」

「その言い方は失礼ですよ、マリア様。恋人同士なんだと思います、たぶん」

　ミゲルの恋愛対象は同性である。ミゲルとくっついて離れない男が、おそらくこの工房の関係者なのだ。食と住まいをミゲルに提供した人物に違いない。

　ダイが解説していると、そうじゃなくって、と、マリアージュがダイの腕を揺さぶる。

「お、男が男を好きになるの？　おかしくない？」

「いや別に……あぁ、マリア様はあまり見ませんか」

　そういえば、貴族たちの間で同性の恋愛は褒められないのだったか。聖女の血筋を自負する彼らにとっては、血をつなぐことが重要だから、性癖を伏せているものが多いのだろう。だが花はな街まちにはその手の顧客はそれなりに来るし、同性で紐帯を結ぶ芸妓も多い。

「おかしくないですよ。結構います。普通です」

「そ……そうなの……」

「まぁ、こんな公衆の面前でいきなり熱烈なのはどうかなぁって感じもしますが」

「おうおう、そりゃ悪かったなぁ」

　ミゲルから離れた男がにやにや笑って、ダイたちのもとへ歩み寄ってくる。

　ミゲルの好みらしい、鼻び梁りょうの通った美丈夫だ。体格もよい。

　彼はダイたちを観察して笑った。

「ミゲルの客なんて珍しいと思ったら、かわいい顔ばっかじゃねぇか。どうだい、ひと晩」

「結構です。あんまりあちこちに色目を使ったら刺されますよ、ミゲルに」

「おおそりゃこええ。……自己紹介が遅れたな。ギーグだ。ここの代表をしている」

　つまりミゲルは工房主と仲良くしているのか。色々とあって心配していたが、彼はちゃっかり恋人のもとに転がり込んで、よろしくやっていたらしい。

　ダイは差し出されたギーグの手を握り返した。

「ダイです。初めまして」

「ゆっくりしてくれ。ま、ちょいと臭いかもしれんが」

「……確かに、だんだんと臭くなってるけど。何の臭いなの、これ？」

　マリアージュが鼻の根元にしわを刻む。

　ギーグが不思議そうにマリアージュを眺めた。

「なんだお前、革の臭いがわからねぇのか」

「……革なの、これ？」

「そうだ。ほかの臭いも混ざっちゃいるが。うちはなめしもしてるんでね」

「なめし？」

「皮なめし」

　要するに、動物の皮を素材の革にする工程であるが、マリアージュにはわからなかったらしい。

　怪訝そうな顔の彼女にミゲルが提案する。

「わからないなら、見てみたら？」

「ミゲル」

　何を言い出すのかと、ダイは友人をとがめた。

　しかし彼は肩をすくめ、ギーグと話を進めてしまった。

「できるだろ、ギーグ。いつもみたいに、見習いの子に案内させてさ」

「まぁ、今日は暇だから、かまわんが」

「見たい」

「ま、待ってください！」

　ダイは慌ててマリアージュの腕を引いた。

「これはやめておいた方がいいと思います！」

「何でよ？　見せてくれるって言うんだからいいじゃない。見られるものを見ておくために来たのよ。いい機会なんじゃないの？」

「それはそうなんですけど……アルヴィー！　その顔、皮なめしがどんなものか知ってますね!?」

　ダイが非難してもアルヴィナは声を殺して笑っている。マリアージュを止めてくれる気配はない。

　マリアージュが口先を尖らせる。

「なによ、ぜんぶ見ろって言ったのはあんたじゃない」

「どうするんだ？　見学するのか？」

「する」

　マリアージュがギーグへ即答する。ギーグは面白そうに笑い、近くを通った職人に、見習いをひとり呼ぶように言いつけた。

「……何であんたはそんな不服そうなわけ？」

「不服ではないんですけれど……」

　街の視察内容はダイが慎重に決めた。清浄を保たれた貴族街にはない、汚らしい部分も見せつつ、彼女の心身に配慮もしている。せっかく興味を持って街へ来たのに、嫌悪を覚えて帰られては困るからだ。

　工房の見学は勉強になるが、ものづくりの工程を見せるなら、ほかのところ、せめて革から細工ものが生み出されるところまでに留めたかったのが本音である。

　ダイは皮なめしの工程を直に見たことはない。ただ職人の端くれとして、知っていることもある。

　皮なめしは、臭くさいで終わらない。

　きついのだ。










「──……うっ、ぐ」

　案内役の子どもが作業場の扉を開けた瞬間、マリアージュがよろめきながら呻うめく。嘔吐感を誘う何とも言えない悪臭が、ぬるい風に乗って吹き付けてきたのだ。

　そらみたことか、と、ダイはマリアージュを支えた。

「動物から剥はいだ皮を色んな液に浸けて、材料の革にする作業がなめしです」

　よどみない口調で子どもが言った。

「山羊とか兎とか、近場から仕入れられる小物の皮を剥いで、たくさんある溶液に順番に浸けます。液には色んなものを使うから、臭いが混ざるんです。石灰や、草の汁、だとか。小麦粉、鶏卵、鳥や犬の糞も使うし……」

「鳥や犬の糞!?」

　マリアージュは目を剥いて、子どもの言葉を繰り返した。その拍子に悪臭を勢いよく吸ったらしい。うぷ、と、口を押さえて座り込む。ダイは傍らに屈んで彼女の背を擦さすり、子どもが入った扉の向こうを見つめた。

　そこは屋外だった。壁に四方を囲まれた中庭めいた空間の地面に、肩幅ほどの丸池が整然と並んでいる。手前の池の水は鉛色。奥に茶や赤の池も見えた。扉の脇には未処理の皮が無造作に置かれている。その生々しい色に、マリアージュの口元が引ひき攣つった。

　ひとまず子どもに続いて入室したが、強烈な臭いに刺激されて目が痛い。ミゲルが案内人に任せて、引き下がるはずである。

「ごめんなさい。外の人にはこの臭い、辛いですよね」

　ダイたちは子どもに促されて廊下に出た。

　扉が閉じられて、マリアージュが息を吐く。

「なんか……まだにおう」

「髪や服に染み付きましたね。ここを出る前にお湯をもらって洗った方がよさそうです」

「何でダイは平気そうなの……？」

「平気じゃないですよ。ただ、物の慣れっていうか……」

　花街も独特の臭気がする。化粧品や人の汗、脂の臭いが入り混じるし、常に香が焚かれている。多少の我慢が利くだけだ。

　扉の脇に刻まれた魔術文字を、アルヴィナがそっと撫でる。

「この工房、悪臭に対処する術式がかなりしっかり刻まれているのに、ほとんど動いていないね」

「わかるんですか？　お姉さん、魔術師ですか？」

「残念だけど」

　アルヴィナはそうだとも違うとも言わない。期待に反する彼女からの返答に、子どもは落胆を隠さなかった。

「いまは工房の中で臭いが止まるんですけど、あと何年かしたら、なめしはできなくなります。水路のろ過の魔術も、近ごろ調子が悪いんです。動かないのが増えてくるのは困るなって、親方たちはよく言っています」

　魔術の助けがあった昔は、皮の加工ももっと楽なものだった。

　いつの間にか調整に訪れる魔術師がいなくなり、仕事の工程も原始的で手間暇のかかるものになって久しい。

　マリアージュがダイの腕を支えによろよろと立ち上がる。ダイは素早く彼女の腕を肩に回した。

「歩けます？　背負いましょうか？」

「結構よ……。わたしを背負ったら、あんたが潰れるでしょうが」

「わたしが負ぶってもいいよ？」

　アルヴィナの提案にもマリアージュは首を横に振る。土気色の顔のまま、彼女は見習いに尋ねた。

「ねぇ、この扉の向こう、ぜんぶ見ていっていいのよね？」

「マリア様!?」

「僕は……大丈夫ですけど」

　案内役の子どもは気遣わしげに、ダイとマリアージュを見比べる。

「すごい顔色ですけど、あの、しんどくないんですか？」

「しんどいに決まってるじゃない！　でも……あんたたちは、ここで毎日、仕事しているんじゃないの？」

　いまにも倒れそうな佇まいで。けれどもしっかり両足で立って、マリアージュは決然と言った。

「順番に見せて。何がよくて、何が困っているのか、教えてちょうだい。そういうのを、知りたくて来たの」

「……はい！」

　子どもが踵きびすを返し、こっちです、と、ダイたちを手招く。

　マリアージュは足を踏み出した。しかし足取りが安定しない。ダイは彼女を支えて歩きつつ尋ねる。

「マリアージュ様、少し、休憩してからの方が……」

「……前に、水道を、調整してもらったじゃない？」

　マリアージュは傍らのダイを見つめて問う。

「それであんたたちは、楽になったの？」

「はい。……とても」

　水汲みは重労働だ。汲み置きの水は腐りやすいから、扱いにも気をつけなければならない。水道が通るだけでそういった問題はすべて解消される。

　いまミズウィーリの使用人たちが、時間に余裕を持てる理由のひとつでもある。

「よりよくって、そういうこと？」

「……かもしれません」

「そ。……行くわよ。置いて行かれる」

　マリアージュがダイからよろよろと離れる。

　ダイの肩をアルヴィナが軽く叩いた。

「いざとなったらわたしが背負うよ。ダイも行こ」

　マリアージュはすでに次の部屋に入ろうとしている。彼女が真剣に聞き入るからか、案内人の子どもの説明にも熱が入っていた。

　ダイは口元を緩めて、主人たちに続いた。










「……で、見学が終わったら、倒れちゃったわけ？」

「そうとう無理して回りましたから」

　湯に浸していた布を絞り、主人の瞼の上に置いて、ダイはミゲルに応えた。

　彼の部屋の寝台で、マリアージュは青白い顔をして眠っている。未明から起きて歩き回っていた疲れもあったのだろう。ダイがマリアージュの髪と身体を清める間も、彼女はうつらうつらとしていた。買ってきてもらった別の服に着替えたところで、ばたりと倒れたのだ。

　アルヴィナは席を外している。室内にはマリアージュとダイだけで、ミゲルは様子を見に来てくれたところだった。

　椅子を引いて座る彼にダイは告げた。

「ご迷惑をおかけしてすみません。あと、ありがとうございました。工房の見学のこと……」

「礼ならギーグたちに言うんだわ。だいたい、見学するかって自分が言い出したことさね。あんたにとっちゃ、迷惑だったんじゃないかい？　そのお嬢ちゃんが乗り気になっちゃってさ」

「いえ。……勉強になりました」

　マリアージュは本当に「よりよい国を作る」──アリシュエルが述べたという、女王の責務の在り方を探して、街を訪れることを決めたのだ。見られるものをすべて見る。主人の覚悟の強さを、ダイは見誤っていた。

　ダイは彼女の額に汗で張り付いた前髪を払った。

　その様子を見つめていたミゲルが口を開く。

「……そのお嬢ちゃんは、ダイのご主人様なのかい？」

「……え？」

「アスマから聞いたさね。あんた、劇場に勤めているんじゃないんだってね。あんたをここに誘ったのは、知っているって、伝えておきたいと思ったからでね」

　ミゲルはロウエンを狙った襲撃に巻き込まれた。その後、彼はロウエンと縁あるアスマにも危険を知らせに行った。そしてダイの状況を聞いたのだと、ミゲルは述べた。

　彼の声は抑揚を欠いていて、顔にもいつもの陽気さはない。

　工房街の入り口で再会したとき、彼は以前と変わらないように見えた。この工房で恋人に甘えて笑っていたから、安心していた。

　けれど、実際は。

「ダイ」

「はい」

　ミゲルがダイをひたりと見据える。

　その目はかつてないほどに暗かった。

「ロウエンは、本当に、死んだんだね？」

　ミゲルはロウエンの死をダダンから聞いたはずだ。

　それでもミゲルはロウエンと古なじみの誰かから、改めて真実を確かめたかったのだろう。

　ダイは逡巡ののち、ミゲルへ肯定を返した。

「はい……」

　──言えたらよかった。

　ロウエンは恋人と遠くへ行ったのだと。

　海を越えた先の故郷で彼女を妻として迎え、医師の卵を育てながら、家族と幸せに暮らしているはずだと。

　しかし、言えなかった。ミゲルは真実を受け取るに足る大人で、ロウエンの親しい友だった。やさしい嘘は、ときに人を傷つける。

「……ロウエン、厄介な、お姫さまに、引っかかったってねぇ」

　ミゲルはくしゃくしゃの煙草を懐から取り出し、火を点けた。

　彼の吐き出す白い煙がゆらゆら棚引いて、天窓から差し込む夕暮れの赤光を遮った。

「店がめちゃくちゃになったあと、あいつ、色々と話してくれたんだわ。……それが、最後の会話ってやつに、なんのかね」

　ミゲルが湿った声で告白し、マリアージュを見る。

　ダイの事情を知っているのなら、彼は気づいているのだろう。ダイが連れ歩いて世話を焼くこの娘が、いったいどのような存在なのか。

「……あんたも、厄介なのに関わって。なぁに、やってるんだか」

「ミゲル……」

「自分は貴族なんて嫌いさね」

　鼻を啜すすって、彼は呻いた。

「ロウエンの親も、あいつに惚れたお姫さんも、貴族は厄介ごとばっかり持ち込む。手前勝手ないざこざに……いつも、うちらを巻き込む」

「ミゲル……違います」

　ダイは首を横に振った。

「ロウエンは家族に呼ばれなくても、いつか故郷に戻るつもりだった。恋だって……自分から、身を投じたんです」

「いいや、巻き込まれたんだ」

　ミゲルは言い切った。

「ロウエンはこっちで楽しくやってた。なのにあいつの弟とやらは、あいつを無理に急かした。お姫さんはもっと最悪だ。家が厳しくて息苦しくて、逃げたかったわけだろう？　それで、あいつに飛びついたんだ。あいつが、お姫さんを縛るもんと無縁の男だったから。あいつも、本当に、馬鹿みたいにお人よしだから、お姫さんに同情して……それで」

　言葉に詰まったミゲルの手元から煙草の灰がほとりと落ちた。しかし彼の目は虚空を見つめたままだ。

　煙草を挟む指は震えていた。

「ロウエンは……きちんと分別がついていたんだ」

　ミゲルは血を吐くように言った。

「身分違いの恋なんていうものの馬鹿馬鹿しさ、あいつはちゃんとわかってたんだ。お偉い人がこっちとそんな風に関わろうとするなんてね、ただの現実逃避さ。身分違いの恋なんてね、飯にくいっぱぐれたこともなけりゃ、仕事で手を荒らしたこともない能天気な奴らが、逃げりゃどうにかなるって、甘っちょろいこと考えてるからできるもんなんだ。奴らは、巻き込まれる側のことなんて考えない。巻き込まれた結果……見ろ！　ロウエンは死んじまった……！」

　ミゲルが掠れた声で絶叫する。

「……ミゲル」

「……わかってる。別にそういうのに関わらなくてもね、死ぬときゃ死ぬんだ。……裏街でも気を抜けば、あっという間に《まぼろばの地》行きさね」

　それでも、と、ミゲルは両手で顔を覆った。

「自分は恨むさね。大事だの好きだのって言いながら、手前勝手ないざこざに、あいつを巻き込んだ、姫さんをね……」

　もしもアリシュエルが家から逃げ出さなければ、ロウエンは死ななかった。迎えに来た弟と、家族のもとへ帰れていたのだ。

「……うちの店が壊されたときにね、言ってやったんだ。もう、お姫さんに関わるんじゃないよって。さっさとデルリゲイリアここを出て行きなって。うちの店のことを申し訳なく思うなら、そうしなよって」

　だがロウエンは帰国する準備の最中にダイと会い、アリシュエルが行方不明になったと知ってしまった。

　実父から命を狙われる愛しい恋人を、ロウエンは探さずにはいられなかった──……。

「ダイ、あんたに関わるなって言っても、もう、どうしようもないんだろうね」

　ミゲルが寝台で眠る女王候補を睨んで呻く。

「ならせめてあんたは──死ぬんじゃないんだわ。死ぬな。死ぬんじゃない」

　死ぬな、と、ひたすら繰り返す男を、ダイはぼんやりと見上げた。

　ミゲルは生まれたころからダイを知っている。同性を好む彼の唯一あいした女がダイの母リヴなのだ。

　ミゲルにやましい目で見られたことは一度たりとてないけれど、彼が自分にリヴの面影を見ていることを知っている。

「……それは、わたしがあの人の娘だから？」

「馬鹿なことを言うんじゃないよ」

　ダイの口から零れた問いを、ミゲルが苛立たしげに切って捨てる。

「あんたが自分の友人だからに決まっているさね」

　ダイは微笑んだ。

　仮に自分が死んだとしても、ミゲルがそれを嘆いてくれるとわかって、不謹慎だと思いながらもうれしかった。

「どんな国に流れついても、いいやつほど、早く死ぬ」

　ミゲルが空虚な眼差しで独白する。

「そういうやつが死なない、犠牲にならない国が、欲しいさね……」










　残照すら外壁の彼方に消え、王都が夜の帳に沈むころ。身なりを整えたダイたちは、革工房を馬車で発った。

「ねぇ、ダイ」

　軽く束ねただけの洗いざらしの髪を指で弄いじり、最後の目的地へと揺られながら、マリアージュが口を開く。

「いい人って、犠牲になりやすいの？」

「マリアージュ様……ミゲルとの話、聞いていたんですか？」

　ダイは苦言を呈した。

「寝たふりして盗み聞きはよくないですよ」

「あれだけ大声で話されたら、誰だって起きるでしょう。話は勝手に聞こえてきたのよ」

　彼女は腕を組んで鼻を鳴らした。

「で？　実際どうなの？」

「そうですね……。いい人は犠牲っていうか、付け込まれやすいんです。ロウエンは……やさしい人でしたけれど、患者の人にお金を踏み倒されたりもしていましたし」

「それって……あんたの友だちに、ただ働きさせたってこと？　なんでそんなことするの？」

「払いたくなかったか、お金が足りなかったか」

「あとで返すとかしないの？　借りを作りっぱなしって、気持ち悪いと思うんだけど」

　ぷふ、と、アルヴィナが噴き出す。

　マリアージュが不快そうに彼女を睨んだ。

「何で笑うのよ？」

「マリアはいい子だなぁと思って」

　アルヴィナが遠くを見るように目を細める。

「ねぇ、マリアージュ。貸し借りが成立するのは、対等か、自分が相手より強いときに限るの。強者は弱者を使う。やさしさは弱さになるときが多い。やさしさにやさしさを返せるのは、強くて余裕のある人だけ」

「……弱かったら、生きていけない」

　思うところがあったのか。マリアージュが呟く。

「そうね。その通りだわ。……でも」

　なんだか、いやね、と、彼女は言った。

　やがて馬車は夜なのにやたら明るい街に入った。

　絶え間ない弦楽の音。人を誘う灯篭群。その橙だいだい色いろの明かりに照らされて、灰はい褐かっ色しょくの石を組み上げ作り出された娼館の、堅牢な壁に刻まれた花模様が、くっきりと浮かび上がる。

　闇夜に伸びる、彼女たちの白い手。そこへ吸い寄せられていく男たち。

　窓から外を眺め、ダイは目を閉じた。

（……戻って、来た）

　ここは夜に目覚める街。

　酸いも甘いも、人の醜さも美しさも、愛も憎しみも。

　すべてが混然と同居する、ダイの故郷だ。

　──花街を訪れること。

　ダイがマリアージュに出した、平民街行きを支援する最後の条件である。

　彼女は忌き避ひ感かんを微み塵じんも表さなかった。むしろ楽しみにしていると言わんばかりだった。

『もちろん、行くに決まってるじゃない。あんたの生まれ育ったところなんでしょう？』

　この機を逃すわけにはいかない。息巻く主人にダイは笑ったが、すぐに表情を改めた。

『そう思っていただけてうれしいんですが、遊びに来て欲しいという意味で、わたしは言ったんじゃありません』

　この街歩きを観光で終わらせて欲しくなかった。だから目抜き通りから外れることもした。

　そしてダイがマリアージュに見せてあげられる、最も安全な最下層が花街だった。

『わたしの育ったところは、花街の中でも一等しっかりしたところです。でも、お客さんから手ひどい扱いを受ける芸妓は当たり前にいます』

　初めてヒースを案内したときも、芸妓がひとり殴られて、その痣あざを隠すために化粧をした。そういうことが、日常的に起こり得る。

『花街に限らず、平民の街はどこも、粗雑で、感情的で、通りを一本、間違えただけで、危なくて汚いです。わたしだって、知らないところに行くときは注意します。……そういうものを、見る覚悟はありますか？』

　そして街で絶対に文句を言わず、アルヴィナやダイに従うことはできるか。それが無理だと言うなら諦めろとダイは言った。

『……花街へはね、最初から行くつもりだったの』

　マリアージュは厳かに答えた。

『むしろ、そこに一番に行きたい。女王になって面倒を見なきゃならない人を知るなら、まず身近なあんたのことからでしょう？』

　彼女は微笑んで、ヒースとの折せっ衝しょうを、ダイに任せたのだった。

（まぁ、彼にはここに来ること、伏せたんですけどね）

　辛く当たられてばかりなので、ちょっとした意趣返しぐらいは許して欲しかった。

　馬車が花街の中でもひときわ大きな建物の中に入る。ほぼ正方形の構造をしたこの建物は、一、二階が吹き抜けの中庭で、馬車回しになっているのだ。

　ダイたちが下車すると、正面玄関に人の列があった。

　警備も務める男衆、下働きの少女、数人の芸妓、そして、ここの女主人が出迎えに立っていた。

　ダイは思わず彼女に歩み寄った。

「アスマ」

「ひっさびさに手紙を寄越したと思ったら、男衆を貸せ、だからね。こっちの様子を聞くとか、もう少しほかにないのかい？」

　呆れた声でアスマは言った。

「すみません……。でも、助かりました」

「礼ならあいつらに言いな」

　アスマが顎で男衆を指す。そのうちのひとりを見て、マリアージュが声を上げる。

「あ、あんた、裏通りに入るときに見かけた……」

　男衆のひとりが頭を下げる。アルヴィナが目を合わせるなと言った男だ。ダイにとってはよく知った顔だが、他人のふりをしていた。

　アスマがマリアージュの前に進み出る。

「あなたがお嬢さまでお間違いないですか？」

「えぇ」

「アスマと申します。ここの主人で、ダイの後見人です。うちの子がお世話になっております」

　アスマは丁寧に頭を下げ、ダイの頭に手をのせると、マリアージュたちに嫣えん然ぜんと微笑んだ。

「おかえり。そしてようこそ、下界の花園へ」










　花街まで来るにあたり、ダイは色々と主人に忠告したが、うっかり話し忘れたことがひとつある。

　芸妓たちは、姦かしましいのだ。

「「──へぇえええぇええええぇ」」

　マリアージュを取り囲む芸妓たちがきれいに揃って声を上げる。彼女たちの目は完全に珍獣を見るそれである。

「ダイの新しい職場のお嬢さまかぁ。お金持ちって聞いてたのに、大したことなくなぁい？」

「ちょっと、ダイのご主人よ。貶おとしめたら可哀想でしょ」

「よく見れば肌はもちもちだし。見どころあるわよ」

「ダイが付いているのよ。美肌は当たり前でしょ。それよりも髪よ髪。このくるくる天然？　かぁいいじゃぁん！」

　芸妓たちは貴族風に言うなら、下着に毛織物を羽織っただけの、あられもない姿である。その彼女たちが四人、ぴーちくぱーちく矢継ぎ早に話すのだ。アスマの執務室の中央で、最も上等な長椅子に座るマリアージュは、完全に硬直している。

　彼女のその様子がまた芸妓たちの嗜し虐ぎゃく心しんを刺激するらしい。

「ちょっとぉ、お嬢さま、腰が引けてるじゃない。それじゃあ旦那さまに突かれたときに、イイトコに当たんないわよ」

「あぁんあんたってば下品！　もうちょっと考えてものを言いなさいな？」

「なんですって？」

「ねぇ、あなたってわがままとか気が強いって言われない？　目がそんな感じ。ナマイキそー！」

「いいんじゃない？　おとなしーいお人形さんより親近感が持てる」

「まぁあんたも気が強いもんね。お淑やかなアタシと違って」

「あんたのどこがお淑やかなの？」

「あらぁん、そこもここもあそこも全部よ？」

「──あんたたち！」

　アスマが卓を叩き、きゃいきゃい騒がしい芸妓たちを一喝する。

「お客人で遊ぶんじゃないよ！　言いつけが守れないなら部屋に戻んな！」

「「はい！　すみませんでした、アスマ！」」

　芸妓たちが訓練された兵のように直立して敬礼する。

　アスマはやれやれと頭を振った。

「返事ばっかりいいんだから、あの子たちは。すみませんね。ご不快だったでしょう？」

「……かまわないわ。……驚きはしたけど」

　平民街の言動は粗暴である。何を言われても文句を言うな。ダイが事前に固く言い含めたことが効いているらしい。マリアージュは微笑で芸妓たちの無礼を流した。ただし、後で八つ当たりされる気配をひしひし感じる。

　主人の圧力に素知らぬ顔をし、ダイは芸妓たちに問いかけた。

「皆この時間に油を売っていていいんですか？」

「お嬢さまの案内役に呼んだんだ。館を見せて回りたいんだろう？」

「それは……助かるんですけれど」

　アスマの答えに釈然としないものをダイは感じた。

　人手の要望を彼女に出したとき、館内の見学について触れたことも確かである。しかし案内人はひとりかふたりで充分なはずだ。この書き入れ時に売れている顔の芸妓を四人も呼ぶとはアスマらしくない。

「ダイってば、つっれなぁい！」

　耳元で芸妓の声が弾ける。すいっと伸びてきた白い手が、ダイの顔を横向かせた。芸妓の柔らかな唇が、頰に音高く押し当てられる。

　彼女は少し怒ったような顔でダイに言った。

「ダイに会いに来たに決まってるでしょ？　ダイが元気なのか確かめたいからじゃない？」

「そうそう。新しい職場ってそんなに遠いの？　もっと帰ってきてよぉ」

「ね、ダイがうちの職人じゃないなら、あたしたちのお客になれるんじゃない！」

「ヤダあんた天才！　名案！」

「いい加減におし！」

　眉間のしわに指を押し当て、アスマが低い声で唸うなった。

「何度も言わせるんじゃない。言うことを聞けないなら……」

「さぁって、お嬢さま！　行きましょうか！　立って立って！」

「は？　え？」

　アスマが皆を言う前に、ダイから離れた芸妓が、マリアージュの腕を取る。困惑しきりな主人の周りに、ほかの芸妓たちもわらわら集まった。

「今宵は特別。アタシたちのアソコもココもあんなところもぜぇんぶ見せちゃう！」

「行きましょ、行っちゃいましょ！」

「ちょっと止め……ダイ！」

　強引に部屋から引きずり出され、マリアージュが悲鳴を上げる。ダイは慌てて立ち上がった。

「あっ、あの！」

「待ちな、ダイ」

　隣で紅茶を啜るアスマがダイを引き留める。

「案内はあの子らに任せたらいい。あんたはあたしに付き合いな」

「でも」

「大丈夫よ、ダイ」

　これまで傍観していたアルヴィナが、芸妓の後に続きながら口を挟む。

「マリアはわたしが見ているから。のぉんびり、積もる話を楽しみなさいな」

　ひらりと手を振った彼女は、ゆったりした足取りで、マリアージュたちを追いかける。

　何だか、ひとり取り残された気分だ。

　閉じられた扉を見つめるダイに、アスマが呆れた声を上げる。

「あぁ言ってくれてるってのに、そんなにあたしに付き合いたくないのかね、この子は」

「……そういう言い方ってないですよ」

　席にすとんと腰を落とし、ダイは口先を尖らせた。

　その顔を見たアスマが笑ってダイの頭をくしゃりと撫でた。










　声が聞こえる。

　甲高い女の声。

　──あぁああぁああアァア……。

　悲鳴とも歓声とも微妙に異なる、初めて耳にする類の声だった。マリアージュは足を止めた。

「……何の声？」

「お盛んなんでしょ」

　マリアージュの呟きに、隣を歩く芸妓が応じる。

「きつそうな声。誰かしら」

「ルミー？」

「違うわ。デライラよ。かわいそうに。今日はきっといやな客なのね」

　だから声を上げて誤魔化しているんだわ。かわいそうね。えぇ、かわいそう。

　彼女たちの遣り取りの意味を、マリアージュは理解できなかった。

「どういうこと？」

「お嬢さま、あたしたちがここで身体を売っているって、知らずに来たの？　客に手ひどく抱かれているって意味に決まっているじゃない」

「いるのよね。イヤって言ってるのに、それをこっちが喜んでいる、恥ずかしいだけとかって勘違いするバカ」

「お嬢さまも旦那さまを選ぶときは、イヤって言ったことをすぐにやめてくれる人を選ぶのよ。じゃないと」

　ぱぁん、と、唐突に音が弾けた。

　マリアージュの目の前で、芸妓が両手を打ち鳴らした音だった。

　彼女はふふっと笑った。

「こぉんな風に、叩かれちゃうかもしれないからね」

　くすくすと女たちが嗤わらいさざめく。

　彼女たちの非礼をアルヴィナは指摘しない。羞恥に頰を染めて、マリアージュは下唇を嚙んだ。歩き出す芸妓たちの後を追いながら呟く。

「……さっきと態度が違うのね」

　アスマの執務室では陽気に遠慮なく構われた。あれはまだ好意的に見せていた方だったのだ。

　芸妓のひとりがそっけなく答える。

「アスマとダイがいたんだもの。当然でしょ。告げ口する？」

「しないわよ」

「あらそう？　……あなたは？　こわそーなおねえさん」

「しないわよぉ？」

　水を向けられたアルヴィナも、挑発には乗らなかった。

　芸妓たちが明らかな落胆を見せる。

「なんだ。つまらない」

「アルマ、早く終わらせてダイのとこに戻ろう。せっかく帰ってきているのに、お話できなかったらがっかりだわ」

「そうね」

　アルマと呼ばれた芸妓が頷いて、マリアージュたちを白い手で奥へと招く。

「こっちよ」

　ひと目で上質とわかる毛織物がふわりとひるがえる。

　前を歩く女の背はぴんと伸びて美しく、髪の一筋、指先、足運びに至るまで、計算しつくされた優美さがある。自らという商品に、自信を持っていることが窺える。

（この女たちが、ダイを育てた）

　マリアージュは納得した。道理で貴族の社交に出るための所作を、ダイが早く身に付けられたわけだ。

　ふいにアルマが立ち止まり、緑の分厚い戸布を上げる。奥には上下に分かれた階段があって、階下から女たちのにぎやかな声が聞こえてくる。先ほど聞いた悲壮なものとはまったく違う──明るい笑い声。

「……楽しそうね？　下には何があるの？」

「支度部屋。働く前に入って、顔や髪を造ってもらうの。ダイもよく下に入っていたわ。腕のいい子だったから、あちこちに呼ばれてもいたけど」

「売れっ子にならないと、自分の部屋まで顔師や髪結いの子に来てもらえないんだよねぇ」

「ダイを部屋に呼ぶのが、あたしの目標だったのになーもー」

　緑の戸布から離れて、また廊下を歩き出す。

　芸妓たちはダイの思い出話に花を咲かせている。

　彼女たちの背にマリアージュは呟いた。

「あんたたちは……ダイのことが好きなのね」

「そうよ、お嬢さま。もちろんよ」

　アルマが振り向きもせずに答え、別の芸妓がマリアージュの耳元に口元を寄せる。

「あの子に冷たく当たってないでしょうね？　もしもそうなら遠慮なく、あんたを裸にひん剥むいて、客の男の前に放り出してあげるわ」

　その声に嘘はない。

　あぁ、本当に彼女たちは、ダイのことを大事に思っている。

　マリアージュは深く吐息し、彼女たちに問いかける。

「そこまで好きなのに、どうしてあんたたちは、あの子をずっと閉じ込めていたの？」

　芸妓たちが色を失くす。

　マリアージュはかまわず続けた。

「ダイにあの子自身を捨てさせてまで、ここで育てる必要あったの？」

　本当の性別。本当の名前。

　ダイはそれらを偽って育った。

　ずっと疑問だった。

　なぜ彼女が「娘」であることを、周りは守ってやらなかったのか。彼女が花街で生きられないなら、別の場所で育てればよかったのではないか。ダイの話を聞いても上手く納得できなかった。

　知っているのね、と、アルマが唇を動かす。

　──アァァアアァ。

　遠くから響く獣めいた咆ほう哮こうが、自分たちの沈黙を裂いていく。

　その声の源の方へアルマが方向を転換する。

　飴色に磨き上げられた床を速足で歩き、ふいに立ち止まった彼女は、壁に並ぶ戸布の一枚を摑み上げた。

「見なさい」

　アルマは言って、マリアージュの腕を、乱暴に引き寄せる。

　マリアージュは目にした光景に身を引いた。

　薄暗い部屋に獣のような男女がいた。

　ばさりと戸布が下ろされる。

　アルマが冷めた目でマリアージュに告げる。

「これがわたしたちの仕事。お金も地位も、何も持たないか弱いわたしたちでもできる唯一。でも、誇りを持って働けるのはここだけ。アスマが守ってくれている、ちいさなこの街の、この館の中だけなの。非力な赤ん坊だったうつくしいあの子を街の外に出したら、人を食い物にすることしか考えていない虫が、すぐにたっくさん群がったでしょうね」

　──弱いものは、犠牲になる。

　革工房から花街までの道中、ダイたちとした会話を思い出す。

「教えて、お嬢さま。力のないわたしたちが、どうしたら、こことあの子を一緒に守ることができたのか。わたしたちだって、あの子に身を偽って欲しかったわけじゃない。だってあの子はかわいいかわいい、わたしたちの」

「……むすめ？」

　マリアージュの言葉に、アルマが瞠目し、微笑んだ。

「あるいは、いもうと」

　アルマを先頭にまた歩き出す。

　彼女たちは館を丁寧に案内し始めた。自分たちはこの館の中で明らかに浮いていた。だがマリアージュはそれに臆おくするつもりはなかった。

　できるかぎり、余さず見て帰る。そう決めて、やってきた。

　裏方に回ると皆が互いを鼓舞し合って真剣に働いていた。だからなおのこと、華やかさの裏に隠されたここの辛苦がよくわかった。

　ダイもかつて、この中にいた。

「つらくないの？」

「つらいわよ」

　マリアージュの愚問にも、アルマは律儀に答えた。

「でも、辛いからって逃げても、その先には別の辛さが待っているのよ。皆が別々の辛さを背負って、奉仕し合って、この世界は成り立っている」

　ふいにアルマは立ち止まり、マリアージュを見下ろした。

　彼女の目はきれいだった。理知的で、気高い眼差しをしていた。

「あなたはつらい？」

「つらいわ」

　マリアージュは寝食に困ったことも、殴られたこともない。華やかな衣装も宝石も持っている。

　それでも、辛かった。

　女王となった暁には想像もつかない重責が。

　女王に選ばれなかったなら、周りからの失望が。

　自分を苦しめるとわかっているから。

　アルマはマリアージュの辛さの意味を追求しなかったし、嗤いもしなかった。

　彼女はただ、頑張りなさい、と、静かに言った。










　ダイの対面に座るアスマが、煙管きせるに丸めた草を入れ、燐りん寸すんをすって火を点ける。

　気だるげに煙を吐き、彼女はダイに言った。

「あの子たちはいま客がとれないんだ。怪我をしていてね」

「四人も？」

「客に乱暴を働かれてね。雑用ばかりで退屈していただろうから呼んだのさ」

　それが過剰な数の芸妓を案内役にした理由らしい。

「寝込んでいる子がもう少しいる。できればあとで顔を出してやって欲しいね」

「それはもちろん。でも……どうしてそんなに？」

「花街ここの規則を知らない客が増えたんだ。外から来ているんだよ」

「そと？」

「そう。デルリゲイリアの、外だ」

　アスマが煙管を盆に置き、脚を組んで話を続ける。

「大陸のあちこちから、女王選を機に来る輩が多くなっている。今日は街中を見て回ったんだろう？　やけに混雑しているとは思わなかったかい？」

「思いましたけど……。お祭りどきだから、こんなものなのかなって……」

「まぁ、それも間違いじゃあない。……でも、街の人出がこんなに膨れ上がっている本当の理由は、国の外の治安が悪くなっていることにあるのさ」

　虚空に溶け往く紫煙を見つめ、彼女は倦けん怠たいの滲む声で述べる。

「いや、なっている、じゃないね。もう、ずっとずっと、悪かったんだ。だけどそこまで影響を受けてこなかった。先代の女王さまが、国の外から入る人を制限していたからね」

　ところが先代女王が崩御し、女王選が始まって、その制限は撤廃された。

「自由になる金のあるやつらが、安穏の地を求めてやってくる。旅に疲れたそいつらは、鬱うっ憤ぷんを花街ここで晴らそうとする。……ここは他所と比べて、少々お上品らしいからね。女たちを手荒に扱って……結果が、お嬢さまに付けたあの子たちさ」

　アスマは軽い口調で語ったが、状況は深刻なはずである。中堅の稼ぎどころが働けずにいるのだから。

「……ごめんなさい、アスマ。そんなときに、頼ってしまって……」

　借りた人手は娼館の警備を務めている。荒らくれの客が多いなら忙しかったはずだ。

　悄しょう然ぜんとするダイをアスマが一笑する。

「なに言ってんだい。昼間だよ。店は閉まってるし、人は五人と出していない。皆、喜んでたんだ。あんたの顔が見られるってね。しょげるんじゃないよ」

「でも……」

「少なくとも、あたしはうれしかったね。急に難しい注文をしてくるぐらい、人に甘えられるようになったんだってねぇ」

　ダイは性別や母のことから、人との距離をむやみに詰めないよう、花街では己を律していた。

　アスマは後見人だが雇用主でもあった。無条件に甘えられる相手ではなかった。

　そう、思っていた。

　アスマが手を伸ばして、ダイの髪をやさしく梳すく。

　彼女の手から煙草の香りがする。

　ダイはそれを懐かしいと思った。

　恋しいとは思わなかった。

　ここで生きたいと思うことがなくなった。

　ひと区切り、ついたのだ。

　アスマもそれがわかったのだろう。安心した顔でダイに告げた。

「何かあったら、また頼ればいいし、いつでも戻ってくればいい。ここはあんたの実家なんだから」

「……ありがとうございます、アスマ」

　ダイが微笑むと、アスマは手を離した。

「ご主人といい関係が築けているみたいでよかったよ。一緒に花街に来るって手紙を見たときには目を疑ったけどね」

「いきなりわがままを言い出しますからね。今日も大変でした。ミゲルの紹介で皮なめしの見学までしたんですよ」

「皮なめし？　ギーグのところかい？　そりゃあすごいね」

「彼を知っているんですか？」

「そりゃ、組合の会合で顔を合わせるからね。……お嬢さんは見学を嫌がらなかったのかい？」

「当人が希望しましたからね……。何があっても汚いとか、想像と違ったとか、文句は言いませんでした」

　繰り返すが、ダイは彼女に言い含めていた。決して文句を言わないように、と。それでもダイは最後まで耐えられないのではと彼女を疑っていた。

　しかし違った。ダイは彼女の覚悟を甘く見ていた。

「マリアージュ様は責任感が強い方です。玉座のことをちゃんと考えている。今日の動機も、自分が治めるかもしれない人たちのことを、少しでも知りたいからで……。自分より立場の弱い人たちを思いやれる、やさしい人なんです。……ちょっと乱暴なところがありますけど」

　ダイが口を尖らせると、アスマはははっと笑った。

「そうかい。……あぁ、あんたは、あのお嬢さんに、女王になって欲しいんだね」

　ダイはふと初めて社交界に繰り出した日を思い出した。

　アリシュエルの主催した夜会で、貴族たちに嘲ちょう笑しょうされたマリアージュは、自分だって震えているのに、ダイを守ってくれようとしていた。

　彼女が女王さまだったらいいなと、ダイは確かに思ったのだった。

「さっきも言ったが、外はよくない。次の女王は大変だよ。《魔の公国メイゼンブル》が滅びて、方々で色んな秩序が失われた。荒れなかった国はほんのわずか。デルリゲイリアはそのうちのひとつだ」

　アスマが改めて厳しい声で忠告する。

「女王選の現状は知っている。もしもあのお嬢さんがあんたの言う通りの子なら、きっとたくさん苦しむだろう。責任っていうものは、自分が何を背負っているのか、わかっていればいるほど、しんどいからね」

　三軒も娼館を抱え、ダイたち大勢を守ってきた女主人らしい、重みのこもった言葉だった。

「女王になろうがなるまいが、誰にとっても大変な時代が来る。辞めるつもりはないんだろう？　お嬢さんが馬鹿ならさっさと捨てて帰っておいで。そうじゃないなら、しっかり支えてやんな」

「──はい」

　ダイの返事にアスマは満足げに微笑んだ。

　煙管の灰を落として草を詰め替え始める。

　ダイも出されていた紅茶を取り上げた。長話のうちにすっかり冷めてしまっている。

「そういや、リヴォート様はお元気かい？　まったく話に出ないけど」

　こふ、と、ダイはむせそうになった。

　ダイの反応をアスマが目ざとく見み咎とがめる。

「ダイ？」

「あ、いえ、元気ですよ。はい」

　ダイは慌てて言い繕った。

　アスマが不審そうに目を眇すがめる。

「……何かされてないだろうね？」

「ない、ないです。ないですよ」

「……本当に？」

「何でそこまで疑うんですか！」

　アスマは無言である。少し、いや、かなり怖い。

　ダイが冷や汗をかいていると、主神の助けとばかりに扉が開いた。にぎやかな女たちの声が室内に響き渡る。

「「たっだいまー！」」

「おかえりなさいっ！」

　ダイはここぞと席を立ち、マリアージュに歩み寄った。

「ど、どうでした？　大丈夫でしたか？」

「大丈夫よ。……なに焦ってるの」

「どうしたの、ダイ。何かあった？」

「えっ、何でもないですけど？」

　ダイはアルヴィナの問いに激しく首を横に振った。アスマを振り返って念押しする。

「アスマとは国の状況について話していて……そうですよね！」

　彼女はしばらく疑わしげな目をダイに向けていたが、やがて嘆息して、そうだね、と、言った。

　これ以上、ヒースについて追及はしないようだ。助かった。ここでマリアージュに尋ねられたら、何だか恐ろしいことが始まる気がする。

　ありがたくもマリアージュはダイの挙動不審を受け流すことにしたらしい。アスマを見て口を開いた。

「ゆっくり話していたところ悪いんだけど、ここをお暇いとまさせていただいていいかしら」

　えぇええっ、と、芸妓たちから悲鳴が上がる。

「ねぇ、ちゃんと案内したあたしたちにご褒美は!?」

「ダイとお話しさせなさいよ！」

「……えぇっと、戻りは深夜だって、リヴォート様には伝えてありますけど……」

　滞在時間にはもう少し余裕があるはずである。

　不満を訴える芸妓たちを横目にダイは言った。

「そうね。あんたたちには悪いと思うわ。……でも」

　マリアージュがダイに視線を戻して告げる。

「今日のうちにもう一か所、行きたいところがあるの」










　惜しまれつつ花街を出て、辻馬車で貴族街へと戻る。

　ミズウィーリを通り過ぎた馬車は、やがて王城の礼拝堂へ進路を取った。

　向かう先は礼拝堂の裏から続く丘。

　アリシュエルとロウエンが逢瀬を交わしていた青の花畑である。

　礼拝堂に辿り着くと馬車は帰した。この深夜に長く留めていると怪しまれるからだ。

　アルヴィナが鳥を飛ばして迎えの馬車を要求した。

　礼拝堂の許可を得て裏口に通してもらい、王城の敷地を横目に三人で小道を登る。一日の疲れが出ているのか、さすがのダイも息が上がる。マリアージュに至っては汗だくで、数歩ごとに肩を上下させていた。

　先頭で角灯を持つ、アルヴィナだけが元気である。

「ふたりともっ、がーんばれ！」

「うるさい！　気が散る！」

　集中しなければ、足を滑らせそうになるらしい。アルヴィナを怒鳴ったマリアージュは、何かに憑かれたかのように、道の終わりを見据えて登っていった。

　到着した丘にはまだ、青の花が残っていた。

　マリアージュは花を踏み分けて街を見下ろせる場所まで進み、ようやく糸が切れたように崩れ落ちた。

「ああぁああぁっ、疲れたっ！　もう歩きたくない！　ダイ、帰りはあんたが背負って」

「無理です」

「ケチ」

「またよくない言葉を覚えて……。あのですね、帰りは坂道ですよ。支えきれずに転げ落ちます。そこまでお疲れなら、何でここまで来たんですか」

　寄りたくなった場所があると急に言い出して、世話になった者たちにろくな挨拶もできなかった。

　立てた膝に頰杖を突き、マリアージュは答えた。

「……王城と同じ高さから、街を見たかったの」

　王都を。

　その外を。

　地平の果てまで。

　女王が王城から自らの国を眺めるかのように。

　ダイはマリアージュの視線の先を振り返った。

　斜め下に連なる白亜の塔。大聖堂を越えて広がる貴族街の赤い屋根と緑の垣根。一枚の壁を隔てた先の平民街。細い煙は工房街の炉のものだろうか。やけに明るい箇所は花街で、隣接する外壁を越えた先には枯れ草色の丘陵が地平まで続く。

　一枚絵のような眺望が、月光に晒されていた。

　清涼な風が足許の草花を揺らす。

　アルヴィナがうーんと伸びをして言った。

「いい風」

「本当ですね」

「確かに、すっきりするわ」

　マリアージュも座ったまま深呼吸する。

「平民街って、ずっと変な臭いがしてたわよね。広場や目抜き通りは、そうでもなかったけど」

「清潔感の差ですかねぇ……。お風呂があるところも少ないですし」

「そうなの!?」

　ぎょっと目を剥く主人に説明する。

「身体を拭いてすませることが多いんですよ」

「いまなら言っていいわよね？　特に革工房、鼻が曲がりそうなんてものじゃなかったわよ!?　よく皆あそこで過ごせるわね！」

　あーあ、と、ダイは苦笑する。アスマに彼女を褒めたばかりだったのに。

「臭いだけじゃないわよ、馬車はがたがた揺れがひどいし……！」

「貴族からの払い下げだったりしますしねぇ」

「麺麭は顎が疲れるぐらいかたいし！」

「石が入ってなくてよかったです」

「花街は……色んな意味で、にぎやかだったわ」

　含みのある発言のあと、マリアージュは躊躇いがちに述べる。

「悪かったわね、ダイ。安易にあっちの街に行きたい、なんて言って」

　ダイを見上げるマリアージュの目は真しん摯しだった。

「予想以上に大変だった。でも、行ってよかった。通りを一本はずれるだけで様子がまったく違うんだもの。本じゃ想像できないわ」

「マリアージュ様……」

「ほんの少しでも、見ることができてよかった。あんたたちのおかげよ。アルヴィナも、世話をかけたわね」

「……わたしからも、ありがとうございました」

　マリアージュに続き、ダイもアルヴィナへと礼を述べる。今回の街歩きは彼女の助けなしには実現しなかった。

　アルヴィナは面おもはゆそうに笑った。

「どーいたしまして、と、言いたいところだけど、お礼は無事にミズウィーリへ戻ってからちょうだいな」

「そうね」

「こっちに寄ったから、帰るの遅くなるねぇ」

　本当に、許された時間を目いっぱい使った。むしろやや過ぎている。

「実を言うとわたし、今日は途中で引き返すかもって、思っていたんですよね」

　ダイは王都を眺めながら告白した。

「でも、予想が外れました。わたしが思っていた以上に、マリアージュ様はうんと覚悟していらした。……侮あなどっていて、すみませんでした」

　ダイの謝罪にマリアージュが諦めの顔で呟く。

「……わたしが短気なのはわかっているわ」

「自覚があったんですか？」

「あんたはよほどわたしに顔を潰されたいと見えるわね？」

　マリアージュが笑顔で浮かべた青筋に、ダイは急いで距離を取った。立っていてよかった。

　マリアージュが鼻を鳴らした。

「いやな女王選を最後までやり遂げるって約束してまで行ったのよ。すぐに帰ったらもったいないじゃない」

「確かに。……ねぇ、マリアージュ様」

　ダイは静かな声音で主人に語り掛ける。

「わたし、マリアージュ様が女王にならなくてもいいっていう気持ちは変わりません。女王選の結果がどうなっても、わたしは失望しません」

「……そう」

「でもわたしは、マリアージュ様に女王様になって欲しいって思ってます」

　マリアージュが驚いた顔でダイを見上げる。

　ダイは彼女に微笑んだ。

　マリアージュは己の無知を自覚している。それゆえに、見ようとする。人の言葉に耳をかたむけ、自ら冒険して知ろうとする。

　未知のものを自分の常識に当てはめて歪めようとしない。「そういうものなのだ」とありのままに受け止める。己とは違う生き方の者に眉をひそめ、なかったものと見み做なさない。

　何より強くなければ生きられない世界をいやだと言う。か弱い誰かを守るために、自分を奮い立たせることができる。

　そんな彼女にダイは自分の国を治めて欲しい。

「わたしは上に立つ人の重みを知りません。でも、一緒に考えますから。マリアージュ様がわからない部分を調べて、今日みたいにわたしが手伝ってどうにかなることなら、がんばりますから」

　ダイはその場に跪ひざまずいた。

　マリアージュの目を見つめて繰り返す。

「わたしはあなたに、女王になって欲しいです」

　ざ、と、風が吹いた。

　俯いてマリアージュが問う。

「女王になったら、手伝ってくれるってこと？　それって化粧師の仕事なの？」

「マリアージュ様がそれで自信を持てるなら、仕事の一環になるんじゃないですか？」

　相手を鼓舞する。それがダイの仕事の本質である。

「とにかく、もしも女王になったとしても、ひとりで抱え込む必要なんてありません。化粧師ができることなんて知れていますけれど、必ず支えます。だから、不安に思わないで」

　ダイは言葉を区切り、決意を込めて言った。

「女王選の最後、胸を張っていてください──わたしがそのための顔を造ります」

　マリアージュが面を上げる。

　彼女は微笑んでいた。

「あんたの口から女王になって欲しいなんて初めて聞いたわ」

「初めて言いましたからね」

「仕方ないわね。……そんなに言うなら、なってあげようじゃないの」

　マリアージュがすっくと立ちあがる。

　腰に手を当て、彼女は言った。

「あんたとヒースのことも、どうにかしてあげなきゃいけないし？」

「いや、それは、自分で解決したいというかなんというか」

「「できるの？」」

　マリアージュとアルヴィナ、ふたりから尋ねられる。

　ダイは視線を逸らした。

「……今回も無理を通すのに、衝突しましたからね……？」

「素直にマリアに甘えておきなさいな」

　アルヴィナがくすくすと笑った。

「ダイとヒースはマリアが女王になっても、そのままお仕えするのね？　ミズウィーリの使用人は王城で働かないって話を、ティティから聞いたんだけど……」

「えっ……えっ、そうなんですか？」

「ティティたちはそうね。あんたはわたしと一緒に城に行くわよ。わたしの《職人》だもの」

　マリアージュの言葉にダイは安堵の息を漏らした。さっき支えると誓ったばかりなのに、即位したマリアージュの傍にいられないとなったら、恥ずかしいことこの上ない。

「ちなみにお城に住むの？　ミズウィーリから通うの？」

「女王は城に住むんだって、ヒースが言っていたわ。使用人が王城で働く場合は、仕官、になるらしくって、雇用が変わるんですって。貴族の家から離れなきゃいけないらしいわよ。だからダイも城住まいじゃない？　遠いし」

　女王選も終わろうかというこの時期に新事実である。愕然とするダイの隣でアルヴィナが首を捻る。

「どうしてそんな大事なことをダイが知らないの？　誰か教えてあげるべきだったんじゃない？」

「……あのー、リヴォート様が説明するって、皆、思っていたんじゃ、ないでしょうか……」

「「あー……」」

　ダイの推測にふたりは納得した顔で呻いた。

　マリアージュがため息を吐く。

「帰ったら、それとなく訊いておくわ。あんたを城に上げるってなったら、どうするのか……」

「よろしくお願いいたします……」

「っていうか、わたしが女王になったらどうするのかヒースにも訊いていないわ。下手するとあいつ、ミズウィーリに残ることもありうるわね……」

　マリアージュを女王にすれば先代当主への恩を返したことになる。ヒースは彼女を好いていなかった。むしろミズウィーリに残留する方が自然だ。

　彼とそうやって距離が開くこともありうるのだ。

　ヒースと共にいることすらできないのかもしれない。

　ダイは衝撃に何も言えないでいた。

（さびしい）

　ふとよみがえる。

　マリアージュと衝突したとき。花街を恋しく思っていると、彼自身の故郷について、そっと教えてくれたこと。

　孤立したダイのために、アルヴィナを呼んでくれた。

　初めての社交で迷子になったダイを探し、失敗に落ち込む自分を励ましたのも彼だった。

　屋敷の屋根から共に美しい朝焼けを見た。

　やわらかな声で、わたしを呼ぶ。

　そういったことが、これからなくなる。

　永久に失われる。

　それは。

（すごく、さびしい）

『ヒースです』

　間近で響いた声にダイは息を吞んだ。

　いつの間にかアルヴィナの腕に《遣い魔》が留まっている。その黒い鳥がヒースの声で言葉を紡いだ。

『迎えの馬車を出しました。……予定よりずいぶんと遅いご帰宅、今日を楽しまれたようで何よりです。明日からの練習に、身が入ることを期待しています』

　彼のやさしくない、きれいな笑顔が見えるようである。

　マリアージュがひっと頭を抱える。その顔を好奇心いっぱいの様子でアルヴィナが覗き込んだ。

「ねぇね、練習って、女王選の儀式だよね？　どんなことをするの？」

「……主神への誓いの儀式、とか、忠誠を受ける儀式、とか？」

「忠誠を受ける儀式って何ですか？」

　主神への誓い、は、何となくわかる。国を善く治める、といったことを宣誓するに違いない。しかし後者は謎だ。

　ダイの問いにマリアージュが思案しつつ答える。

「宰相？　騎士団長？　女官長？　ともかく、重要なお役目に就く人が、女王に挨拶をするのよ」

「へぇ。どんな挨拶？」

「……まずわたしが、己を偽らず、真心を以って、わたしに仕えよ、みたいなことを言うの。で、跪いた相手が、御意に、って、女王に拝礼して、終わり」

　執事長や侍女頭、ときには当番の侍女を相手に、練習をしているらしい。

「ヒースを跪かせたいのに、あいつ絶対、相手役にならないのよね……。わたしの動きを監督するからだけど」

「ねぇ、マリア。ちょっとしてみてくれないかしら。ダイを相手に」

　アルヴィナが手を組み、しなを作って懇こん願がんする。

　ダイはマリアージュと顔を見合わせた。

「えっ……いまから、ですか？」

「だぁって、見てみたいんだもん。それとも、マリアにはまだまだ練習が必要？　手順を覚えてない？」

「お、覚えてる、に、決まっている、でしょ……」

　マリアージュがぎこちなく笑って答える。

　忙しく練習していたと思いきや──これは覚えていないんだな、と、ダイは密かにため息を吐いた。

「わたしが練習相手になるのはかまいませんけれど、何か言うべき科白せりふとかありますか？」

「わたしの科白のあとに、御意にって頷くだけ……あぁ、女王陛下もつけて。それと、麗うるわしのって」

「注文が細かい！」

　ダイは思わず訴えた。

　腹を抱えてアルヴィナが大きく笑った。










「……予定の調整ですが、無事に終了いたしました」

　執務机の前に立って、執事長キリムがヒースに報告する。

「明日の朝の予定は昼に繰り上げ。昼以降の予定は直近の二、三日に振り分けました。詳細はこちらに」

「ありがとうございます。……皆の様子はいかがですか？」

「主人たちの留守に気づいた者はおりません」

　キリムに続いてローラが述べる。

「リースが頑張ってくれました。お戻りになったときのお世話も彼女がする予定です」

「わかりました。マリアージュ様の許可を得次第、報償を出します」

「……マリアージュ様はまだお戻りにならないのですか？」

　すでに未明近い。使用人たちは夜番を除いて下がらせている。迎えの馬車を出したものの、思いのほか帰宅が遅いことに、不安を覚えているのだろう。

　ヒースは落ち着いた声音で告げた。

「大方、自由時間の最後だと思って楽しんでいるのでしょう」

「本当に、大丈夫でしょうか？」

「安全面は問題ないでしょう。……アルヴィナは、腕のよい魔術師ですから」

　ヒースはキリムに答えた。

　腕の立つ魔術師の火力は、騎士団一個中隊のそれに匹敵する。ヒースは彼女の魔術を幾度か目にしているが、本来なら呪を唱えるはずが無言で発動し、陣が不可視な上に展開速度も尋常ではない。

（それにあの、人の動きを止める術）

　アルヴィナならふたりを護衛する程度、何ら問題なくこなすだろう。充分すぎるほどだ。

　むしろ少々、腕が良すぎる。

　ローラたちが退室して、ヒースは窓辺に向かった。

　外の空気を吸いたかった。

　窓を、ゆっくりと押し開く。

　蝶ちょう番ばんの軋む音を聞き、油を注さねばと思った。

　雨戸も補強すべきだろうか。冬には嵐がやってくるから。ならば、あれも、これも。

　そこまで考えて自じ嘲ちょうする。

　脳裏を過る仕事のすべては、もう無意味になっていくのに。

　ぱさ、と、翼の羽ばたく音がする。

　面を上げる。鳥が留まり木から飛び立って月へ昇る。

　その影は眩い月光に吸い込まれ、やがて溶けるように消えていった。
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　日々は、光のように過ぎていく。







　国境を跨いだ遠方からの賓客が、馬車で列を成して王城に入る。

　城下の人出はますます増えて、商人たちが客寄せの追い込みに、声を張っていることだろう。

　元より祭りのにぎわいを見せるこの時節。《芸技の国》と呼ばれる小国で、いよいよ新しき女王が誕生する。

《聖女の祝祭》。人はそのように、この日を呼ぶ。

《聖女の祝祭》。それはかつて魔女が聖女と成り代わった日。国の新しき始まりを紅き地で祝った。

《聖女の祝祭》。それは──……。

　胸の奥で疼うずく古い記憶に、アルヴィナは目を細めた。

　ミズウィーリの屋敷の窓からは、山脈を背にした白亜の王城が見える。

　密やかな吐息が、寒気に触れて、視界を白く染めた。










　ミズウィーリは夜明け前から忙しない空気に満ちていた。

　すべての炉に鍋のかかった厨房では、野菜を刻む音、麺麭パンをこねる音、肉を焼く油の跳ねる音が絶え間なく響く。侍女も執事もそのほかの者たちも、慌ただしく敷地の中を往来している。

　その顔は総じて真剣だが、どことなく浮き足立っていた。

「──なんていうか」

　椅子の背にもたれて、ダイを見上げつつ、マリアージュが呟いた。

「皆、慰労会の準備、頑張りすぎじゃない？　力がすっごく入っている気がするんだけど」

「自分たちの口にいいものが入るわけですからねぇ」

　魔術の明かりが煌々と灯された卓上に、化粧道具を手早く並べつつ、ダイはマリアージュに応じる。

「いいじゃないですか。女王選の結果に気を揉もまれて送り出されるより、マリアージュ様も気楽じゃありません？」

「そうかもだけど、複雑だわ……」

　マリアージュは釈然としない顔だ。ダイは思わず笑った。

　いよいよ、女王選の最終日。女王を決するべく女王候補の演説と、有権者による投票が行われるが、会場に立ち入れる者は少数に限られる。

　有権者たる貴族は使用人込みで、一家に二名までしか連れ歩けない。女王候補の同行者は親族一名。使用人二名。ミズウィーリからの護衛は王城の入り口までで、敷地にひとたび入れば王宮騎士が警護に付く。女王候補の付き添いも王宮女官の仕事だ。

　今回は親族枠をヒースが使い、ティティアンナとダイが使用人の代表として王城へ向かう。つまるところミズウィーリの使用人の大半は、屋敷で女王選の結果を待つだけとなる。

　そこでマリアージュが使用人たちに、女王選の慰労会をする許可を出した。彼女の留守中、日頃は口に入るはずのない、上質の肉や酒が皆に振る舞われる。留守番勢は大盛り上がりである。

「ヒースの提案に頷いたときは、こんな風になるなんて思わなかった」

「もう半月以上、外に出ていなくて、鬱うっ憤ぷんが溜まっていましたからね……。皆マリアージュ様にすごく感謝していましたよ。……さて」

　準備ができました、と、ダイは主人に告げた。

　たらい、湯、手拭きに綿布。大きさの様々な筆をひと揃え。色板に、各種、練粉と色粉おしろい。それらを収めた小瓶が蝋ろう燭そくの火を映して煌めく。

　丁寧に検品した仕事道具たち。

　マリアージュの肌の手入れは終わっている。髪結いも着替えもすんで、残すは化粧のみだった。

　マリアージュが、ふと笑う。

　ダイも微笑んだ。

　そして尋ねる。

「わたしにできることは、ただひとつ。あなたを、あなたが望むように美しくすること。それだけは、この腕にかけて叶えます。マリアージュ様、もう一度、あなたの望みを教えていただけますか？」

「この女王選最後の日に、堂々と胸を張っていられる自分になること」

「かしこまりました──始めます」

　ダイは深く息を吸って吐き、化粧の下地に手を伸ばした。

　まず、肌を造る。

　今日の主題は崩れにくさ。そして光。

　今回ダイはマリアージュに最後まで付き添えない。

　ところが化粧は時間が経つと、汗や皮脂などを理由に肌から浮く。練粉や白粉が脂を吸って斑まだらになるのだ。毛穴に粉が落ちて悪目立ちすることもある。だというのにダイは彼女の傍らで、化粧を手直ししてあげられない。

　だからまず、徹底的に崩れにくい化粧を目指す。

　下地は密着力が高く、色補正の強いものを。少量を肌に点置きし、指で薄く塗り伸ばす。手のひらで主人の肌を包んで圧を加え、下地の密着を高めつつ、余分な液を手に吸わせる。

　ダイ、と、マリアージュから声が掛かった。

「はい、どうされましたか？」

「震えてるわよ」

　主人が目線でダイの手を示し唆さする。指先が小刻みに揺れていて、ダイはそれらを握り込んで苦笑した。

「すみません……。気になりますよね」

「別に。……あんたも緊張するのね」

「そりゃあ、女王選で最後の化粧ですからね」

　化粧は女王選の行く末を決めないが、マリアージュの意気には左右する。これまで以上に失敗は許されない。

　ダイは練粉の工程に移った。

　水に浸していた海綿を、固く絞って布で挟み、水分を充分に抜く。その海綿で固形の練粉を拭い取った。この特殊な練粉は水を用いて塗ると、液状めいた滑らかさで伸び、乾くと肌に密着して崩れない。汗や皮脂にも耐性がある。今日のような舞台にぴったりの品だ。

　卵膜のように均一な薄さを目指して、ダイはその練粉を注意深く塗り伸ばした。

「今日まで濃い毎日だったわ……。色々ありすぎて、あっという間だった」

「本当ですね。……マリアージュ様は、よく頑張られましたよ」

　最初は礼状を書くことから始めた。

　貴族年鑑をふたりで覗き込んだことが懐かしい。喧嘩をしてマリアージュに化粧品を壊された。それからのアルヴィナとの出逢い。魔術調整。ガートルード家での初めての社交。

　マリアージュが初めて主体となって開いた《女王候補の夜会》。アリシュエルの失踪。平民街の見学。

　練粉で肌の土台をしっかり造り終えて、ダイは主人に光を与える工程に移った。

　マリアージュは言った。胸を張っていられる自分でありたいと。そして彼女はかつて、こうも述べた。人が集まるような自分になりたいのだと。

　そういった人々はいつも煌めいている。花はな街まちで最も人気の芸妓しかり。アリシュエルしかり。あたかも天からの光を浴びるがごとく。

　だからダイは化粧でマリアージュに光を与える。彼女の立つところが常に明るくあるように。

「儀式の手順はちゃんと覚えられました？」

　ダイは問いかけながら、大筆に白粉を含ませた。微細な真珠や宝石の粉をふんだんに混ぜて、繰り返し篩ふるいにかけた特注品だ。それを大筆で肌にひと刷はけ。鏡面を磨くように余分な粉を落としきる。

　マリアージュの肌が濡れたような艶つやを帯びた。

「この間まで、結構つっかえていましたもんね」

「ちゃんと覚えた！　寝てても動けるぐらいにやった！　知ってるでしょうが！」

　平民街から戻ったあと、ダイは儀典を暗記させられ、主人の練習相手を務めていた。ヒースの代役、と言えば聞こえはいいが、色々しでかした罰である。

「あんたの覚えの方が早いの、本当にむかつく」

「お口が悪いですよ。……色物に移ります。目を閉じてください」

　目元の色は決めている。鮮やかな、赤。ばらの色だ。聖女に加え、この国を表す色でもあるという。

　瞼には練り状の色粉を薄く塗る。のちの色物の密着を高め、くすみを防ぐ効果がある。

　次に色板。淡い金を毛足の柔らかい平筆に取る。粉量を調節してから、上瞼には広く、下瞼には睫毛ギリギリの縁を攻めて細く、筆を刷いていく。

　最後にばら色を。筆を替え、黒目の上と、目尻の下に。腰のある細筆で瞼に添って、深みのある赤で線を引く。液は夜会で用いた、招しょう力りき石せき入りの特注品。事前に色々と試したが、これが最も品がよく、美しく、印象的に仕上がる。

　深緑の天てん鵞が絨じゅうで作られた衣装が、彼女のまとう暖色をより引き立てた。

　毛流を整えた眉の隙間を、月桂樹色の粉で埋める。

　唇は練粉で唇の輪郭を潰し、改めて色で形を取り直す。

　唇の仕上がりを待って、マリアージュが口を開く。

「ねぇ、ダイ。……仮にわたしが女王になれたとして、皆はついてくるのかしら」

　彼女が膝の上で手を強く握り合わせる。

「いまでも覚えている。先代女王……エイレーネ様が、悠然と人を見て、張りのある声で命じていた姿。アリシュエルもそうだった。毅き然ぜんと命じて、人を従えていた。……なれるかしら、わたしも」

「大丈夫ですよ」

　撫子なでしこ色いろで頰に血色を出しながら、ダイは不安そうな主人に答えた。

「いまのマリアージュ様は、揺るぎなく、迷いなく、堂々とされている。そんなあなたに皆、敬意を払っています」

　化粧は仕上げに入っていた。乳白色の色粉を、目の下や鼻筋、頰の高い位置に入れて。

　正面、横顔、どこから見ても光が差しているかのように演出する。

　ダイは彼女の正面に回った。遠距離から見ても違和感はないか、全体的な調和を確かめる。

「わたしは女王になる」

　と、マリアージュは言った。

「なりたいんじゃないの。わたしはなる。女王に。あんたたちが望んだから」

　ダイは動きを止めた。

　ゆっくり瞬くダイに、マリアージュが微笑む。

「勘違いしないで。わたし自身の望みでもあるの。わたしは生き残りたい。皆から顧かえりみられない、惨めな昔はいや。だから、女王になる」

　ダイを真っ直ぐ見据えてマリアージュが告げた。

「あんたは言ったわね。わたしと一緒に考えてくれるって。ありがたかったわ。女王や国の在り方やら、難しいことを考えるの、やっぱりわたしの性に合ってないのよ。だから、女王になれたら、できる誰かに任せる。ヒースとかね。そういう、色んな誰かが集まるわたしに、なる。それなら、わたしでも、女王ができるかしら」

「できますよ」

　ダイは即答し、繰り返した。

「できます──なにより、そう在れるように、わたしが化粧をしています」

　粉飛び防止に霧を吹いて粉除けを取り去る。

「お立ちくださいますか？」

　化粧と衣装のつり合いを見たい。ダイが差し出した手を取り、マリアージュがゆっくりと立ち上がる。

　首筋に落ちたおくれ毛が、主人の肌の白さに映える。

　布地に織られた植物文様が美しく浮き上がった。

　外が白み始めた。

　間もなく陽が昇る。

　四方八方、様々な方向から、ダイはマリアージュを検あらためた。

　室内でダイの補佐をしていた侍女たちが、ほうと息を吐く。

　ダイは納得に頷いた。

「終わりましたよ、マリアージュ様……」

「ダイ」

　下がりかけたダイの手をマリアージュが引く。

　ダイは首をかしげた。

「何か気になりますか？」

「そうじゃない。……聞きなさい」

　マリアージュが命じて手を放す。

　ダイは背筋を伸ばして傾けい聴ちょうした。

「何度も言うけど、わたしはむずかしいことがわからない。女王の資質はないと思う。でもここまで来た。ヒースの働きなしには無理だったし、ルディア夫人の……ガートルード一門の支持のおかげでもある。ただ──もしもわたしが、本当に女王になれたなら」

　マリアージュは一度、言葉を区切って述べた。

「それは、あんたがいたから……あんたの、化粧があったから」

「マリアージュさま」

「あんたの化粧が、わたしを女王にした」

　ダイはマリアージュを女王にするべく招かれた。

　その、当初の目的を、お前は叶えたのだと。

　あんたはそう思っていて、と、マリアージュは囁いた。

「いつだってあんたの化粧はわたしに胸を張らせたわ。女王になっても、そうでなくても、わたしはあんたを手放さない。だからあんたも」

　これまでになくやさしく、マリアージュが微笑む。

「ちゃんと付いてくるのよ。……最後まで」

　ダイは下唇を噛みしめて俯いた。

　花街のことを思い出す。

　自分が生まれた街。そこで生を全うしたかった。けれども許されなかった。

　あそこを巣立つことができたのは、ヒースが強く自分を望んでくれたから。

　そしていま、これから国の頂点を取ろうと宣のたまう人が、化粧師としてのダイの腕を認めて、離れるなと言う。

「はい。もちろんです」

　ダイは微笑み返した。

「わたしはずっと、あなたの化粧師ですよ──いつまでも」

　誰に何を、言われようとも。

　ほかならぬマリアージュが、ダイを遠ざけないかぎり。

　彼女は満足そうに頷いて身をひるがえした。

　その後、諸々の支度を終えたマリアージュは、昇ったばかりの朝日が眩しい中、王城に向けてヒースと共に出立した。










　マリアージュたちに遅れること一刻。ダイもティティアンナと屋敷を出た。

　街中の貴族が王城へ向かうため、道は非常に混んでいる。ダイたちは女王選の思い出や慰労会のことを話して時間を潰した。そうこうするうちに馬車は入城を待つ列に入った。

　両脇に騎士の立つ、大きく開かれた門を抜けて、ダイは外の景色に瞠目した。高さや様式を一律にし、骨組みを表に出した二階建てが、石造りの道の左右に整然と並んでいたのだ。

「街……？」

「あ、ダイは来るの初めてだったね。そう、お城は街なんだよ」

　ティティアンナが明るい声で説明する。

「女王様や仕官している人たち、そのご家族が暮らしているの。……このあたりは、たぶん、中の人に向けた商店街かな」

　つまりデルリゲイリアの王都は、王宮を最奥に据えた三重構造らしい。

　進むにつれて、役所めいた三階建てが目に付くようになった。植木や庭園、高層の建物が徐々に増えたのち、白亜の尖塔を持つ宮殿が並び始める。

「──女王選中、王城を閉鎖すると決めたのは、初代女王だと言われています」

　受付で入城の手続きを終えたダイたちを案内しながら文官が説明した。

「王城は出身を問わずに多くの者が働いています。しかし元は貴族だった方も少なくありません。彼らの持つ縁故や情報が、女王選を左右しないようにと、お決めになったのだそうです」

　王城の者たちは女王選から切り離され、先代女王の政治を元に執政して一年を乗り切る。女王候補へ貸し出された官は、のちに隔離される徹底ぶりだ。

「どうして……初代の女王様は、そうしようと思われたんですか？」

「残念ながら、わたくしどもには伝わっておりません」

　ダイの問いに文官は首を横に振った。

　彼はその後もダイたちを先導しながら、女王選中の城内の様子や、通過する建物の歴史について、観光案内さながらに話し続けた。

「城内には聖女教会の聖堂が複数ございますが、中でも聖堂歌劇場と呼ばれる場所が、本日の投票会場となっています」

「聖堂歌劇場……？」

「はい、単に、歌劇場とも。通例、聖堂の前は広場となっておりますが、この聖堂は歌劇場の建物と直結しておりまして」

　聖堂正面の扉が歌劇場の舞台につながっているらしい。聖堂の二階には歌劇場側に向けて露台があり、女王候補たちはそこで演説を行うのだという。

「歌劇場内の仕切り席が、これからお二方をご案内する先となります」

　仕切り席へは上階から順に、遠方からの賓客、女王候補関係者、上級貴族、中級貴族が入る。下級は仕切りのない下の席。演説が終わると下の階層から有権者が、ひとりずつ聖堂に入って投票する。

「あちらがそうです。……人が増えて参りますので、お気をつけください」

　文官が中庭の木立の向こうに鎮座する建物を指さす。

　半円形の天井に彩色された玻は璃りをはめ込んだ、実に芸術的でうつくしい建造物だった。

　文官の忠告通り、ダイたちの歩く通路に人が増え始めた。彼らを避けて文官が案内する道も複雑になる。

　庭園を囲む回廊を抜け、蔦の絡む建物に踏み込む。

　吹き抜けの玄関広間から伸びる大階段の先。左右に小階段の翼を伸ばす広い踊り場。ダイはそこの壁に一幅の巨大な絵画を見た。

　案内の文官とティティアンナが会話して階段を登っていく。そのあとに続きながらダイの目は、絵に釘付けにされていた。

　聖女と騎士を主題とする宗教画だった。




　──紅き国を打ち立てし聖女は、仔こらの安らぎを魔に願いて、その御身を《まぼろばの地》へと預け給う。




　絵の中で、聖女は聖堂の棺に横たわっている。

　その傍らに跪ひざまずくひとりの騎士が、床に突きたてた剣の柄に、額を押し当てていた。

　騎士は泣いている。

　悲愴な顔で聖女の犠牲を憂うれいている。




　──天は世の楽を極めし緑の園。地は苦難にて魔を縛する獄の如し。主よ。獄より解放されし、我らが愛しき聖女に、永劫の安寧を。




　安息日の礼拝堂で耳にすることの多い、魔の公国建国史の一節、《聖女の死を嘆く騎士》。

　その昔、魔の公国で疫病が流行り、聖女はその身を犠牲にして民人を癒したのだという。

　聖女が主神の御み許もとで安らかであれるように、彼女の恋人だったという騎士が祈っている、という場面だ。それを深みのある色彩で写実的に描いている。

　その筆致に覚えがある。

　階を踏み、絵に近づくほど、既視感が強くなる。

　ダイは絵を間近に見て、その理由を知った。

　署名に見覚えがあった。

（エムル・セトラ）

「──おとうさん」

　ダイは思わず足を止めた。

　間違うことなき父の名が、絵の下部に記されていた。

　踊り場で数歩しりぞいて、壁を埋める絵を見上げる。

　署名の筆跡はダイが持つ絵のものとまったく同じ。間違いない。本当に、父の絵だ。

（お城に、絵があったんだ……）

　母を身請けするために金を積めるほど、父の絵は好こう事ず家かに高く売れたという。完成した片端からいずこかへ消えて、そうならなかったわずかな残りは母に焼かれた。ダイの手元にあるものは一枚きり。母と幼い自分を描いたもののみだ。

　ダイの化粧は父の絵を基にしている。

　彼に直に指導されたわけではないけれど、彼が残していた絵画の資料。そこに記された色や筆の使い方、数々の素描──母が焼いてしまったそれらが、ダイの化粧の土台を作ったことは確かだった。

　化粧師でなければ、女王候補の《職人》でなければ、出逢わなかっただろう父の絵。

　ダイのこれまでを彼が祝福しているようだった。

　感慨深く絵を眺めて、ダイはふと我に返った。

　周りが静まり返っている。

　ざっと、血の気が引いた。

（……まずい）

　広い空間には誰もいない。

　自分ひとりだけが、取り残されていた。










「は？　ダイが？」

「後ろを歩いていたはずなのに、気づいたらいなくて……」

　割り当てられた客席で待っていたヒースに、案内されてきたティティアンナが蒼白な顔で訴える。

　案内役を務めていた文官も恐縮しきりだった。

「申し訳ございません。この中に入る手前までは一緒だったかと思うのですが……」

「わたしのせいだわ……。ちゃんと、ダイを見ていなかったから」

「ティティアンナ。ダイは子どもではありません」

　ヒースは彼女を宥めた。

　外見のせいで幼く見えても、ダイは一人前と見み做なされる年だ。ティティアンナに監督する責任はない。

　それに、叱責されるべき者は別にいた。文官がヒースに述べる。

「各所に立つ警備の者には、それらしき方をお見掛けしたら、こちらへ案内するように伝えてあります」

「わかりました。……道々に、人を連れ込めるような場所はありますか？」

「……誘拐、を、疑っておられるのでしょうか？」

「ないと言い切れるのですか？　そもそも当家の使用人を見失ったあなたは、どのように責任を取るおつもりで？」

　ヒースから問われ、文官は渋じゅう面めんを作った。

「……上に報告し、通り道に怪しい痕跡がないか確認いたします」

「そうしてください。あと、案内人は騎士と組まれることをお勧めいたします。玉座を争う場では、何があるのかわかりませんから」

　ティティアンナが顔をますます青ざめさせる。

「わたし、ダイを探してきます」

「待ちなさい、ティティアンナ。あなたはここに残りなさい」

「でも」

「わたしが行きます」

　──本当は、任せておけばよかった。

　それでもヒースは気づけば自ら席を立ち、ティティアンナを代わりに座らせていた。

　不安を隠さない彼女を安心させるように微笑む。

「さっきは最悪を想定しただけです。ダイを見失った場所は、ここからそう遠くなかったのでしょう？　投票者が集まり始めて、人通りもある。……はぐれただけなら、人づてに場所を聞いて近くまで来ているはずです。すぐに見つかります」

「はい……」

　ティティアンナは消沈した声で頷いた。

　その彼女へ水を出すよう、ヒースは給仕へ依頼する。

　そして文官と共に外へ出た。










　もしかして自分は、割と迂う闊かつなのだろうか。

（迷子になるの、二度目なんですけど……）

　ちなみに一度目は、ガートルードで開かれた夜会の折である。

　とぼとぼと歩きながら、ダイはため息を吐いた。

　父の絵があった玄関広間を上に昇ってティティアンナたちを探したが、残念ながら彼女たちは見つからなかった。一度目の迷子のときと異なる点は、方々に警備の兵が立っていて、目的地までの道を教えてもらえたことである。投票者の貴族やその付き添いらしき人々も、容易に見つけることができた。

　同一方向へ歩く人の列に紛れることしばし、無事に目的地である聖堂歌劇場へ到着する。

　問題はそのあとだった。

（広い！）

　加えて、人が多い。

　投票者以外の登城に、制限があるのもわかる。普通に歩くだけの広さは充分にあるのだが、顔見知りへの挨拶や、身分の上下による譲り合いが方々で起きていて、異様に混雑してしまっている。各家が自由に使用人を連れ歩いていたなら、道が完璧に塞がれていたに違いない。

　分かれ道や階段の入り口に、警備兵らしき人の姿は見えるものの、客人たちの対応に忙しいと見える。手の空く気配がまるでない。

　仕方なく己で判断し、ダイは階段を登った。女王候補関係者の席は三階だと、はぐれた案内役の文官が述べていた。仕切り席を順番に見て回れば、ティティアンナと再会できるはずだ。

　階段の踊り場に出ると、二本柱に支えられた大窓から、内部を望むことができた。手すりに身を乗り出せば、文官が述べた通り、四階建ての広大な歌劇場を見渡せる。

　色付きの玻璃が複雑にはめ込まれた円天井。その中央に位置する大きな円窓からは、今日という日を寿ことほぐように、朝の光が降りそそいでいる。

　ここでこの国は女王を決めるのか。

（……きれい）

　思わず、見とれた。

　だがいつまでもぼんやりしてはいられない。ダイは手すりから離れ、再び階段に足をかけた。

　上階まで来ると貴族は減ったが、王宮の制服を着た男女の姿が目立ち始めた。酒や水、軽食の載った盆を捧げ持ち往来している。彼らを避けながら、部屋を仕切る戸布の中を、さりげなく垣間見る。

　三階も半分ほど見て回ったころ、ダイは見慣れた色を見つけた。

　人の流れに紛れ込む、金蜜色の髪。

「ヒ……リヴォートさま……！」

　彼は分厚い布の向こうに消えたかに見えた。ダイはその姿を急いで追った。

　勢いが付いていたのか。彼を見失った場所で踏みとどまれずによろける。

「わっ……ひっ」

　驚いた顔の衛兵がダイに手を伸ばしたが、間に合わなかった。

　戸布の奥に肩から転がり込んだと気づいたとき、ダイの眼前には抜き身の刃が突きつけられていた。

　ダイは四つん這いのまま面を上げた。

　剣をダイに向ける青年と視線が合う。緑りょく灰かい色しょくの目がダイを無感動に映している。短い黒髪に雪のような白い肌。人形めいた硬質さを感じさせる青年だ。

「やめなよ、梟ふくろう」

　低音のやわらかな声で制止が入る。

　好機だと見て、ダイは謝罪した。

「あの、お邪魔してしまい、申し訳ございません。そこで躓つまずいてしまって……！　た、他意はなくて!!」

「だ、そうだ」

「迷い猫ではないかもしれません」

「心配性だなぁ。……剣を下げろ。いま騒ぎを起こすつもりはない」

　たしなめられた青年が剣を鞘に収める。

　ダイはほっと息を吐いて立ち上がった。

　青年の主人と思しき影に向き直る。

　刺繍の施された薄布で、顔を覆った貴婦人がそこにいた。骨格から判ずるに、マリアージュと同じ年ごろだろうか。青を基調とした衣装をまとい、凛とした姿勢で椅子に座る姿は、アリシュエルを思い起こさせる。

　薄布のせいで顔の確認はできない。ただ、端から零れる髪は上品な金色をしていた。

　まるで蜜を紡いで糸にしたかのような。

　もしかして、と、ダイは思い至った。

（ヒースと、間違えた……？）

　呆然と立ちすくむダイの肩を背後から誰かが摑む。

　叫びかけたダイの口を、肩とは逆の手が塞いだ。

「──ペルフィリア女王、セレネスティ陛下」

　耳元で知った声が響く。

　ダイは身体から力を抜いた。

（……ヒース）

「と、お見受けいたします。当家の使用人が誤って踏み込んでしまいました。誠に申し訳ございません」

　ダイを背後から抱えて、ヒースが早口で述べる。

「女王候補の演説までもう間もなく。よってここをすぐに下がること、どうかお許しください。のちに、謝罪の品を届けさせますので……」

「……ふふ」

　貴婦人が忍び笑いを漏らす。

「ふふふふふ」

　ぽかんとするダイの前で、彼女は堪え切れないという風に、手を叩いて笑い出す。

「あははははっ！　おかしい！　だぁれも来るはずないと思っていたのに、次々と珍客が来るものだね！」

「陛下」

　緑灰色の目の青年が彼女をたしなめる。ごめん、と、彼女はどうにか笑いを収めた。

「うるさかったね。でも、おかしくて──いいよ。お戻り。いるべき場所へ。僕はいま、機嫌がいいから、何も言わず、出ることを許そう」

　梟と呼ばれた青年が戸布を開ける。

　彼の主人がどこかひやりとした声音で告げた。

「無事に戻るんだよ。……早くね」

　ダイを引きずってヒースは外に出る。

　彼がダイの頭を押さえて一礼すると、客席と廊下を仕切る布が素早く引かれた。

　──式典の開始を告げる楽曲の音が、遠くから響いた。










　真の意味での、《女王選出の儀》が始まった。

　先代女王への哀あい悼とうを皮切りに、王城関係者が選挙の流れを説明する。

　まず、四人の候補が演説を披露する。この順番は事前に籤くじで決められる。マリアージュは四番目、つまり最後だった。

　演説が終了したあとは下級貴族からすぐに投票。

　その方法は単純なものだ。支持する女王候補を表す貨幣を投票箱に入れるだけ。ただし不正防止の古い魔術が、箱にも貨幣にも掛けられている。

　貨幣は聖堂の入り口で渡される。四枚のうち一枚が箱に入れられ、残りは係に回収される。投票を終えた者は別の扉から聖堂を出たのち、休憩用の広間で歓談する。結果を見ずに帰宅してもよい。

　控え室の窓辺に置かれた椅子に腰掛け、マリアージュは小窓から会場を眺めた。露台に隣接したこの部屋からは、投票者たちの様子が少なからず見える。

「皆さま！」

　演説はクリステル・ホイスルウィズムから始まった。

「あなたたちには、強き指導者が必要です！」

　クリステルの声はよく通った。上級貴族の序列では上から六番目。貴族の生まれに誇りを持ち、常に気高くあろうとする娘だ。

《魔の公国メイゼンブル》が滅びたいま、国は一丸となって独自性を打ち出す必要がある。そのための女王は強くあるべき──常に自信に溢れたクリステルの態度は、なるほど、彼女の語る女王像と合致する。

「ありがとうございます。ありがとうございます。女王候補にわたくしを選んでくださった主神に。わたくしを産んでくださった母に、この一年、強く支えてくださった父と兄に、明るい話題をたくさん与えてくれる妹たちにも。そしてもちろん、お集まりの皆さまへ、深い感謝を捧げます」

　二番目の演説はシルヴィアナ・ベツレイムだった。家の序列は八番目。女王候補の中で最も年長の彼女は、和を尊びたいと述べた。「女王になれたなら、皆さまと近しくあることをお約束いたします」要するに貴族が王城に勤めるための条件である、家から離れなければならない規則を撤廃する、と、いうことらしい。

　シルヴィアナが具体的に政策を説明していく。窓から見るかぎり、熱心に聞き入る者もいれば、理解が追い付かないらしい者もいた。ちなみにマリアージュは後者だった。

　シルヴィアナの演説が終わると、小休憩を挟み、メリア・カースンの番となる。

　カースンは序列第五位。もしもマリアージュがガートルード一門から支持されていなければ、メリアが最有力の女王候補だった。

「皆さま、胸に手を当ててください」

　と、メリアは告げた。

「そして聖女にお尋ねください。誰が最も皆さまに、祝福をもたらすのか」

　実のところ、メリアの話はマリアージュの中に少しも入ってこなかった。

　主神が、聖女が、皆さまが、と述べるメリアの話には、彼女自身が主体となる内容が何もない。なのに投票者たちは真剣に耳を傾けている様子だった。シルヴィアナのときより反応がよいぐらいだ。

（人のことを、気にしている場合じゃない）

　マリアージュは頭からほかの女王候補たちを締め出した。このひと月弱、繰り返し練習した演説内容を、口の中で反復する。

『わたくし、マリアージュ・ミズウィーリは……』

　この国を、よりよくするために。

　よりよい女王となって。

　そのためには、まず。

　演説内容はヒースが作った。

　ときに具体的な施策を挟み、耳あたりのよい言葉が並ぶ。賢くない自分が聞いても、出来がよいと思える演説だ。

　しかし──……。

（これでいいのかしら）

　急に不安になった。

（これは、わたしの言葉じゃ、ないのに？）

　──マリアージュ様。

『あなたは、どのような女王になりたいんですか？』

　マリアージュは室内に置かれた姿見を見た。

　そこには自分が、わからないなりに考えて答えた、なりたかった姿がある。

「あぁ、ようやく終わったわ！」

　間近から響いたメリアの声に、マリアージュは露台の入り口を振り仰いだ。演説を終えたメリアが控え室に戻ってきている。部屋の奥で向かい合って椅子に座るほかのふたりが、次々とメリアに語り掛けていた。

「お疲れさま、メリア」

「明るいお顔。自信がおありなの？」

「えぇ。皆さん、わたしのお話をとてもよく聞いてくださったわ。クリステルもシルヴィアナも、頑張ったと思うけれど」

　メリアが陶とう然ぜんと目を細める。

「間違いなく、わたしが選ばれますね」

「……そうかしら？」

　つい疑問がマリアージュの口を突いて出た。

　メリアがマリアージュを哀れみの目で見る。

「可哀想なマリアージュ。わたしが女王だとこれからのことが不安なのね。大丈夫、わたしはきちんと、あなたを女王の話し相手として、選んで差し上げるから……」

「別に将来を悲観して言ったんじゃないわ」

　マリアージュは肩掛けを女官に預けて立ち上がった。

「わたしはあなたの自信の根拠を疑問に思っただけ」

　首をかしげるメリアへ、語り掛けながら歩み寄る。

「だってわたし、あなたがどんな女王になりたいのか、話を聞いてもわからなかったんだもの」

「わたしもあなたが何を言っているのかわからないわ、マリアージュ。どんなも何も、女王にはわたしがなる。決まっている」

「だからなぜ？」

「お父様がそうおっしゃったもの」

「……なんですって？」

　メリアの返答は予想外だった。

　間抜けに呻うめいたマリアージュへメリアが微笑む。

「下準備はすべてすませた。あとはお父様がおっしゃる通りに、わたしが上手にお話しできればいいって、そう言われたの」

　メリアの父はカースン家当主である。演説の台本の作成に携わることは普通だ。クリステルやシルヴィアナの両親もきっとそうしている。マリアージュが演説の内容をヒースに頼ったようなものだ。

　おかしなことは何もない。

　メリアが話を続ける。

「皆、わたしの話によく頷いてくれていたわ。わたしは失敗しなかった。だからわたしが選ばれる」

「メリア」

「なぁに、マリアージュ」

「あなたは……女王になったら、どんな国を作っていきたい？」

　この地を去った娘が、かつてマリアージュに投げかけた問いをなぞる。

「しらないわ、そんなこと」

　メリアは不機嫌そうに答えた。

「アリシュエルも、そんなことを言っていたかしら。変な質問。デルリゲイリアはいまここにあるじゃない。どんな国を作りたいかなんて、考える必要はないのではなくて？」

　メリアの答えを聞きながら、マリアージュは頭の中から、練習した内容を消し去った。

　女王候補たちの演説中、自分が抱いていた不安。その正体を理解したからだった。

　鏡に映った自分の姿を思い返す。

　化粧師の娘が造った理想のわたし。

　──わたしは、女王。

　人の中心に在るべき存在。

　ならば他人の言葉を借りて、話してよいはずがない。

「マリアージュ・ミズウィーリ様」

　メリアの背後で進行役の文官が、急かす声でマリアージュを呼ぶ。

　メリアを避けて歩いてもよかった。

　しかしマリアージュはそうせず、前に立ち塞がる彼女に命じた。

「お退きなさい、メリア・カースン。歩みの邪魔です」

　メリアが気圧されたらしく、呆然とした顔で脇へ退く。

　マリアージュは大きな一歩で絨じゅう毯たんを踏みしめた。










　誤って踏み込んだ客席から引きずりだされたダイは、各所へ謝りに行かされた。

　最初は案内を務める文官たちの詰め所へ。ダイたちの担当だった文官と会い、相互に謝罪する。

　その次は警備兵の詰め所だ。ダイが誰かに襲われた可能性を考慮して、人を出してくれていたらしい。

　最後に迷惑を掛けた客席に差し入れの手配を。

　そのすべてにヒースは付き合ってくれた。

　というよりむしろ、彼がミズウィーリを代表して使用人の不始末を謝った。ダイは彼の隣で頭を下げただけだ。

　情けなくて、恥ずかしくて、何より、申し訳なくて、泣きそうだった。

　ティティアンナが待っているという客席へ戻るさなか、ダイは前を歩く背中を見つめながら、ヒースに改めて謝罪した。

「……申し訳、ありませんでした。こんな日に、たくさん、ご迷惑をおかけして」

　ダイは女王選最終日の参列を許された使用人、もっと言えばミズウィーリの代表者である。きちんと気を引き締めて、行動するべきだった。

「一緒に、謝ってくださって、本当にありがとうございました。あの……」

　緊張に両手を握り合わせ、ダイは躊躇ためらいがちに尋ねる。

「リヴォート様……わたしを、探しに来て、くださった、ん、ですか？」

　ヒースがぴたりと立ち止まる。

　振り返った彼は冷えた視線をダイに寄越した。

「……わたしが探しに来たらおかしいと？」

「……マリアージュ様の演説、当主代行として、見守らなければ、ならないでしょう？」

「そんなもの……飽きるほど屋敷で聞きました」

　そもそも台本はヒースが書いた。いまさら聞くまでもないと、彼は吐き捨てた。

　ダイは困惑した。

「いや、そんなものって……最終日の演説ですよ？」

「それよりも……危機感を持ちなさいと、どれだけ言えばわかるんですか！」

　ヒースから怒声を浴びせられ、ダイは思わず立たち竦すくんだ。来なさい、と、彼がダイの手首を取る。四階へ続く階段を登り、無人の廊下で向かい合う。

「何事もなかったからよかったものの……。ぼうっとして歩くな！　ふらふらしない！　そんな風だから人にぶつかって躓いて、別の客席に突っ込んでいったりするんだ！」

「み、見ていたんですか？」

「そうでなければ、あそこで会うわけがないでしょう！　まったく……なんだってあそこに。ひとつ間違っていたら、あなたは無事ではすまなかった！」

　ダイは迷い込んだ客席で突きつけられた刃を思い出した。

　あの席の主人をヒースは女王と呼んでいた。

　ペルフィリア女王。名を、何と言ったか。

　とにかくあそこは、隣国からの国賓の席だった。

　何事もなく出られて、本当に運がよかった。

「あの、本当に、すみません……」

「謝罪はいりません。反省してください。どうしてそこまで抜けているんですか。あなたの育ちなら、もっと警戒心があるべきでしょう！」

「……どういう意味ですか、それ」

　思いがけず目にした父の絵に気を取られ、ティティアンナたちに置いていかれたことは自分の過失だ。言われた通り、猛もう省せいしている。

　けれど、自分の育ちについては聞き捨てならない。

　失言だったと悟ったらしい。ヒースが顔色を変えて弁解する。

「……あそこは、危険がない街とは、言えないでしょう？」

「はぁ、つまり、甘やかされて育ったから、そんなに警戒心がないっておっしゃりたいんですか、リヴォート様」

　ダイは刺々しく言い直した。

　ヒースに花街を貶めるつもりがないことは承知している。

　だが、鬱うっ憤ぷんを吐き出すきっかけには充分だった。

「えぇ、そうですよ。わたしは守られて育ちました。だからこんなにも警戒心が薄くて、あなたにご迷惑をおかけしているわけです。すみません。申し訳ございません。でも……ここは王宮ですよ？　ミズウィーリよりたくさん、警備の方がいるところですよ。わかっています。だからって安心していい理由にはならないですよね。ただ──リヴォート様がしゃしゃり出てくる必要、なかったんじゃありません？」

「……なんですって？」

「わたしを探しに出て来られなくても、それこそ王宮の方々に、わたしの捜索をお任せしたらよかったんじゃないですかって言っているんです」

「わたしは、責任者として……」

「責任者が率先して歩き回ってどうするんですか！　わたしがマリアージュ様を陥おとしいれたい人だったら、化粧師よりもあなたを狙いますよ、当主代行さま！　危機感、警戒心！　ご忠告はありがたいですが、あなたの方がよほど危険な立場ですが、わかってます!?」

　痛いところを突かれた顔でヒースがたじろぐ。

　ダイは裏返った声で畳みかけた。

「責任者なら、責任者らしく、きちんと引っ込んでいてください！　探しに来ないで……なんで」

　ひく、と、ダイはしゃくりあげた。

「なんであなたが、探しに来るんですか」

　視界が白く滲んでいく。

　本当は来てくれてうれしかった。彼の体温を感じたときに安心した。

　だから、辛かった。

「嫌いなら、最後まで、放っておいてくださいよ……」

　女王選が終わったら、きっと、もう少し話し合える。

　マリアージュたちにダイは言った。自分でもそうなると信じたかった。でも、心の底ではわかっていた。

　ヒースは話さない。

　目も合わさない。

　さびしくて、くるしくて、たまらなくても。

　仲直りなんて、できない。

　態度を戻すつもりはないと、かつてヒースはダイに告げた。あれが彼の本心で、すべてだ。

　ならばたとえ仕事でも、助けに来て欲しくない。

　もう一度、笑い合えるって、夢見てしまうから。

　ダイは鼻を啜すすった。仕事をしているだけの相手に、駄々をこねる自分が恥ずかしい。ここで泣くなんて、子どもみたいだ。

　ダイは手の甲で濡れた頰を拭った。気を落ち着かせ、ヒースへ頭を下げる。

「すみません、取り乱しました。……気をつけるって言いながら、何度も同じことを繰り返して、申し訳ありませんでした」

　顔を上げたダイは自じ嘲ちょうに嗤わらった。

「わたしのこういう、口ばっかりのところに、嫌気が差したんですよね、リヴォート様は」

「……ない」

「……え？」

　ヒースが唇を動かした、気がした。

　空耳だったか、と、ダイは思い直した。

　彼は無言で立っている。

「……あの、リヴォート様、そろそろ戻りませんか」

　自分から言い出すべきではないとわかっている。ただ時間がかなり経っている。客席に残っている友人を安心させたい。

「あとのお叱りは、お屋敷に戻ったときに受けますから……」

「あなたのせいじゃない」

　今度こそはっきりとヒースは言った。

　──拍手が聞こえる。

　女王候補がまたひとり、演説を終えたのだ。

　マリアージュの順番はいつだろう。聞き逃してしまったのだろうか。

　ヒースの言葉の意味が、あまりにもわからなくて、別のことを考えてしまった。

（わたしのせいじゃ、ない？）

　何が。

　ヒースに、冷たくされ続ける、理由がか。

　彼は途方に暮れた顔で立ち尽くしている。

　そうするうち、今日の進行役らしき男の声が、会場内に響いた。

「マリアージュ・ミズウィーリ嬢の演説ですが……静せい粛しゅくに、いましばらく、お待ちください……」










　演説の順番になっても、マリアージュが姿を現さないらしい。

　ダイは急いで廊下から観客席へ入った。四階のそこは団体向けの仕切り席になっていて、今回は使用されていない。縦三列に並ぶ椅子の脇を通り過ぎ、石造りの柵から身を乗り出す。

　ヒースがダイの腕を引いた。

「危ないから、下がりなさい」

　彼はそう言って手を放した。ダイの隣に並び、女王候補が立つはずの露台を見つめて呟く。

「……中にはいますね。影が見える」

「誰かと……会話している？」

　この距離である。断言はできない。ただ背の低い女王候補と会話する影がマリアージュに見える。

　しばらくして影が二手に分かれる。

　マリアージュはようやっと露台に姿を見せた。

　投票者たちは彼女を拍手ではなく、待たされた不満のざわめきで迎えた。

　露台の中央にマリアージュが立つ。

　拡声のためのものだろうか。露台に刻まれた魔術文字が灯っていく。

「黙りなさい」

　それがマリアージュの第一声だった。

　他人からの支持を請うための場に、まったく相応しくないひと言である。

　ヒースが額に手を置いてため息を吐く。

　ダイははらはらしながら主人を見守った。

　一方のマリアージュの声は落ち着きを払ったものだった。

「わたくしがこれから話すのです。黙って静かに聞きなさい」

「……愛あい嬌きょうを振り撒くということを知らないのか、あの方は」

「ご存じでしたら、癇かん癪しゃくを起こして人を困らせませんから……」

「確かに」

　ヒースから普通に相あい槌づちがあり、ダイは思わず隣を振り仰いだ。ヒースは口を押さえて渋面を作っている。つい口を滑らせたとでも言いたげだ。

（もしかして……）

　仲直りの目は、あるのだろうか。

　いや、と、ダイは頭を振った。たとえ可能性があったとしても、いま考えるべきことではない。

　先ほどまでと打ってかわり、劇場内は静まり返っている。席に着く貴族たちは、揃って唖然とした顔で、女王候補を見上げていた。

　細かく編んで余さずまとめた紅茶色の髪に、挿した野ばらの白い花弁が、銀のように輝いている。

　彼女のまとう濃い緑の衣装は、石造りの露台によく映えた。

　超然とした美しさが、その佇まいにはある。

　マリアージュが顔ごと視線をゆっくり巡らせる。会場内のひとりひとりと、目を合わせているかのようだった。

　正面に視線を戻し、彼女は微笑んだ。

「まずはお待たせしたことを、お詫びいたしましょう。……考えていたのです。女王たる者は、どのような言葉を、あなたたちに掛けるのか」

　露台の柵に手を掛けて、マリアージュは語り始めた。

「あなた方はそれぞれ、ここに来た時点ですでに、自らの女王を決めているはず。だからわたくしはあえて、あなたたちにわたくしを選べとは言いません」

　ダイは息を吞のんだ。

　ヒースも驚愕の目でマリアージュを睨んでいる。

　マリアージュの語る言葉に覚えがない。

　練習してきたものとは異なる、まったく新しい内容を、彼女は話し始めている。

「マリアージュ様、どうして……」

「しっ」

　黙って聞けとヒースが促す。

　口を閉ざしたダイは改めて、主人の言葉に耳を傾けた。

　マリアージュはとつとつと語り続ける。

「わたくしを選ばなくてもよいと言ったことに、驚きましたか。……すでに自らの女王を選んでいるのなら、もうお耳を休めていることでしょう。そう思って申し上げました。……わたくしがあなた方の女王でなくてもかまいません。ただ、わたくしの話を聞きなさい」

「……上手い引き込み方だ」

　ヒースが感心した声で呻いた。

「投票すると決めている候補以外の話は、よほど興味がなければ聞き流す」

　しかしマリアージュの方法であれば、彼女に無関心だった層にも聞く耳を持たせられる。

　誰に教えられたわけでもない。彼女は自分で考えて、言葉を紡いでいる。

「わたくしには、力がない」

　と、マリアージュは言った。

「正直なところ、女王候補として立ったことすら、わたくしには信じがたいことだった。当然、わたくしにはあなた方の望み、ひとつひとつを叶える力はない」

　女王候補たちは自身を支持してくれた者たちに見返りを約束している。ところがマリアージュは自身を選んでも旨味はないと貴族たちに宣言したのだ。

　異様な内容の演説に、不穏な空気が流れ始める。

「けれどもわたくしは、ひとつだけ約束する」

　マリアージュは会場を切り裂くように、絹に包まれた指先を天へ振り上げた。

「わたくしが女王であるかぎり、わたくしは、あなたたちを同列に扱うと。……序列を廃止するという意味ではありません。国に尽力したものには、それに見合う報酬を。怠たい惰だと罪には等しく制裁を。そしてあなたたちが、いいえ、わたくしも含めて、これまでと同じような形で、日々おだやかに暮らしていけるように、わたくしは力を尽くす」

（違う……）

　ダイは胸中で呟いた。

（女王候補の演説じゃ、ない）

　これは。

「わたくしは祈らない──誰かに祈って待つのではなく、いまはまだわからなくても、わたくし自身の手で、《芸技の国》に相応しい技術の研けん鑽さん、あなたたちの繁栄、変わらぬ平穏、よりよき未来を探す」

　この、マリアージュから送られる言葉たちは。

「わたくしには力がない。けれどもわたくしは、あなたたちが守り受け継いできた家と叡えい智ちが、わたくしを助けると信じる」

　──女王の宣下だ。

　女王が己の臣に向ける想いそのものだ。

「わたくしと国を造る、あなたたちを信じる」

　マリアージュが天を指していた手を己の胸に当てた。

「約束します」







『わたしは女王になる』

　お前の化粧がわたしを女王にする。

　──マリアージュは、ダイの化粧を信じたのだ。

　なんと得えがたい、誉れだろう。







　すべての女王候補の演説が終わった。

　ダイはヒースと共に四階の客席から離れた。

　ティティアンナのもとへ向かうためだ。

「マリアージュ様、大丈夫かな」

　ダイは歩きながら独りごちた。

「練習していたのと違いましたし。でも、わたしはすごく、よかったなって思うんです……」

「そうですね」

　予期しない応答が、ヒースからあった。

　ダイはぱちぱちと瞬いた。

　刺々しさもなく、淡々と彼は述べる。

「あれはよい演説だった。……名誉を重んじる貴族は、絶対的な上位者から信頼され、助けを請われると、その自尊心をくすぐられる。本当に叶うかもわからない見返りを約束されるより、皆よほど心を打たれたでしょう」

「……マリアージュ様は、女王になる？」

「えぇ、なれます」

　ヒースは断言する。

「なりますよ、女王に」

　ヒースはいつだってそのように言い続けてきた。

　マリアージュが女王選を厭いとっていたころから。

　彼だけが。

　主人の即位は彼の悲願だったのだ。

（なのに）

「──第十二代女王エイレーネが長子、ロディマス・テディウスが、楽園におわします主神と聖女に誓って、厳正なる《女王選出の儀》の結果を発表する」

（なのに、どうして）

「今代の女王の名をマリアージュ・ミズウィーリ」

　彼の願いが叶ったと、結果が発表されても。

「これより、聖女教会より祝祷を授け、女王の御名に国名を付与する！」

　式典の進行を見守る男の目は、哀しみに満ちているのだろう。

　聖堂から本宮の玉座へと絨毯が敷かれる。

　その両脇に騎士が剣を捧げて整列し、花かごを持った娘たちと共に、新しい女王の行進を待機した。

　金管楽器が吹き鳴らされる。王冠と外衣を授かったマリアージュが、聖堂の扉から現れる。

　先代女王の長子だという青年に先導され、彼女は玉座へ続く道をゆっくり歩き出した。

　騎士たちの背後、貴族や王城関係者から成る観衆に混じり、ダイたちはマリアージュの行進を見守った。

　その問題の主人の様子だが、演説時に見せた超然さはどこへやら、両手足が同時に出ている。

　ダイはつい笑ってしまった。

「マリアージュ様、緊張されているみたい」

「大観衆の前で躓かなければよいですが」

　ダイの隣でヒースが呟く。

　ダイは改めて驚いた。

　ヒースにどんな心境の変化があったのか。ダイに反応を返してくれている。

（……はな、せる？）

　今なら。

　これからのことを。

「あの……リヴォート様は、これから、どうされるんですか？」

　不可解な顔をしてヒースがダイを見下ろす。

　ダイは慌てて言い直した。

「えぇっと、マリアージュ様が女王になったら、王城へ行くのか、それともミズウィーリに残るのか、決めなきゃいけないじゃないですか……」

「……あぁ」

　問いを理解した顔でヒースが正面に直る。

「わたしは主人の傍に仕えます」

「そう、ですか。……なら、わたしと一緒、です、ね……？」

　共に王城へ行って、マリアージュに仕える。

　その答えを望んでいた。喜ぶべきなのに、急変したヒースへの困惑が勝ってしまう。

　唇を引き結ぶダイの腕に、ティティアンナのそれが、ふいを突いて絡みつく。

「ティティ？」

「よかったねぇ、ダイ！」

　ふわふわした明るい声で彼女は言った。

「リヴォート様と、お城でも一緒にいられたらいいなって、ついこの間も言ってたもんねぇ！」

「ちょっ、ティティ!?　何を言って……っていうか、お酒くさ……！　いまめちゃくちゃ酔っぱらってますね!?」

　女王候補の演説中、観客には飲食物が給される。

　式典中に不謹慎というなかれ。ダイとヒースの不在により、客席にひとり取り残されたティティアンナは、気の毒がった給仕から、軽い口当たりの果実酒を勧められ、不安を誤魔化すために杯を重ねたらしい。歌劇場から移動したせいで、酔いが回ってしまったと見える。

　ティティアンナの手を引いてダイは人の列から離れた。近くに立っていた救護係に彼女のことを頼み、ヒースに対処を報告するべく引き返す。

　途中まで来ていた彼とはすぐに鉢合わせした。

　ひとりでいるダイを見て、ヒースが怪訝そうに問う。

「ティティアンナは？」

「救護室へ連れて行ってもらいました。お水を飲んで少し休めば酔いも醒さめると思います」

「彼女には悪いことをしました」

「そうですね……。いえ、わたしのせいですけれど」

　たったひとり待たされ続けて、さぞや不安だったに違いない。

　ダイは救護室の方へ踵きびすを返した。

「わたし、ティティにしばらくついています。その後はふたりで帰りますから……」

「──ディアナ」

　喉の奥に。

　熱が、詰まった。

　ダイは足を止めると下唇を噛みしめた。

　固く固く、目を閉じる。

　泣きそうだった。

　名を呼ばれた。ただそれだけで、歓喜した自分に動揺した。

「……共にいたいですか？　わたしと」

「……え？」

　思いがけない問いにダイは彼を振り返った。

　ヒースの目は確かにダイを映している。

　しかしその焦点は茫ぼう洋ようとしていて、どこを見ているのかわからなかった。

「わたしはあなたを傷つけたでしょう。なのにあなたは──わたしと、一緒にいたかったのですか？」

「いま……さら……いまさらっ！　どうしてそんなことを、訊くんですか!?」

　ダイは彼に向き直って叫んだ。

「一緒にいたいですよ！　いつだって一緒にいたいですよ！　前みたいに、一緒に仕事して、食事して、お話しして！　でも、嫌なんでしょう!?　そう思っていたわたしが、リヴォート様には鬱うっ陶とうしかったんでしょう!?」

　何かが食い違ってしまった、あの《女王候補の夜会》の日から、ダイは彼と話すことを何度も試みた。

　けれども拒絶しか、返ってこなかった。

「いまも一緒にいたいって言ったら、いてくれるんですか!?　気まぐれで？　それとも責任感から？　どうせまた……訳も言わずに冷たくするくせに！」

　ダイの絶叫は女王の行進を見守る人々の歓声でかき消された。

　マリアージュの行く先を祝福し、花かごを持つ娘たちが、野ばらの花を宙に撒いている。

　ダイは眦まなじりを拭い、鼻を啜って、この場から離れようとした。

　その手をヒースが引き留めた。

「……ヒース？」

　彼はダイを見ていない。

　人波に隔てられた彼方で緩やかに歩みを進める、新しい女王を眺めている。

　手のひらを滑ったヒースの五指が、ダイのそれの間に割って入った。

　ダイの手を、彼が握りしめる。

　いつもは肌を刺すように冷たい大きな男の手。

　その手を初めて、熱いと思った。

　ダイは口を閉ざしてヒースを見つめ続けた。彼の蒼の双眸に凍てついた色はなく、決意を感じさせるその眼差しは、遠いどこかを睨み据えている。

　眼前に、花が散る。

　聖女の野ばら。祝福の花びら。花娘の撒くそれらが、風に流されてきたのだ。

　気流に乗った赤と白の花弁は、晴れ渡った蒼そう穹きゅうへ吸い込まれ、そしてはらはらと雪のように、ダイたちの足許に降り積もる。

　その、うつくしい光景を、自分たちは並んで見つめた。

　何かに祈るように、固く、互いの手をつないだまま。
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『残念だけど、仕方がないよね』

　と、鳥は告げた。

『どうか気をつけて。僕の──……』







「「マリアージュ様に！　新たなる女王陛下に!!」」

　使用人棟の広間に乾杯の唱和が繰り返し響く。

《女王選出の儀》の夜、使用人たちの慰労会は、祝賀会と名を変えて続行された。

　マリアージュは王城関係者の式典に出席中。戻りはまだまだ先になる。皆、主人に申し訳なさを感じつつ、長卓に所狭しと並ぶ軽食を肴さかなにして、振る舞われる酒杯を飽きることなく傾け、笑顔で女王選の思い出をあれこれと語り合っている。

　しかしひとりだけ、どんよりとした顔で、部屋の隅の席にへばりついている侍女がいた。

「ううううううっ、もうお酒は飲まないー！　絶対に！」

「ティティ、そんなもったいないこと言わないで」

　ダイはティティアンナの背を撫でた。

「こんな機会、これまでになかったんでしょう？　マリアージュ様のご厚意、受け取らなきゃ損ですよ。はい、葡ぶ萄どう酒しゅ」

「ふええぇええん、まさか王城で酔っぱらって醜しゅう態たいを晒すとか、思わないじゃない!?　一生の恥！」

　マリアージュが女王に決まり、玉座へと行進するさなか、ティティアンナは泥酔して救護室で丸まっていた。マリアージュの演説、女王選の結果発表、戴冠、そして行進の始まりと、見るべきものはきちんと見たが、特に後半の記憶があやふやらしく、酔いが覚めてからの彼女はずっとこの調子である。

　けれど彼女がこうなった責任の大半はダイにある。

「わたしなんて迷子になっていますから。各所に迷惑を掛けていないだけ大丈夫ですよ……」

　ティティアンナを慰なぐさめていると、廊下からダイを呼ぶ声が掛かった。アルヴィナである。

「ダァイ、ちょっとおいでおいで」

「はい、何でしょう？」

　アルヴィナは共に平民街へ行ったあと、ミズウィーリに留め置かれていた。今日もしっかり慰労会に参加し、果実酒の高杯を片手に、人々の間を渡り歩いている。

「ティティなら平気よ。お酒とお肉のお皿、手放してないじゃない？　わたしにもマリアージュ様のご様子を聞かせて？　せっかくの機会だから」

「そうですね……」

　ダイはアルヴィナへ頷いて、ティティアンナを一いち瞥べつした。

　彼女はいつの間にか恋人に回収され、人の輪の中に引き込まれている。覚えていないと言っていた、女王選におけるマリアージュの雄姿を、彼女は興奮ぎみに熱弁していた。

「ホント、大丈夫そうですね」

「ね」

　ダイはアルヴィナと笑い合った。

　ふたりで人の少ない休憩室を探し出して、軽食と果実水を持ち込む。果実水は酒に比べて捌さばけが悪いらしい。体質のせいで飲酒のできないダイに、厨房は色んな種類の果実水を持たせてくれた。

　暖炉の火の傍に椅子を引き、軽食や茶菓を摘まみながら、女王選を含めた様々な話題で盛り上がっていると、アルヴィナがふと顔色を変えて顔を上げた。

「……アルヴィー、何かありましたか？」

「雨が降るわね」

「……今日、すごくいい天気だったのに？」

「早足の雨雲がこっちに来ている」

　アルヴィナが席を立ち、窓の方へと歩いていく。ダイも彼女に並んで窓の外を見た。

　夜よりも深い闇色の雲が、街の外壁の彼方に見える。

「えっ、本当に降りそう……」

「ヒースと話を付けておくんだった……」

「リヴォート様にご用事が？」

「うーん、ちょっとね。この前に受けた仕事の件で、やっぱりどうしても気になることがあって。……なのに平民街の件のあとから、ぜんっぜん、会ってもらえないのよねぇ」

「それ……この前わたしが報告の席に割り込んだからですよね……？」

　またダイを連れてくると警戒されたに違いない。ダイはアルヴィナに謝罪した。

「すみません……」

「いいのよ。手紙は執事長さんに預けたのよ。でも、お返事がなくって。慰労会なら会うかしらって思ったんだけどね」

　ヒースらしくない。ダイに対してですら、仕事の件なら書面で回答があるのに。

　彼はダイたちに少し遅れて帰宅している。しかし女王選の後処理が色々とあるらしく、まだ顔を見ていなかった。

「雨とお仕事に関係が？」

「気になっているところが、屋外なの。単なる雨ならいいけど……あれは雷雨になるわ」

　冬を呼ぶ、長い嵐に。

「雨の日は細かい調整に向かないから……雷は魔力を乱すし」

「放置しておいていいものなんですか？」

「わたしにはね」

　この物言いだと、彼女的には無視してかまわないが、ミズウィーリにはあまりよくない、というところか。

　ダイは少し考えてから、アルヴィナに申し出た。

「ならわたし、リヴォート様を探してきますよ」

「……大丈夫なの？」

「今日、ふたりになる機会があって、話すことだけは、してくれるっぽくなったんです……なぜか」

　仲直りをした、というわけではない。

　けれども少し、普通の会話をした。彼の手に触れた。

　それだけで、笑えるぐらい、心が軽いのだ。

「だからもう少し、お話ししたいなって思っていまして……」

「まったく、あの子ったら。……でも、よかったね」

　アルヴィナは自分たちの仲を、ずいぶんと心配してくれていたらしい。ダイは礼を述べた。

「ありがとうございます。雨戸を閉めがてら、行ってきますね」

「じゃあ、お願い。……話せるなら、ゆっくりしてらっしゃいな。わたしも雨が来ること、侍女頭さんに伝えてくるわね」

　休憩室を手早く片付け、食器類を厨房まで運び、ダイたちは二手に分かれた。

　途中、ダイは宴会場となっていた広間を覗いた。宴はお開きの雰囲気を漂わせている。数人が空いた酒瓶を纏まとめ、皿を重ね合わせていた。

　廊下では掃除道具を手にした同僚たちとすれ違う。

「マリアージュ様はいつごろお戻りなのかね？」

「深夜になるみたい。長引けばお泊まりされるみたいよ」

「やれやれ、せっかく女王選を制したのに、マリアージュ様も大変だな。……あぁ、ダイ、お疲れさん」

「お疲れ様です」

　ダイは彼らに挨拶を返し、歩きながら窓の外を見た。

　風に煽あおられた植木が大きく揺れている。嵐の前兆だ。

（マリアージュ様、大丈夫かな……）

　マリアージュがまだ帰途にないなら、王城に泊まった方がよいかもしれない。雨風が強すぎると、馬車は立ち往生する。それは今日という一日で疲れ果てているはずの主人には酷だろう。

　使用人棟の主だった窓を施錠してから本館へ移動する。途中、屋根の上にも登った。天窓から顔を出し、雨戸を急いで閉める。

　吹きすさぶ風の中に、雨のにおいを感じる。

　まだ、降り出してはいない。

　けれども、もうすぐ。

　本館は人気がなく静まり返っていた。換気のために開いている窓を閉め、雨戸を引き、遮光幕を下ろしつつ、角灯を手にダイは廊下を歩いた。

　途中、目的の男の姿はどこにもなかった。

　最後は彼の執務室。

　その扉は在室の証に開いていた。

　ダイは深呼吸し、扉を軽く叩いた。

「リヴォート様、お部屋にいらっしゃいますか？」

　返事がない。気配もない。

　ダイは覚悟を決めて、部屋に足を踏み入れた。

　いつかのように、手前にある待合い用の部屋も、続き間の執務室も無人だった。

　燭台すら灯っていない。ダイがかざした角灯の明かりに、片付いた執務机の輪郭が浮かび上がる。

　かたん、と、物音が室内に響いた。

　視線が自然と、向かって右手の扉に吸い寄せられる。

　その奥には小さな書斎がある。

　そこでヒースがたまに休むことを知っている。

　ダイは角灯を執務机に置いた。書斎の扉を控えめに叩く。

「……リヴォート、様？」

　鍵は開いている。

　ダイはこわごわと、書斎の扉を開いた。

　窓辺の遮光幕が、風を受けて、ばたばたとひるがえる。

　たん、と、窓が閉じられて、暴れていた布が大人しくなる。

　小卓の上に置かれた燈とう明みょう皿ざらの火が、男の揺らめく影を書架に映した。

「リヴォート様」

　ダイの呼びかけに男は振り返り、首をかしげた。

「……何か用ですか？」

「あ、はい。……あの、アルヴィーが探していました」

「あぁ……。わかりました。それで、あなたにも問題が？」

「えっと、いえ、特に、は……」

　真面目な顔の彼に気圧されて、ダイから仕事の用件はないと告白する。そこで急に恥ずかしくなった。これではただ彼に会いに来たと、言っているようなものである。

（いや、ちがうちがう）

　自分はヒースと話をしに来たのだ。

　彼はこれまでの態度をダイのせいではないと言った。ならば何が理由なのか。それを聞き出し、一緒に解決できるものなら協力したいし、叶うなら、仲直りを──しかし穏便に始めるためには、何から言えばよいのか。

　ダイが話の切り出し方に迷っていると足音がした。

　男がゆったりとした足取りで、ダイとの距離を詰めている。

　眼前に立ちはだかった彼は、ダイの後ろに手を伸ばした。

「……あの？」

「後で訪ねようと思っていたんです」

　と、ヒースは言った。

「わたしは、あなたに用があります──ディアナ」

　ダイの背後で扉が閉じられ、錠が下りる。

　この男が口を酸っぱくして言ってきた、危機感を持つならいまだと思った。

　けれども、それより。

　彼はまた──自分の名前を。

　ヒースが後ろに退いた。

　不快感を抱かせるまでには至らず、しかし一歩ふみ込めば、懐に入る距離を開けて、彼はダイの指先を恭しく取る。

　縋すがるような目でダイを見て彼は告げた。

「あなたに謝罪したい。ディアナ。これまでのことを」

　触れる男の指先が暖かい。

　胸に熱が灯る。言葉にできない歓よろこびが、喉の奥まで迫り上がる。

　自分を圧倒するその歓喜から、ダイは逃げようとした。ところが背は無情にも、閉じられたばかりの扉に突き当たる。

　ダイは唾を嚥えん下かし、淡泊さを装って、ヒースへ尋ねた。

「謝罪って……ずっと無視して、冷たく、してきたことにですか？」

「えぇ」

「……どうして、突然。いえ、何が理由だったのか、教えてくれませんか？」

　ヒースはなぜダイに冷淡な態度をとったのか。ダイのせいではないと王城で彼は言ったが、訳ははっきりさせておきたい。また同じことが起こっては堪らないからだ。

　ダイの問いに、言えません、とだけヒースが答える。

　ダイは唖然と彼を見上げた。

「……訳は教えられないけれど、これまでのことは謝りたい、と」

「そうです」

　ヒースが肯定を返す。

　ダイは少し苛ついた。

「どういう心境の変化で？　マリアージュ様が無事に女王となられたから、気が楽になったっていうことで、いいんでしょうか？」

「そう思っていただいて、かまいません」

「……わたしのこと、馬鹿にしてます？」

　目の前で項垂うなだれる男にダイは低く呻うめいた。

「卑怯ですよ。さんざん……。いまさら……いったい、何なんですか!?」

　ヒースとの仲を修復したかった。だからダイはここに来た。

　彼もそれを望んでいるというなら喜べばいい。

　しかし謝罪ひとつで許してもらえる相手だと、自分が見み做なされているのなら業ごう腹はらだ。

　彼にだけは軽んじられたくない。衝動的にダイは叫んだ。

「最後まで冷たくしていればいいじゃないですか！　理由すらちゃんと話せない。わたしはその程度の存在だったってことでしょう!?　訳もわからず冷たくされたらしんどいんですよ！　ティティのときもすごくつらかった。それを、リヴォート様は、わかってくれていたじゃないですか！」

　厨房長との不和を機に侍女頭と衝突した折、ダイを庇おうとして叶わず、それを恥じたティティアンナから、距離を置かれたことがある。

　半月もない期間だった。それでもダイは精神的に打ちのめされた。

　あのときダイを励ましたのは、ほかでもないヒースだった。

「そりゃあ、こういう風に、普通に話してくれたら助かりますよ。でも……謝ったらいいっていう問題じゃあ、ないでしょう!?　どうして冷たくしたのか、説明ぐらいしてくださいよ！」

「わたしの勝手な私情です」

　その内容を話して欲しいのだが、ヒースは仔し細さいを語ろうとしない。

　ダイは唖然として男を見上げた。

「……本当に、謝るつもり、あるんですか？」

「ディアナ」

　──あまい、声。

　こころの芯を、舐ねぶるような。

「すみませんでした」

「……つらかったんですよ。……本当に、苦しかったんです」

　このようなことを述べたいわけではない。

　伝えたいことがもっとたくさんあったはずだ。

　しかし口から零れる言葉は恨み言ばかりだった。

　マリアージュとアルヴィナは、ヒースを怒ってしかるべきだと言った。彼から冷たくされた相手が、花はな街まちの親しい芸妓だったら、ダイは絶対に許せなかっただろう。

　でも。

　ダイの非難を受け入れる彼の様子が、あたかも主人に叱られた犬のようで。

　彼は自分のような年下に、本気で許しを乞うている。

　胸の奥底が柑橘の果物みたいに搾しぼられる。

　ダイは深く嘆息した。

「これは、貸し、ひとつですからね」

「貸し？」

「そう」

　わざと愛想なく取り澄ましてダイは答える。

「なんでもひとつ、わたしの言うこと、聞いてくださいね、ヒース。そうしたら、許してあげます」

　男に痛い目に遭わされたなら、ただで許してはいけないのだ。特に自分に非がないときは。花街でそう教わった。

　と、言いつつも、ここで彼が頷かなかったら怖い。

　ダイはそろりと顔を上げた。

　蒼の瞳と視線がかち合う。

　その眼差しを和らげて、ヒースは小さく頷いた。

「わかりました。貸し、ひとつですね」

　覚えておきます、と、彼は言った。

　──これで、仲直りだ。

　ダイは抑え込んでいた歓びを解放した。

　弾んだ声で彼に問う。

「ヒース、慰労会に顔を出してなかったでしょう？　お仕事が終わっているなら、早くあっちへ帰りましょう。片付けが始まっていましたけど……厨房に行ったら、たぶんまだ何か残っていると思います」

「いえ、大丈夫です。少しは口にしましたから。いまは何も、食べたくない」

「……部屋に戻って、眠ります？」

「それはできない」

「どうして？」

「……マリアージュ様が、まだ、戻られていない」

「あ、そうでした」

　王城に泊まるといった連絡もまだである。雨が降り出す前に先触れがあればよいが。

　ふとダイはここに来ることになったきっかけを思い出した。

「そうだ、アルヴィーの用事！」

「その件なら大丈夫です」

　ヒースは断言したのち言い添える。

「彼女の懸け念ねんが何か、わかっているので」

「……そうですか？」

「えぇ。それより」

　ヒースは言葉を切ってダイの手を引いた。窓辺の長椅子に腰を落とし、彼は隣の座面を軽く叩く。

「少し、横に座って」

「え、何で、ですか？」

　この狭い書斎にある長椅子である。大きさはそこそこ。隣り合って座れても、密着は避けられない。

　いいから、と、ヒースはダイの腕を引き、半ば強引に隣へ座らせた。

　男の顔が近くなる。

　彼のことは怖くなかった。むしろ傍にいると安心する。

　ただ、かつてない彼の様子に困惑しきりなのだ。

「あの、ヒース」

「もたれかかっても？」

「……ど、どう、ぞ」

　ダイはうろたえながら許可を出した。

　ヒースが破顔して倒れ込み、額をダイの肩に押し付ける。

　額を肩口にすり寄せてくる様は、まるで幼い子どものようだった。

「……ひ、ひーす？」

　呼びかける声が思わず裏返った。

　いったいこの男は、何を考えているのか。

　ダイを両腕で緩く抱いて、しばらくのち、彼は呟いた。

「あぁ──……ほしいな」

「あの……やっぱり、何か食べたいです？　動きたくないなら、飲み物とか、もらってきますけど」

「そうではなくて……いえ、そうですね。でも結構です。あなたのお茶は、ごめんこうむりたいですし」

「……もう一回、怒りますよ」

　ダイは男の頭を小突きたくなった。この男においしく飲んでもらいたくて、茶を淹れる練習を繰り返していた、少し前の自分が馬鹿みたいだ。

　ダイの肩口でヒースがおかしそうに忍び笑う。

　ふわふわ、ふわふわ、彼の髪がダイの肌を掠めた。

　それがとても、くすぐったい。

（……さわっても、いいかな）

　目の前にある、男の髪を。

　欲求に負けたダイは、ヒースに貸している肩とは逆の手を、恐こわ々ごわと金の髪に差し入れた。

　ヒースに逃げる様子はない。ダイは調子に乗って、彼の髪をほそほそ撫でる。

（けっこう、さらさらなんだなぁ……）

　仕事柄、女の髪ならよく結うが、男のそれには触れたことがない。短く切り揃えられた毛の先はやわらかく、手触りは全体的に滑らかで、だんだん楽しくなってくる。甘えて圧し掛かってくる、大きな犬を撫でている気分である。

　ヒースは何も言わない。

　聞こえる吐息はとても穏やかだ。

「……ヒース？」

「ん？」

「いえ……。何でもないです」

　眠ったのかと思ったが、違うらしい。

　ダイは天井を仰いだ。いつまで肩を貸すべきか思案する。自分たちに体格差があるせいで、この体勢が辛くなりつつあった。

　彼の身体をもう少し支えられないものか。身じろぎしかけて、そうか、と、ひらめく。

（抱き返せば、いいんだ）

　──ずっとそうしたかったと、自分は思っていたではないか。

　これは仲たがいしてしまった夜の続き。甘えてくる男を受け止められなかった、幼い自分に与えられた二度目の機会。

　ダイは身体の位置をもぞもぞ動かし、ヒースと向き合えるように調整した。

　花街にたまさか現れる、女に抱かれて眠るために訪れる疲れ果てた男たち。故郷の姐あねたちは彼らをいつもやさしく抱き留めてやっていた。

　その仕草を思い返しながら、ダイは両の腕を持ち上げて、ヒースの背にそっと回した。

（……おつかれ、さまでした）

　ヒースは先代当主を失くしたミズウィーリの要をずっと担っていた。使用人、しかも、勤め始めて間もない新参の身分で負うべき重圧ではない。それでも彼はやり遂げた。先代当主の遺言に従い、ミズウィーリを守り、マリアージュを女王に押し上げた。

　その立場ゆえに他人に甘えられないなら、自分がそれを受け止める立場になりたい。彼と対等に考えて、その苦しみを分かち、支えてあげたい。

　ダイがミズウィーリに馴染むまで、彼がずっとしてくれていたように。

　やはり、仕事の話ができるだけでは耐えられない。仲直りでも物足りない。

　──彼にだけ抱くこの感情を、いったい何と呼ぶのだろう。

（……おとなになりたいな）

　ダイは初めて強くそう願った。

　自分は心も身体もあまりに未熟だった。

　子どもめいて小さく華きゃ奢しゃな体たい躯くは、男を支えるにはあまりに足りない。

　ダイは彼の頭に頰を寄せて、腕にぎこちなく力を込めた。

　その抱擁に応えるかのように、大きな手がダイの腰に添えられる。

　ダイは驚きに身体を震わせた。

　動く気配のない彼の手は単純に、体勢を補佐するためのようだ。ダイはほっと力を抜いた。

　ところが男の手はまた動き始めた。ダイから緊張が抜けるまで待っていたらしい。

　じわじわ、じわじわと。

　ダイの腰の線を辿り、背を這はい上って。

　そして指先が、首筋に触れる。

　ゆるゆると肌を撫でる感触に、ダイは喉の奥から熱を吐いた。

　ヒースがダイの首に手を掛けたまま身体を起こす。

　彼の瞳が自分を映している。

　熱を帯びた蒼色が。

　自分だけを。

　そのことに震えるような歓喜を覚える。

　男の指先が幾度も繰り返し、自分の顔の輪郭を往復する。

　彼が前に自分を抱きしめたあの夜のように。

　ヒースが「わたし」の顎に手を添える。

　蒼色がゆっくり細められる。

　熱い吐息が触れるほど、彼の顔が間近にあった。










　どぉん……。

　地鳴りに似た天の唸うなりが、はっきりと室内に響く。

　使用人棟の広間。宴の会場となっていたそこはすっかり片付けられて、人の姿もまばらになっていた。

　遮光幕を引いていた侍女たちが、びくっと肩を縮こまらせる。

「い、いまの雷!?　けっこう近かったわよね!?」

「マリアージュ様、大丈夫かしら。……アルヴィナさん、雨はまだ降ってきてない？」

「うん。まだだね。たぶん大丈夫だと思うけれど」

　傍らのティティアンナにアルヴィナは答えた。

　マリアージュが王城を発ったと、つい先ほど先触れがあった。雨が降るまでにもう少しある。それまでには彼女も帰宅できるはずだと、アルヴィナは大気の魔力を視て予想した。

　それよりも、気になることがある。

（……妙に、静かだわ）

　使用人たちは二班に分かれて、宴の片付けと主人の出迎えの準備をするよう、先ほど役職者たちから指示された。それなのに人の動く気配がほとんどない。

　ここは使用人棟である。防音の利いた本館ならともかく、もっと足音や話し声が聞こえてしかるべきではないか。

「ティティ。あんた、門番のところに追加の夜食を持っていってあげてよ」

「それはいいけど。メイベルが行けばいいじゃない？」

「わ、わたしには、ほかにすることがあって」

「へー、雷を怖がることが？」

「ティティ！」

「ご歓談中に失礼」

　追いかけっこを始める侍女たちの会話に、アルヴィナは苦笑しながら割って入った。

「門番さんのところって、表の門の小屋のこと？」

「そうよ。いつもは見習いの子が食事を取りに来るけど、天気が悪いと小屋に閉じ込められちゃうから。できれば事前にまかない食を多めに持って行ってあげるの」

「ふぅん。ねぇ、ティティ。一緒に行ってもいいかしら？」

「えっ、う、うん」

　仕事を押し付けられたかたちになったティティアンナには悪いが、自分としては彼女に同行してもらった方が都合がよい。

　ささやかな勝利に笑ったメイベルは、疲れているのか欠伸あくびを嚙み殺して手を振った。

「もー、いくら何でもメイベルってば、欠伸で見送るとかないと思わない!?」

　広間から出てさっそく怒り出す彼女にアルヴィナは苦笑する。

「ティティは元気だねぇ」

「んー、お城で少し寝ちゃったからかな。実は頭がすっきりしてて……」

　ティティアンナが恥じ入る顔で告白した。

「あら、慰労会でお酒は飲まなかったの？」

「お城でいいお酒をいっぱい飲んじゃったから、もういいかなぁって思って」

　道理で彼女だけ酔った気配がないはずだ。

　アルヴィナは酒代わりに飲んだ果実水についてティティアンナと話しながら歩いた。厨房で門番向けの夜食が入ったかごを受け取る。

　厨房長グレインが疲れた顔を出して言った。

「門番のところまで行ってくれるのか。助かる。誰か行かせたかったんだが、人手が足りなくてな……」

「本当だ。どうしたんですか、グレインさん、二、三人、いつもより少なくありません？」

　厨房内の人数を数えて、ティティアンナが問う。

　グレインはため息を吐いた。

「酒は控えめにしておけって言ったのに、飲みすぎた阿呆がいてな。裏で寝てる」

「えぇっ、寝ちゃってるの!?」

「あら、あなたたち」

　別の声がティティアンナたちの会話に入り込む。

　アルヴィナは振り返った。

　顔を明るくしたティティアンナが、歩いてくる侍女を呼んだ。

「リース、お疲れさま！」

「えぇ、お疲れさま……。よかったわ、ここで会えて。ねぇ、ティティ。少しわたしを手伝ってくれないかしら。マリアージュ様のお迎えの準備に、人が足りなくて……」

「いや、こいつらはこれから門番のところに」

「待って。……マリアージュ様をお迎えする支度には、充分な人が行ったはずでしょう？　なのに、手が足りないってどういうこと？　皆、酔っぱらってでもいるの？」

「実は……そうなの」

　リースは深刻な顔でアルヴィナに肯定を返した。

「飲みすぎないでって言っていたのに、加減がわからなかったのかしら。酔いが回っている人ばっかりで」

　リースは人手を集めて回っているが、平気に見えた者たちも、次第に足許が覚束なくなる。倒れられる前に水を飲ませて、自室に帰らせているのだという。

「執事長キリムさんも困っていて……。侍女頭ローラさんは急にどこかへ行かれて戻らないし……」

「ねぇ、グレインさん。お酒の余りってあるかしら？」

　アルヴィナの求めに応じて、グレインが手近な瓶を寄越した。アルヴィナも宴席で目にした酒瓶だ。産地を示す正式な札が紙縒りで括りつけられた、使用人の口には滅多に入らない高級酒だという。

　アルヴィナは瓶の口を嗅ぎ、グレインにそれを返却した。

「……かなり強いお酒ね。飲みやすければ、簡単に酔っぱらってしまうかも」

「飲んでいるときは、まだ大丈夫って、思っちゃうんだよね……」

　ティティアンナが遠い目をして呟いた。おそらく、今日の王城での醜しゅう態たいを省みているのだろう。

　アルヴィナはくすりと笑って彼女に告げた。

「ティティ、あなたはリースさんのところへ行ってあげて。門番さんのところへは、わたしだけで行きましょう」

「ひとりで大丈夫？」

「えぇ。……顔も覚えてもらっているもの」

　初回を含めれば、アルヴィナはミズウィーリにひと月もいる。挨拶程度なら交わす仲だ。

　グレインが夜食のかごに水筒を追加する。

「悪いが、水を多めに持って行ってやってくれ。門番のやつらも浮かれて飲みすぎているかもしれん」

「頼みごとばかりで悪いのだけれど、ローラさんを見かけたら、わたしとキリムさんが探しているって、伝えてくれないかしら」

「わかりました」

　アルヴィナは快く頷いて、ティティアンナたちと別れた。

　無人の廊下を足早に歩いて、屋外に出たのち自じ嘲ちょうに嗤わらう。

「……俗世から離れすぎていてはだめね。勘が鈍にぶったものだわ」

　祝いと労いのために振る舞われた酒に、魔術に則のっとって作られた薬が仕込まれていたとは。

　いや。自分はただ、予兆を信じたくなかったのかもしれない。

　久方ぶりに、この呪われた生の苦しみを忘れさせる、楽しい日々だったのだ。










「リヴォート様！」

　金切り声に近い呼びかけが壁越しに響く。

　ダイは身体をこわばらせた。眼前にあったヒースの顔が離れていく。

　彼はダイを抱いたまま上体を捻ると、忌いま々いましさを隠さず扉を睨んだ。

「リヴォート様、いらっしゃらないのですか……リヴォート様！」

　少し掠れた老女の声は、侍女頭──ローラ・ハンティンドンのものだ。彼女がここまで焦りをあらわにするとはよほどのことである。

　ダイは男の服を握りしめた。

「あの、ヒース、マリアージュ様に何かあったんじゃ」

「ディアナ」

　ヒースがダイの顔を両手で挟んで上向かせる。

　低く掠れた声で彼は囁いた。

「部屋にいてください」

「え？」

「あなたの自室に。話がまだある。後で行きます」

　ヒースがダイの額と自分のそれをこつりと合わせる。

「……待っていて」

　蜜のようにこびり付く、どこまでも甘い声だった。

　ダイは求められるままに頷いた。

　ヒースが微笑んで椅子から立ち上がる。彼は執務室の方へ大股で歩くと、素早い所作で解錠して部屋を出た。

「やはり、いらっしゃったのですね」

　ローラの声と書斎の扉の閉じられる音は同時に響いた。

　ヒースが冷ややかにローラへ問う。

「何用ですか？」

「少しお伺いしたいことが」

「急ぎでないなら、明日にでも」

「いいえ、急ぎの話です。リヴォート様──……」

　ローラの声音は硬い。

　彼女は急に声をひそめて何かをヒースへ告げた。

「あのとり……たい……ですか？」

　沈黙が落ちた。

　ややおいて、ヒースが提案する。

「場所を変えても？　……します」

「……よろしいでしょう」

「なら……へ」

　誘い合ってふたりは外へ出たらしい。扉の開閉音が響いて彼らの足音と気配が遠ざかる。

　ふっと、燈明皿の火が消えた。

　暗闇が訪れて、ダイは我に返った。

　のろのろと立ち上がって書斎を出る。執務室にはダイの角灯が残っていて、やわらかな橙だいだい色いろが机の天板に光の輪を描いていた。

　ダイは角灯を取り上げて歩き出した。

　本当なら宴会の片付けの様子を見に行くとか。マリアージュが戻ってくるのか訊きに行くとか、するべきことがあるはずだった。

　だが男にいてくれと願われた自室を、ふわふわした足取りで目指している。

（さっき……の）

　自分を抱くあたたかく力強い腕と、傍にあった体温。夜会の夜と同じ、熱の灯った蒼の目。

　思い返すだけで、胎児のように丸まって、その場にのたうち回りたくなる。身体の芯がむずがゆく、顔がほてって堪らない。

（もしも、あのまま）

　ローラがヒースを訪ねて来なければ、はたして自分はどうなっていたのか。

　それがわからないほど、自分は無知ではない。

「かお、あつい……」

　その顔をいますぐあの冷たい手で包んで欲しいと思った。

　しかし肝心の男はここにいない。侍女頭と連れ立って姿を消してしまった。

（ふたりとも、どこへ行ったんだろう？）

　本館は妙な静けさを保っていた。主人はまだ帰宅していないらしい。ヒースたちどころか、ほかの人の気配もない。

　使用人棟に戻ると、ようやく、ぱたん、ぱたん、と、扉の閉じる音がした。眠たげな顔の使用人が自室へ入る姿を遠目に見かけて、皆、休み始めているだけか、と、思い直す。

　ダイも自室に入った。

　登城のために着た正装の類が、放置されたままになっている。それらを衣装箪笥の中に吊るし、机の上にあった本を棚に戻して、陰干ししていた化粧道具を鞄の中に片付ける。

　室内をそれなりに見られるようにして、ダイは寝台の上にすとんと腰を落とした。

「……話って、何なんだろ」

　ヒースがダイの自室に来てまでしたい内容が思い当たらない。

　そもそもヒースは冷たい態度を取り始める前から、ダイの部屋へむやみに寄らないよう気を払っていた。自分たちが上司と部下であるという前提から、必要以上に親しい姿を他人に見せることを善しとしなかったからだろうし、ダイの性別が明らかになってからはことさら注意していたように思う。

　なのに、部屋へ来ると、彼は言った。

　そわそわして落ち着かない。

　ダイは再び立ち上がった。水でも飲もう。そう思ったのだ。小卓の上にあった水差しへおもむろに手を伸ばす。

　かっ、と、窓から閃光が差した。

　間を置かず、雷鳴が轟とどろく。

「かみなり……」

　雷雲はいつの間にか近くまで来ていたらしい。

　数拍のち、空はまた光にひび割れた。

　低い音が天を揺るがす。ダイは窓の外を見上げた。日中、あれほど晴れていたことが嘘のように、空は暗雲に覆われている。まだ雨は降っていない。しかし時間の問題に違いない。

　ふとダイは視線を感じて、窓の近くに立つ樹を見た。

　風に大きくしなる枝に鳥が一羽とまっている。

　奇妙な鳥だな、と、ダイは思った。枝葉が揺れているのに、鳥は身じろぎひとつしないのだ。風や足場の影響をものともしない在り様は、あきらかに普通の鳥のものとは異なる。

　ダイは高杯に水を汲みながら鳥を観察する。

　鷹たかか、鷲わしか。猛もう禽きんの類の。このあたりではあまり見ない、大きな体たい躯くの鳥だった。

　その闇色の目は明らかにダイを見つめている。

　ダイは水を飲み干した。

　高杯を小卓に置く。

　頭が少しすっきりして、ようやっと思い至った。

（鳥──《遣い魔》）

　マリアージュに見せてもらった魔力で造られた鳥。アルヴィナのそれは鴉からすだったが、もしや、別の形も取れるのだろうか。

　それならば。

　この鳥は。

（とり──鳥？）

『リヴォート様』

　──あのとり……たい……ですか？

『あの鳥はいったい、何ですか？』

　ヒースの書斎で聞いたローラの問いが、明瞭な響きを以ってダイの耳を過る。

　かっと、再び雷が瞬く。

　鳥が飛び立った。

　その下に見慣れたふたりの影を見つける。

　ヒースと、ローラ。先ほどダイの前から姿を消したふたりが、裏庭の林に向かって歩いている。まるで人目を忍ぶようにして、雨が降り出そうとしている、この夜中に。

　ダイは衣装箪笥の中から外套を引っ摑んだ。

　鍵もかけずに部屋を飛び出す。

　階段を駆け下り、裏庭に出て、外套の前を掻き合わせながら、雷の光を頼って林を走った。

　胸が逸はやる。

　得体の知れない恐怖が、警鐘を鳴らしている。

（鳥……さっきの鳥）

　ダイの様子を窺っていたあの鳥。どこかで見たことがあった。

　最初は、そう確か。

（ヒースと一緒に、街で襲われたとき）

　化粧道具をマリアージュに壊されて彼と買い出しに出た折、何者かに襲われた。彼らの正体は明らかにならなかったし、アルヴィナと出逢う結果につながったが、街中をヒースと逃げる間、彼はずっと、空を旋回する、鳥を見ていた。

　大きな鳥だった。

　その次はいつだったか。あぁ、ガートルードの夜会で初めて社交界に乗り出し、失敗して性別がつまびらかになった日だ。ヒースとふたり、屋根の上で朝焼けを見た。彼に自分の本当の名を呼んでもらった。

　あのとき、白み始めたばかりの空を鳥が飛んでいた。

　たった一羽だけ。東に向かって飛ぶ鳥を見送った直後にヒースが現れたのだ。

　ほかは明確に覚えていない。だが、度々、視界の端に鳥を見かけた。

　鳥など、どこにでもいる。

　見覚えがあるという方がおかしいのかもしれない。

　なのに、確信がある。

　ヒースの傍で見かけていた鳥は、ダイを闇色の目で見つめ返していた、あの鳥だ。

　振り返れば、妙なことだった。

　ミズウィーリの使用人の大半が、魔術調整について知らなかった。上級貴族に仕える彼らに知識がないのに、一方で平民出身であるはずのヒースが、アルヴィナを手伝うダイのためにあらかじめ資料を作っていた。

　彼は《遣い魔》すら知っていた。

　魔術について、知ち悉しつしていたのだ。

　それは、普通ではない。

　アルヴィナのせいで感覚が麻ま痺ひしていた。魔術師は王城でなければ会えないほど稀まれな存在。当然、その知識も滅多なことでは流出しない。貴族階級ですら学者ぐらいしか、魔術のことをくわしく知らない。

（思い過ごしなら、いい）

　たくさんの人がいる家に仕えていたのだと、ヒースは語っていた。高貴な家にいたから、彼は貴族のように振る舞えた。魔術のことだって知っていた。そうであればいい。

　指先が凍えて震える。

　ついさっきまであれほど、熱いと感じていたのに。

　雫が、頰に当たる。

　とうとう、雨が降り始めたらしい。

　ぽつぽつ。空から零れる水滴に当たって、地面が濡れ始める。

　ダイは足を速めた。林の中の腐ふ葉よう土どは柔らかく、ヒースたちの足跡を明確に残してくれていた。

　やがてダイは草木のまばらな場所に出た。

　その中央に目的のふたりの影がある。

　ダイは立ち止まった。ざり、と、土を踏みしめる。

「ヒース」

　呼びかけに応じて、男が振り向いた。

　その傍らで老いた侍女頭が前のめりに倒れ込む。

　地に伏した彼女はぴくりとも動かない。

　雷が、男の顔を照らし出す。

　彼は泣き出しそうな顔でダイに微笑んだ。

　その手を、老女の血に濡らしたまま。










　雨が、激しさを増して大地を叩いた。










　馬車の窓にぱちぱちと雨の礫つぶてが当たる。

　雷雨になると聞いて、早めに王城を出たのだが、とうとう降ってきたようだ。

　ミズウィーリへの帰途。椅子の背に重心を預け、マリアージュは呟いた。

「……だっる」

　女王として選ばれたあとに行われた式典の数たるや。想像以上に疲れた。演説前までの時間の方が短く感じられたほどだ。

　ミズウィーリの使用人ではなく、王宮の女官に囲まれていたせいもある。見知らぬ顔ばかりは緊張する。

「これで……やっていけるのかしらね。女王なんて」

　自分は物覚えがよくない。社交界でも滅多に会わない顔に出くわすと、ダイの方から耳打ちされるほどである。

　ちなみに彼女は貴族年鑑の挿絵で顔を覚えてしまえるというのだから、ヒースと同じく頭の造りが自分と違うなとつくづく感じる。

（まぁ、あのふたりがいれば、なんとかなる、かしら）

　今日のうちに挨拶を受けた宰相や騎士団長は知った顔だし、少なくともダイとヒースはマリアージュと共に王城へ移動する。

　もしも自分が女王になったらどうするのか、と尋ねたとき、「これまで通り、主人に仕えますが」と、答えた男の、人を小馬鹿にした顔を思い出し、マリアージュはむかっ腹に息を吐いた。

　王城で新しい人間関係を築く。それもやはり悪くないのかもしれない。

　そして最初の問いへ戻ってくる。

「……本当に、大丈夫なの？　わたしで」

　正直なところ、自分が女王選を勝ち抜いたということすら、何かの間違いのような気がしている。

　ガートルード一門の支持があったから、選出される状況自体はおかしくない。それでも最後の演説で好き勝手に話した自分に、皆は納得して投票をしたのだろうか。

（──考えることをやめよう）

　マリアージュは決意した。

　疲れ果てていると、悪い考えに囚われる。最近、そういったこともわかってきた。早く屋敷に戻って湯につかり、茶を一服して寝てしまいたい。

「……って、ちゃんと迎えられるわよね？」

　今朝の出発前、喜び勇んで慰労会を準備していた使用人たちの様子を思い出し、彼らが酔いつぶれていないか不安になる。

　マリアージュの警備の兼ね合いで、長らく屋敷に閉じ込められ、鬱うっ憤ぷんを溜めた使用人のために、ヒースが発案したその会には、酒も料理もよいものを出すと聞いている。ガートルード家から供出された弁済で、金銭にも余裕が出たからだ。

　ろくに家政もわからぬ癇かん癪しゃく持ちの女王候補だったマリアージュ。先代当主から指名されたとはいえ、新参の使用人ながら当主代行として働くヒース。ふたりに仕えたこの数年、使用人たちの苦労は多かったはず。彼らを労ってやりたいのだと、ヒースは言った。彼と自分の間にある、人を従える力の差は、こういった家人ないし部下に対する、気の配り方にあるのだろう。

　ただ、以前のヒースなら、そこまで使用人たちを労わらなかっただろうな、と、マリアージュは思う。

　彼が真実、労いたかった相手は、きっと。

「……何だってあの男、あんなにクソ面倒くさいのかしら……って、え？」

「お口が悪い」と訴える頭の中のダイを追い払い、マリアージュは腰を上げて窓に張り付いた。

　雨風の振動で気づかなかった。

　いつの間にか、馬車が走っていない。

　屋敷に到着しているわけではない。車体に問題を見つけて路肩に寄せた様子もない。

　道のど真ん中で馬車はぴたりと止まっている。

　マリアージュは御者台と繫がる小窓を叩いた。

「ねぇ、ちょっと。どうして止まっているの？」

　ところが待てども返事はない。

　漆黒の夜闇に雷の光が走る。

　その一瞬、窓の外に視線を走らせ、マリアージュは気づいた。

（騎士が、いない）

　マリアージュは女王となった。

　ミズウィーリへ帰るにあたり、騎士が数人、護衛として並走していたはずである。

　その彼らが影もかたちもない。

　背筋にぞっと冷たいものが走り、マリアージュは毛織の外套を頭から被った。

　再び御者窓から外を覗く。

　視界は雨のせいで悪かった。けれど、馬は繫がれたままだということはわかった。さらに注意深く様子を探り、窓の真下で横倒しになった御者を発見する。

　最初に女王をお運びできて光栄ですと、つい先ほど挨拶されたばかりの。

　彼はもう動かない。

　人差し指ほどの細長い鋼はがねが、その首に鋭く突き立っている。

　マリアージュは震えながら、外套の前を掻き合わせた。

「なに……なんなの、これ！」

　車体の隅に身を寄せて、マリアージュは絶叫した。

　一方で答えはわかっている。

　自分は何者かの襲撃を受けている。

　命を狙われている。

（女王に、選ばれたから？　いったい誰が──ううん。それより……どうすれば……どうしたらいい？）

　考える。答えが出るまで。頭が痛くなっても。

　それは化粧師の娘から自分が最初に学んだことだ。

　がたっ、と、唐突に馬車が揺れ、マリアージュは思考を中断した。

　一瞬、風雨に煽あおられただけのようにも思えた。しかし明らかに外から誰かが開錠を試みていた。扉の取っ手が上下している。曇った窓に人影があった。

　マリアージュは慌てて反対側の扉から飛び出した。

　外は想像以上に激しく雨が降っていた。

　濡れそぼった石畳に足を取られる。躓つまずきかけた自分の横をすっと何かが何本か通った。

　壁に突き立って落ちたものを見て青ざめる。

　御者の首を串刺しにしていたあの鋼だ。

　マリアージュは背後を振り返った。雨具を着た男が、鈍く輝く刃を握り、自分のもとへ駆けてくる。

　マリアージュは急いで走った。

　しかし、逃げ切れなかった。

　雨を吸った重い外套の裾を相手に取られる。

　刃が振りかぶられる。

　マリアージュは声にならない悲鳴を上げた。










　豪雨が一気にダイたちを濡らす。

　雷は間断なく鳴り続けている。

　その光が侍女頭の腹部に刺さる細い鋼に反射した。手のひらほどの刃渡りしかない、護身用に用いられるような短剣だった。

　その剣身を汚す赤い雫が、ヒースの手からも、雨に混じって滴っている。

　彼はダイを見つめて嗤った。

「待っていろと言ったのに」

「ヒース……」

　ダイは喘ぎながら男の名を呼んだ。

「これは……なに……何なんですか？」

「見てわかりませんか？」

「ハンティンドンさんを……殺した、の？」

「そうですね。もう間もなく、死ぬでしょう」

　まるで叩いた羽虫について語るかのような声だった。

　彼は感情のない目でローラを見下ろした。

「……《遣い魔》のことなら、あなたもわかりますね？　それを使って連絡しているところを、以前に見られていたようでして」

「れん、らく……？」

　ダイは呆然と呟いて、ヒースの背後を見た。

　林の木々の狭間で羽を休める鳥を見つける。ダイの様子を窓から窺っていたあの鳥だ。

　ヒースは淡々と続ける。

「抜け目のない侍女頭。彼女はわたしを見張っていたらしい。最後に飛ばした鳥を見て追及しに来た。……おかげで、これから屋敷を抜けるのに、邪魔になってしまった」

「抜ける……？」

　ミズウィーリを出る、ということか。

「ヒース、何で……いえ、いったい……ここを出て、どこへ行こうって、言うんですか？」

「ペルフィリア」

　男は隣国の名を口にした。

「故国くにに戻るだけの話です。……いつか、あなたはわたしに尋ねましたね。人形のような女王を望んでいるのか、と。その通り。わたしたちは人形が欲しかった。ですが困ったことに、マリアージュ様はわたしの主人が望む役割を、もう果たせそうにないのでね。……わたしがこの国に、いる必要もなくなった」

　ダイはゆるゆると頭を振った。

　わからない。

　彼が、何を言っているのか、まったくわからない。

「だから、わたしは戻る。我が主のもとへ」

　ただ──彼がここを去ろうとしていることだけは、ダイにも理解できた。

　ふと、ヒースは笑った。

　彼は手のひらをダイへと差し出す。

「一緒に来ますか、ディアナ」

　彼は言った。

「わたしと共に、いきますか？」

　やさしい声。

　糖蜜すら霞むほど、どこまでもあまやかに、自分の心を絡めとってきた、彼の声。

　炎に惹かれる虫のように、ダイは足を踏み出していた。

　彼と共に、行く。

　彼と共に、生きる。

　その誘惑はとてつもなく甘美だった。煙る雨の幕を突き破って差し伸べられる男の手。かつて自分はその手を取って、揺りかごだった花街を出たのだ。

　外に出て、そして。

『あんたの化粧が、わたしを女王にした』

　主人の声が頭の中を掠めて、ダイはぴたりと歩みを止めた。

『ちゃんと付いてくるのよ』

「……ない」

『最後まで』

　──……自分は、女王の化粧師となった。

「いけない」

　拒絶の言葉は雨音にも紛れず、しっかり林の中に響き渡った。

「マリアージュ様を置いて」

　ダイの化粧を信じ、女王然として演台に立った、あの、彼女を置き去りにして。

「わたしは、いけない──……!!」

　悲鳴のように。

　血を吐くように。

　ダイは決別の言葉を男に告げた。

　いままで同じくしていた彼と自分の道は引き裂かれた。この選択が自分たちの間を永久に隔ててしまうとも予感していた。

　それでもダイは、マリアージュを見捨てられなかった。女王になりたくないと言いながら、それでも国の在り方を探して街へ乗り込み、ダイたちの運命を負う覚悟を決めた、あの、己を潰すほど責任感の強い娘を、どうしてひとりにできるだろう。

　なにより、女王になって欲しいと、ほかでもない自分が願った。支えると誓った。

　付いてこいとマリアージュは言った。

　ダイは確かな忠義を込め、彼女に是ぜと頷いたのだ。

　その約束を違たがえられない。

　だから、行けない。

　彼と共に、行くことはできない。

　彼と共に、生きることは、叶わない。

　マリアージュを、見限ろうとする、彼とは──……。

　侍女頭の腹部で雷を鈍く照り返す刃が、ふたりの間に入った楔くさびの象徴に思える。

　ヒースが黙って手を下ろした。

　その冷たくもやさしい手が、労わりを込めて自分に触れてくることは、もうないのだろう。

　泥を踏み分けながら歩み寄る男へダイは尋ねた。

「……あなたは、裏切るの？」

　ダイの前で立ち止まった彼は決然と言った。

「これは、裏切りではない」

　水滴を瞬きで瞳から追い出し、ダイは彼に再び問いかける。

「最初から、決まっていた？」

　出逢ったときから。

　あるいは、それ以前から。

　ずっとずっと、前から。

　こうして自分たちの前から姿を消すことは。

　ヒースは静かに頷いた。

「そう、最初から決まっていたことだった」

「嘘」

　言葉は反射的に口を突いて出た。

「最初から決まっていたなら、どうしてあなたはやさしかったの？」

「やさしい？」

　ヒースは嘲ちょう笑しょうに喉の奥を鳴らした。

「わたしはあなた方に情をかけた覚えは一度もない」

「嘘」

「嘘ではない」

（うそつき！）

　ダイは胸中で叫んだ。

　だったら、何だったの。

　あなたがわたしに示したやさしさは何だったの。

　あなたがわたしを映す蒼色に灯していた熱も、嘘だったというの。

　そんなはずはない。

　紛い物の親愛に踊らされるほど、自分は浅はかでも愚かでもない。

　ミズウィーリの皆への心配りも、決して偽りなどではなかった。彼はいつだってやさしかった。誠実だったのだ。

　不毛な問答に飽きたのか。目を細めたヒースがおもむろに手を持ち上げる。

　彼の冷えた指先が、ダイの首を鷲わし摑づかむ。

　雷鳴が、どん、と、空気を震わせる。

「ぐ……うっ」

　ヒースに喉を強く圧迫され、ダイは息苦しさに呻いた。

　視界が明滅し、雨音も雷鳴も、すべてが遠くなる。

　──あぁ。

　彼と出逢ってから今日までの日々が、色鮮やかによみがえる。

　──どうして。

　己の首を絞める男の手に、朦もう朧ろうとしながら爪を立てる。その指先が傷痕に引っかかった。彼がかつてダイを守って負った傷だ。道を違えるつもりだったなら、こんな傷を負ってまで自分を守る必要が、はたしてどこにあったのか。

　教えてほしい。

　確かな決意ともの悲しさを、いつも瞳に隠していたあなた。

　首にかかる彼の手はびくともしない。

　遠のく意識の片隅を親しい人々の顔が過っていく。

　アスマ、花街の芸妓たち、ミゲル、ロウエン、アルヴィナ。ミズウィーリの人々──ティティアンナ、マリアージュ。

　最後に。

　ヒース。

　空を引き裂く雷の閃光が、一瞬だけ、彼を照らした。

　ぼんやりと男を見つめる。

　──何という顔を、しているのか。

　ダイは笑ってしまった。

　雷が暴き出した彼の顔は、泣き出す寸前に歪んでいた。まるで彼の方こそ首を絞められているかのような有り様だった。

　目を伏せて、ダイは思った。

（もう、いい）

　こんなに彼が苦しそうにするなら、それほどまでに自分に死んで欲しいなら──もう。

　思い出す。元々、生への執着がささやかであったこと。母にとっては父の代理。花街にとっては災厄の娘。だれもダイ自身を求めなかった。いつかは故郷を追われると定められた身に、どうして執着が持てるだろう。

　その自分を見出して求めた最初のひと。

　ディアナ・セトラに息を吹き込んだ唯一のひと。

　それがヒース・リヴォートという男だったのだ。

　その彼が自分を拒絶すると言う。邪魔だと言う。この世界からの、退場を求めるのだと言う。

　ならば、もういい。

　彼に殺されるのなら。

　ダイはヒースの腕から手を放して脱力した。

　首を絞める力が、突如として緩む。

　身体が膝からぬかるみに崩れ落ちた。

「……ぐっ……げほっごほっ！」

　ダイは泥に手を突き、繰り返し咳き込んだ。喉の奥から喘ぜん鳴めいが響く。空気が肺はい腑ふを満たすにつれて、絶え間ない雨の音が戻ってくる。

　ただ視界は霞んだままだった。ぬかるみに埋もれた血の気のない手が多重にぶれて見える。

　その指先に男の靴のつま先が触れた。

　ダイの手の狭間に、ヒースが膝を突く。彼はダイの顔を持ち上げて、その口に何かを押し込んだ。

「んぅ……けほっ」

　喉の奥に引っかかったそれを、ダイはむせて吐き出してしまう。

（……お、くすり？）

　ダイはいましがた吐いたものを見た。泥に埋もれた丸くて硬い小粒の何かは、風邪の折に処方される丸薬の類に似ている。

　虚脱するダイをヒースの腕が支える。

　ダイは朦もう朧ろうとしながら彼を仰いだ。

　ヒースが片腕で抱くダイの口に再び丸薬をねじ入れる。

　ふっと、影が差した。

　ヒースの唇がダイのそれを塞いだ。

　彼の温かな両の腕が、骨が軋むほどの力で、ダイを抱く。

　その舌がダイの喉の奥へ丸薬を強く押し出してくる。

　それを飲み下したダイを、猛烈な睡魔が襲い出した。

　ダイは男の衣服を握りしめた。

　彼と目が合う。

　蒼が視界を覆いつくす。

　かなしく、やさしく──いとおしい色だった。

　ダイの頰の泥を冷たい手で拭い、ヒースは口づけをさらに深めていった。

　ダイの眦まなじりから涙が零れる。

　状況に反したあまやかな行為に没頭しながら、ダイは彼の背に回した腕に力を込めた。

（ねむりたく、ない）

　強引に飲まされたもののせいだろうか。

　とてつもない勢いで意識が闇に刈り取られていく。

（ねむったら、かれは、いく）

　自分の傍から離れて遠くへ行く。

　手の届かない場所へ行ってしまう。

（どこにもいかないで）

　自分が彼の手を拒んだのに。

　それでも、懇こん願がんせずにはいられない。

　彼と離れたくない。この腕の中にいたい。ぬくもりを感じていたい。

　いつまでも、いつまでも。

　彼の声で名を呼ばれていたい。

　彼と共に生きていたい。

（あぁ、だって、こんなにも）

　わたしは彼のことが、とてもとても。

　好きだったのに──……。







　娘の手がぱたりと地に落ちる。

「……ダイ」

　腕の中、彼女は死人のように動かない。

　脱力した身体を抱きしめ、その額に口を付けたまま、ヒースは彼女に呼びかけた。

「ディアナ」

　彼女は答えない。

　眦から伝う雫は雨だろうか。涙だろうか。

　後者なら憎しみのものであってほしい。

　惜せき別べつのものであってはならない。

　ヒースは天を仰いだ。

「どうして……大人しく、待っていられなかったんだ……」

　その嘆きを雨の白い瀑ばく布ふが隔てて隠した。










　──りりん……。

　鈴の音がした、と、マリアージュは思った。

「はーい、そこまでぇ」

　緊張感に欠ける女の声が、続いて雨音に割り込む。

　マリアージュは外套の胸元を握ったまま、短い呼吸を繰り返しながら、目の前で振りかぶられた刃が、静止していることに気づいた。

（な、に……）

「マリアージュ」

　やわらかな声音で呼びかけられ、マリアージュは首を巡らせた。

　夜闇を押し退けて、見知った女が現れる。

「アル、ヴィナ……？」

　銅あかがね色いろの髪をした腕のよい魔術師。ダイの友人。その輪郭が揺らいで見えたのは、歯の根が合わないほど自分が震えているからだろうか。

　彼女がにこやかに告げる。

「大丈夫よ、動いても。相手、動けないから。あ、短剣には気をつけてね」

　マリアージュは言われた通り、じりじりと後ずさった。

　襲撃者たる男の手から、するりと外套の裾が逃れる。男は指一本すら動かさない。石膏のように固まっている。唯一、彼の目だけが驚愕を表していた。

　マリアージュはアルヴィナに駆け寄った。

「ごめんなさいねぇ、誰か知らないあなた」

　マリアージュを背に庇ってアルヴィナが言う。

「お友達のご主人さまなの。見どころがあるし、今日もたくさん、ごちそうになったしね」

　彼女は先ほどまでマリアージュがいた場所に立った。頭上で雨を滴らせる刃を見上げる。

「さてさて、わたしの楽しい時間に水を差したのはどちら様、と、思ったのだけれど、あなた方、別口ね。とてもじゃないけれど、魔術の方式に則って、お薬を作ることができるようには視えないわ。魔を視る才能すら、ないのでしょうし」

　男の目の驚愕が憤ふん怒ぬとも殺意ともつかないものに塗り替えられる。

　楽しそうに彼を煽るアルヴィナは、もしかしたら、怒っているのかもしれなかった。

「ねぇ、おしゃべりはできるはずよ。どうしてこの子を襲うのか教えてくれる？」

「──話すと、思うのか」

　歯を剥むいて男は答えた。

「ま、そうよね」

　興味の失せた顔でアルヴィナがつい、と、指を動かす。

「なら、行きなさい。今回は見逃してあげるから」

　糸が切れた人形のように、男はその場に崩れ落ちた。

　その場に膝を突いた彼はもちろん、逃げない。

　短剣を逆手に握って、跳躍しながら振り上げる。

「……馬鹿な子ね」

　アルヴィナに刃が触れる傍から青い炎が立ち上った。それはあたかも獣の顎あぎとのごとく鋼を吞み込み、飴色に捻じ曲げて滅ぼしていく。

　その高熱はうねりながら次に男の身体を舐なめた。炎に食われた彼は、またたく間に灰となり、雨の中に霧散する。

　マリアージュは悲鳴を押し殺して、ひとりの人が忽こつ然ぜんと消えた虚空を凝ぎょう視しした。

（わたしは──……）

　自分だけではない。

　ダイも、ヒースでさえ、もしかしたら。

（あまりに能天気だったのかもしれない）

　彼女の力を見誤っていた。

　護衛ができる、では片付かない。

　この魔術師は、いったい何だ。

　豪雨の中にあってさえ、雫ひとつまとわず、衣服の埃を何事もなかった顔で叩く女を見て、マリアージュは戦せん慄りつに凍り付いていた。

　その手をアルヴィナがやさしく取る。

　彼女の手は、あたたかかった。

　少しだけ、人心地が付いた。

「とりあえず、馬車に入ろうね。服を乾かしてあげる」

「乾かすって……そんなこと、できるの？」

「うん──うん？」

　首肯したアルヴィナが、一瞬だけ動きを止める。

　彼女は目を眇すがめて虚空を睨んだ。馬車の椅子に座って、マリアージュは尋ねる。

「どうしたの？」

「ダイの守りが──ううん。平気、なのかしら」

「守り……って？」

「平民街に行ったときにしたおまじない。外さないまますっかり忘れていたのよね」

　危ないときに場所がわかるのだと言って、彼女が自分たちの頭に手をかざしたことを、マリアージュは思い出した。

「殺されるって、思ったんでしょう？　だから急いで来たの」

「それは……助かったわ」

　マリアージュはようやく肩から力を抜いた。アルヴィナが自分を救いに来たのだとわかったからだった。

「この度は即位おめでとう。お祝いどきなのにさんざんだったね」

「危うく在位最短記録になるところだったわ。護衛もどこかへ行ってしまったし」

「どこにも行ってないわよ？　あそこで死んでる」

　アルヴィナが来た道のそう遠くない場所を指さす。

　雨夜で視界がきかないことを、マリアージュは主神に感謝した。

　アルヴィナが宣言通り服を乾かし始める。

「とりあえず、マリアージュはここで座ってて。わたしが馬車を動かしてミズウィーリに──……」

「……どうしたの？」

　アルヴィナがふいに黙り込み、マリアージュは訝いぶかしんで尋ねた。

　にわかに彼女から柔和な笑みが掻き消える。

　彼女は顔色を変えてマリアージュの手首を乱暴に摑んだ。

「えっ、いったいな」

「黙って！」

　アルヴィナの叫びと、ぎゃりっ、という、なんとも言えない耳障りな音が、マリアージュの耳じ朶だを貫く。

　何の音だと尋ねかけ、襲いくる猛烈な吐き気に、マリアージュは身体を折った。

　視界が、歪曲している。

　堪えきれなかった。席から滑り落ちて床に蹲うずくまった。

　確かに、そうしたと思ったのだ。

　だが気づくとマリアージュは濡れた土の上に座り込んでいた。










　ぱしゃ、と、泥が跳ねた。

　足音に気づいたらしい。木の傍でぼんやりと雨に打たれていた男が振り返る。

「梟ふくろう」

「お迎えに上がりました」

　男の呼びかけに梟は応えた。

　彼の傍に歩み寄り、無意味さを承知でその肩に、雨具たる外套を着せかける。

　男は外套の端を手で押さえたが、その場を動こうとはしなかった。

　彼の視線の先には小柄な人が横たわっている。

　身体的な特徴から、人物の判別は容易い。

　自分たちの人形のために、男がどこぞから引き抜いた、ミズウィーリ家の化粧師だ。

「殺したのですか？」

　ここに来るまでに跨またいだ老女を一いち瞥べつして梟は尋ねた。

　いや、と、男は否定する。

「気絶しているだけだ」

　では、と、梟は質問を重ねた。

「殺しますか？」

「捨て置け」

　男が泥を踏み鳴らして、梟の傍らをすり抜ける。

　濡れそぼった外套が、重たげに揺らめいた。

「化粧師風情に何ができる」

　毒にも薬にもならない。

　取るに足らない者だと、男は述べる。

　彼らしくもなく、饒じょう舌ぜつだと、梟は思った。

　先を行く背に無粋な言葉を投げるつもりは毛頭ない。承諾に礼を取る。

　梟が再び面を上げたとき、肩に遣い魔が降り立った。自身の魔力が生み出した鳥は、生身さながらの動きで翼を揺する。

　梟は彼女の喉を撫で、一度だけ振り返った。

　雨を避けられる木陰に、横たえられた化粧師を。

　その存在を、消すべきか、梟は迷う。

　だが結局は男の命令に従うことを決め、梟は急ぎ足で彼の後を追ったのだった。










　天井が抜けたのかと、思った。

　それほどひと息に雨がマリアージュを濡らしたのだ。

　しかしその考えは間違いだとすぐに悟った。

　正常化した視界がマリアージュに、ここは屋外だと伝えてきたからだ。椅子に縋すがっていたはずの手が、石畳の通りと林を隔てる、飾り格子を握っていた。

「どこ……？」

「あなたのお屋敷の裏庭。……あぁ、現地まで飛べなかったのね」

　マリアージュにアルヴィナが即答する。独白めいた後半は実に悔しげだった。

　アルヴィナが走り始める。マリアージュは慌てて追った。

　魔術師の足は速かった。距離はすぐ空いた。まるで大人と子どもの徒競走だ。彼女は鬱うっ蒼そうとした林の中を、悪い足場をものともせず、どんどん進んでいく。

　どれほど走っただろう。乱立する木々の彼方に、女の背が消えたと思ったとき、悲鳴が聞こえた。

「ダイ！」

　アルヴィナの声だった。

　止めかけていた脚を叩き、マリアージュはまた走った。

　急に開けた視界の先、馴染みの顔をした老女を、マリアージュは見つける。

「ローラ!?」

　ミズウィーリの侍女頭は、泥の上に横たわっていた。

　彼女の腹部に突き立った短剣に思わず立ち竦む。

「ダイ！」

　アルヴィナの声が再び弾ける。マリアージュは視線を巡らせた。木陰に横たわる化粧師を、膝を突いたアルヴィナが抱き起こしていた。

　ダイの目は固く閉じている。顔色はローラと同じ、土気色だ。

　マリアージュはぞっとした。

「ダイ、起きて」

　焦しょう燥そうを滲ませるアルヴィナにダイは応えない。

「しっかりして……──ダイ！」

　力なく垂れ下がる彼女の手を、雨がずっと汚し続けていた。










　雷雨は夜が明けても降り続いた。

　すべての痕跡を洗い流そうとするかのように。
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　ひと月が、経った。







　白に限りなく近い青。冬の朝霧に沈む海の色。

　久方ぶりに袖を通す自国の色の正装は、たとえようのない違和感をもたらした。

　衣装だけではない。故国の土を再び踏みしめ、王城の一室で身支度を整える。その一連の行為すべてに、なぜか不快感を覚える。

　まるで自分が異物になってしまったかのような。

「閣かっ下か」

　呼びかけられて近衛たちへと向き直る。迎えに現れた彼らは懐かしい顔ばかりだ。うち、人懐こい面差しの若い男が、自分に丁寧に一礼し、物思いの時間の終わりを告げた。

「女王陛下がお待ちです」

「わかった」

　承諾に首肯し、上着の裾をひるがえして、歩き出す。

　近衛に付き添われて城内を移動する。

　窓から望める海辺の景色もまた、どこかよそよそしく目に映った。

　謁見の間の前で足を止める。

　番兵が自分の名と共に来訪を女王へ告げた。

「宰相閣下、ディトラウト・イェルニ様のお越しです──……！」

　豪奢な扉がゆっくりと開かれる。

　玉座から立ち上がった女王が、親しみに満ちた笑顔を自分に向けた。

「お帰りなさい、兄上！」










　謁見の間には多くの人々が集まっていた。

　貴族の家の当主のような、面識のある顔もあるとはいえ、大半は見知らぬ王宮の官かん吏りばかりである。

　ダイはその衆目が集まる中で、女王へと跪ひざまずき頭を垂れていた。

　マリアージュは段上の玉座の前に立っている。彼女の隣には若き宰相が佇ちょ立りつしていて、女王に代わって式典の進行を務めていた。

「──国章をこれへ」

　宰相の掛け声に従った官吏の手で、ダイの肩に厚手の布が掛けられる。

　それは、旗だった。限りなく黒に近い赤に染め抜かれ、同色の糸でデルリゲイリアの国章を縫い取った、女王の無二の存在である証となるもの。

　旗はずしりと重い。

　ダイは首に痛みを感じた。人々の視線を避け、そっと喉に触れる。

　そこには先日まで指の痕があった。

　男に首を絞められた、名残の痣あざが。










　──雷雨の夜から十日近くを経てダイは目を覚ました。

　霞んだ視界にまず飛び込んできた顔はティティアンナのものだ。

「……ティティ」

「うん……うん、わたしだよ、ダイ」

　自分が発したとは思えないほど掠れた声に、ティティアンナが感極まった様子で頷いた。自分の手を握る彼女の体温を心地よく感じつつ、ダイは朦もう朧ろうとしたまま尋ねた。

「……ここ、は？」

「ダイの部屋。覚えている？　もう何日も、高い熱を出して、ずっと眠ったままだったの……。気がついて、本当によかった」

「どうして、熱……？」

　寝込むきっかけを思い出せない。

　風邪を引いた記憶もないのだが。

　ティティアンナは回答を躊ちゅう躇ちょしたように見えた。

「……お屋敷に入り込んだ人たちに、裏庭で襲われたの。雨の中、裏庭で倒れているところを、アルヴィナさんが、見つけ出してくれて……」

　急速に記憶が呼び起こされる。

　空を走る雷。雨の中を往く鳥。

　裏庭の、暗い林。大地に倒れ伏す老女。

　そして──去り行く男。

　ダイは掛け布団を跳ね上げ、上半身を起こして叫んだ。

「ティティ！　ヒースが……ハンティンドンさんはどうなってっ……けほっ！」

「あぁっ、駄目よ、急に起きたら！」

　引ひき攣つれた痛みが喉に走り、背を丸めて咳き込むダイを、ティティアンナが敷布へ押し戻す。

「大丈夫。わかっている。ハンティンドンさんから伺ったから。裏庭におかしな影を見つけて、ダイとリヴォート様と三人で、様子を見に行ったんですって？」

「……え？」

　水を高杯へそそぐ彼女へ、ダイは瞠目して尋ねる。

「ハンティンドンさんは……生きて？」

「うん。お元気よって言っていいのかしら。とにかく、大丈夫」

　短剣を抜かれなかったことが幸いしたらしい。いっときは危なかったが持ち直し、いまは自室で療養しているそうだ。

　ティティアンナは水を差し出し、ダイの背を片手で支えた。ダイがぬるい水で喉を潤し、呼吸を落ち着かせていく様を、彼女は背を擦さすりながら見守る。

「ダイ、気をしっかり持って聞いてね」

　ダイから高杯を引き取ったティティアンナは、表情を曇らせながら前置きをした。

「マリアージュ様も、あの日、お城からの帰り道で、誰かに襲われたの」

「……マリアージュ様、も？」

「そう。ご無事にお戻りになっているから、そこは安心してね。ただ……女王選の結果をよく思わない誰かが、お屋敷とマリアージュ様を襲ったことは確かで。リヴォート様も……行方がわからないの」

　彼女が痛ましそうに下唇を嚙みしめる。

「いま、王城やガートルード家にご協力を仰いで、犯人とリヴォート様を必死に探している。リヴォート様はミズウィーリの内情にお詳しい方だから、捕まっておかしなことになっていなければよいのだけれど」

　話を聞き終え、ダイは困惑した。

　ティティアンナの説明と、ダイの認識に齟そ齬ごがある。

　ダイは立てかけられた姿見に映る、自分の姿に目を留めた。

　首に白い包帯が巻かれている。

（……違う）

　この頸けい部ぶに食い込んだ、指の感触を覚えている。

　ヒースは確かにダイの首を絞め、自らの意思でこの地を去ったのだ。

（あれは……夢じゃない）

　ではなぜ、ティティアンナの説明が正しい状況と異なっているのか。

「──彼のことは隠し通すべき、と、わたしが判断しました」

　後に、ローラはダイにそう説明した。

　使用人棟の彼女の部屋にふたりきりだった。寝台の上でローラは毅き然ぜんと上半身を起こし、椅子に座るダイを真っ直ぐ見つめていた。

「いまはマリアージュ様にとって大切な時期。あの方が襲われただけでも、充分な醜しゅう聞ぶんなのです。女王の生家の使用人から、国に反する者を出したなど、あってはなりません」

　管理職向けの広い部屋には、窓が大きく取られている。明るく差し込む陽光の陰に、子どもの落書きや古い人形などが、大切そうに飾られていた。

　同じ間取りでもヒースの部屋は寒々しかった。私物はほとんどなかった。その事実が示す意味を無視してダイは告げる。

「ヒースが……。リヴォート様が、国に仇あだなす人だって、決まったわけじゃないです」

「殺されかけたというのに、あなたはまだ彼を庇うのですか？」

　ローラは呆れ返ったようだった。

「あなたも言われていたでしょう。人形が欲しかったのだと。この国に害を為そうとしていたことは明白ではありませんか」

「聞こえて、いたんですか？」

「飛び飛びですが……あなたが、首を絞められたところまでは」

　ダイは唇を引き結んで俯いた。

　ローラがため息を吐いて言葉を続ける。

「……このことを知るのは、あなたとわたし、マリアージュ様、捜索の兼ね合いで話さざるを得なかったガートルード家のルディア夫人、そしてわたしたちを助けたあなたのご友人、アルヴィナだけです」

「……アルヴィナが？」

「彼女がマリアージュ様を救助しました。……アルヴィナがいなければ、わたしも無事ではなかったでしょう」

　彼女はダイたちを見つけたその場でローラの応急処置も行った。ローラが無事に持ち直した理由のひとつだという。

「……ハンティンドンさんに、連絡をとっているところを見られたと、彼は言っていました」

「えぇ、そうです」

　ローラがダイの言葉に首肯する。

「これまで彼の傍には、奇妙に人慣れた鳥がたびたびいました。確信を持ったのは、マリアージュ様が先日、あなたたちと外出されたとき。アルヴィナが魔術で作り出した鳥……《遣い魔》と、いうのでしたね。それを、見たときです」

　ダイたちは外出時の定期連絡に、アルヴィナの《遣い魔》を使っていた。鴉からすの姿をしたそれは、ローラの前にも遠慮なく姿を見せた。アルヴィナが宛先を役職者に指定していたからだ。

「アルヴィナの《遣い魔》は別の鳥でしたし、彼は注意深かった。鳥を使う姿を決して見せなかった。けれどもあの晩、彼が執務室の……書斎の窓から、鳥を飛ばす姿を見たのです」

「鳥の姿を……見ただけで？」

　ローラの話の筋は通っている。

　それでもダイは追及せずにいられなかった。

「普通の鳥かもしれないのに。迷い込んだ鳥を、逃がしただけかもしれないのに？　怪しいと思ったんですか？」

「あなたも彼の鳥を、《遣い魔》を見たから、あのとき林まで、来たのではないのですか？」

　図星を突かれて、ダイは黙り込んだ。

　ローラが厳かに語り続ける。

「わたしは以前、あなたに言いましたね。あなた方、門の外から来た新参の者たちに、気を許すことはできないと。……あなたはいいでしょう。ですが彼を信頼することはできなかった。わたしはずっと、疑問に思っていたのです。なぜ彼は、マリアージュ様を女王にと願ったのかと」

「先代当主への、恩義だと」

「恩義だけであのように働けますか？」

　ローラは嘲あざけるように嗤わらった。

「旦那様と彼は確かに出会って間もないながら、強い繋がりを得ているようには見えました。ですが恩義という曖あい昧まいな言葉で説明するには、彼はあまりに献身が過ぎていました。権力を求めて？　いいえ。彼は否定こそしませんでしたが、固こ執しつしてはいなかった。もっと大きな、何か別のものを欲しがっているように、わたしには見えたのです」

　ローラは一気に話して疲れたのか、背もたれに寄りかかり息を吐いた。

「ダイ。……あなたはわたしと同じく、偶然、生き残った。それで、間違いありませんね？」

「……それは」

「あの男の間者となるべく、生かされたのではありませんね？」

「──ハンティンドンさん……！」

　彼女から向けられた疑いに思わず叫ぶ。

　けれども状況を思えば、仕方がないのかもしれない。

「わたしを、殺しますか、ハンティンドンさん」

　ダイは低く喉の奥を鳴らした。

「怪しいなら、いまのうちに。──……わたしは、抵抗しません」

　声が震える。

　視界が白く濁っていく。

「ヒースもちゃんと、わたしを殺してくれていればよかったのに……！」

　あのときの選択を後悔しているわけではないのだ。

　ただ、つらい。

　彼と別れる道を選んだのは、ほかならない、自分なのだということが。

「……あなたが生きていたことを、マリアージュ様はとても、お喜びでした」

　ローラがダイの涙を拭って告げる。

「わたしはあなたがずっと、マリアージュ様にとって、善き従者であることを、期待していますよ、ダイ」










「──ディアナ・セトラ」

　ダイは回想から我に返った。

　王城では正式な名を登録される。

　式典とはいえ、いつもの呼称を使われないのは、妙な気分だった。

「女王の命により、唯一無二の近習としての証たる、国章を汝に授ける。女王の化粧師よ。主君の信に悖もとることなかれ。永久とわの忠誠を捧げ、己が役割を定めて、よく任を務めよ」

　宰相が口上を述べた。

　今日の式典はダイをマリアージュの側近とするものだった。ただの化粧師としてなら、女官かお飾りの《職人》で採用となるらしいが、そういったものとはまったく別の地位である。ダイが療養している間、マリアージュが宰相と相談して決めたという。

「ダイ」

　主人から呼びかけられ、ダイは玉座を仰ぎ見た。

　玉座の背後には巨大な飾り窓が空を映している。

　うつくしい、蒼の色。

　ここにいない男から目を逸らすように瞼を伏せ、ダイは静かな声で応じた。

「はい、陛下」










　玉座のある段上から女王が駆け下りてくる。

　この自分──ディトラウト・イェルニの唯一の主人が。

「セレネスティ」

　ディトラウトは腕の中に飛び込んできた身体を抱き留めた。

「元気でしたか？　先日はろくな挨拶もできずにすみませんでした」

「仕方ないよ。お忙しそうだったものね」

　デルリゲイリアの女王選で、セレネスティの貴賓席に、化粧師の娘が誤って入った。予期せぬ再会に本当に驚いたが、彼女がいたせいで、女王とのまともな会話は叶わなかった。

「でも、会えてうれしかった……。兄上、お元気そうで」

　セレネスティ・イェルニ・ペルフィリアはディトラウト・イェルニの妹である。

　薄布ごしに見える、自分とほぼ似た造りの顔に微笑みかけられ、ディトラウトはようやっと、戻ってきたという確証を得た。

　挨拶が終わるとセレネスティは玉座の間から人を下がらせた。

　事情を知る最低限のみが残る。

　ディトラウトは主君から退いた。

　その場に跪ひざまずいて頭を垂れる。

「申し訳ございません。失敗いたしました」

「そうだね、残念だよ、宰相」

　ディトラウトの報告にセレネスティは落胆の色を隠さなかった。

　その反応は当然のものだ。これだけ時間をかけたのである。政務はもちろん、宰相を不在に見せないための偽装にも、多くの負担を強しいていた。

　なのに、人形は自立して舞台に立った。完璧な失敗である。

　セレネスティは指先を顎に押し当て、思案する素振りを見せる。

「懲ちょう罰ばつはあとで考えるとして。……でもまぁ、元々、人の言うことを聞かないって話だったじゃないか」

「ですが、時間を無駄にしました」

「同じだけ時間を掛けて、国土を荒らし、幾万もの兵の命を削るよりよっぽどいいよ。……やってみる価値はあったんだ。そうだよね？」

　女王が鷹おう揚ように微笑む。

「……何はともあれ、兄上が無事に帰ってきてうれしい」

「わたしも──帰って来られて、うれしく思います」

「うん。本当に……また傍にいてくれると思うと、うれしくてたまらないんだよ」

　ディトラウトの目の前に絹の手袋に包まれた主君の手が差し出される。

　セレネスティが囁いた。

「また、付き合ってもらうよ。……地獄の果てまで」










　玉座からダイを見下ろすマリアージュの目に悲嘆の色はない。

　胡桃くるみ色いろの双眸は静かな決意だけを湛えている。

「あんたは、わたしを選んだ」

「はい」

　間断ない返答に初めてマリアージュが苦渋を見せる。

　ダイの女王となった娘が厳かに告げる。

「あんただけは……付いてくるのよ。最後まで」










　地獄の果てが、どこにあるのかは、わからない。

　最後に自分たちは、どこへと導かれるのか。







　男は忠誠を誓いし主君の手の甲に唇を押し当て、女は晴れて国主となった主人を見据えた。

　そしてふたりは受じゅ諾だくする。

　各々が選び取りし、女王の命を。







「「御ぎょ意いに、我が麗うるわしの女王陛下」」
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　──舞台は西。

　永らくにわたり、聖女の大国によるその土地の支配は、魔女の手により白紙となった。




　これは、その空白の土地で足掻くものたち、それを傍ぼう観かんするもの、そしてその陰にあった、ひとりの化粧師の物語である。





〈完〉
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　引き裂かれる男女が好きです。敵対しているともっとよいですね。

　こんにちは、千せん花あ鶏とりです。

　この度は女王の化粧師の四巻（三巻下巻）をお手に取ってくださり、誠にありがとうございました。ようやくプロローグが終了しました。三人の男女が出逢い、恋をし、絆を結んで別れゆく日々、お楽しみいただけましたでしょうか。ここまでどうにか来られたらいいね。書籍化のお話を頂戴したとき、担当さまと言っていたことが、電子版のみとはなりますが、叶ってよかったです。応援してくださった皆さま、本当にありがとうございました。

　ウェブ版との差ですが、流れはほぼそのまま。ただ三巻までの流れを汲んだ上でウェブ公開分にもつながりやすいよう、舞台背景や主人公まわりの心理を加筆修正しています。それに伴いエピソード中、配役が少し異なる箇所もあるのですが、楽しんでいただけたら幸いです。わたしは楽しかったですね。ヒースをクソみそに言う女子三人を書くの。

　ちなみにこのままウェブで続きを読んでも問題ないはずです。

　一巻の著者挨拶に記載していたあらすじを改めてここで。この話は「（覇権を取っていた国が滅びたせいでひっくり返った大陸を舞台に）主人公カップルが（敵対してどんぱちしながら）大恋愛の末に結婚し、女王候補が（側近の大恋愛と大陸の大混乱を、ひーひー言いつつ切り抜けて）史書にも名を残す名君となるハッピーエンド」です。ネタバレ？　いえいえ、長いタイトルだと思ってください。令和四年現在、ウェブ版完結間近ですが、ハッピーエンドタグが安心材料と言われておりますので。

　最後に謝辞を。明らかな続編で切られた一巻からここまで、大勢の方々の応援によってたどり着くことができました。出版社、編集部、各部署のご担当者の皆さま。とりわけ、このお話を見出し、刊行に粘り強くご尽力いただいた担当さま、話に美麗の極みのイラストで華を添えてくださった起おき家や一いち子こ先生、本当にありがとうございました。

　また、スクウェア・エニックス社様より刊行されているコミカライズに関しましても、この四月に続刊たる三巻が刊行となりました。ご関係者の皆さまに謹つつしんでお礼を申し上げます。

　執筆に挫くじけそうなとき、応援してくださった友人たち、家人。そして、常に力強いご声援をくださった読者の皆さまなくして、ここまで来ることはできませんでした。皆さまひとりひとりのお力添えにより、ここまで書くことが叶いました。心より御礼を申し上げます。

　この物語のひとつの区切りが、そのご期待に添うものでありますように。

　それではまた、お会いできましたら幸いです。







巻末特典ＳＳ　とてもあまい味がした







　卓の上に茶器が並んでいる。

　瀟しょう洒しゃな茶器だ。ばら色で縁どりの成された、差し色の緑もうつくしい陶器。表面でうっすら煙る白い湯気の下、それなりに高級な茶葉から抽出された紅茶が波紋を描いている。

　ただなぜか、かぐわしい香気を漂わせるはずの液体は、度し難いドドメ色をしていた。

　紅茶を長く煮詰めてもこうはならない、というような、黒、というか、濃い紫、というか、つまりそのような感じの色である。

　ダイが紅茶として淹れたはずの液体を前に、ヒースが渋い顔で呻うめく。

「どうしたらこうなるんですか」

「さ、さぁ……」

　ダイは目を泳がせた。正直なところ、自分でもなぜかわからない。茶器に茶葉を入れて、熱湯をそそいだ。それだけなのに。

　安息日の前夜。ヒースの執務室である。マリアージュのことを含む、様々な問題を話し合うべく、彼が取ってくれている時間。ダイの出自に触れる可能性に配慮してくれているのか、どのような案件があっても常にふたりきりだった。開始の時刻は日によってまちまちだ。今日は中規模の昼餐会と絵画の鑑賞会が立て続けにあって忙しく、使用人も夜番以外は自室に戻っているような夜更けだった。

　ダイが入室したとき、ヒースはまだ仕事を終えていなかった。彼に頼まれ、ダイがお茶を淹れた。

　そして最初に戻る。

　茶器を睨んでヒースが唸うなる。

「茶葉の入れすぎ……？」

「缶に書かれた通りの量を入れたんですが……」

　ひとりひと匙さじ。ふたり分を茶匙で入れたし、湯の分量も確かめた。ただし、手際はよくなく、もたついた点については否めない。

　向かい合うかたちで応接席に座してしばし。ヒースが無言で茶器に手を伸ばす。

「あの、ヒース、飲まない方が」

「茶葉がもったいないですし。何が悪かったかぐらいは知っておいた方がいい。あなたがマリアージュ様にお茶を淹れる機会がないとは限りませんし」

　色々と理屈をこねて紅茶を口に運ぶ彼の顔は渋い。変なにおいがする、と、零している。ヒースの手を止めるべきか否か。ダイが迷う間に、彼は薬を服用する顔で紅茶を飲み下した。

　かちん、とやや勢いを付けて茶器を受け皿に置き、ヒースは言った。

「……飲めなくはないです。わたしは」

「ハイ」

「ただ、あなたがお茶を淹れる必要が今後ないように、ハンティンドン女史には進言しておきましょう」

「そこまで!?」

　ダイは叫んで自分でも茶器に手を伸ばした。だがヒースの手に差し止められる。

「淹れなおしますから待ちなさい」

「いえ、あの、手順を教えていただけるだけで」

「手順を説明がてら、わたしが淹れます」

　ダイに絶対させないという固い決意をヒースから感じる。

　ダイは悄しょう然ぜんと肩を落とし、お願いいたします、と、上司に茶を淹れさせるという、自身の無力を受け入れた。










　平民ながら貴族の社交を難なくこなし、ミズウィーリの家政一切を取り仕切る、ヒース・リヴォートという美貌の男は、給茶させても一級だった。

「湯は沸かしすぎないように。茶葉が中で踊れば正解です。練習するなら、陶製より玻は璃り製の、中が見えるものを借りてきたらいい。そそぎ終わったら、蓋をして、よく蒸らします。時間をきちんと計りなさい」

　ダイの淹れた茶を片付ける間に新しい茶器を温め、適温の湯と茶葉を準備し、おいしく淹れるための要所を抑えた説明をすらすら述べる男に、ダイは感心しきりである。

　翡ひ翠すい色いろの陶器にそそがれる紅茶は、角灯の下ですらそうとわかる、うつくしい朝焼けの色をしていた。口に含むと茶葉のあまやかな香りがすっと鼻孔を抜ける。

「おいしい！」

「それは何よりです」

「蜜も砂糖も入れていませんでしたよね。なのにあまい気がします。でも、舌に残る感じはまったくなくて……後味がさっぱりしているというか」

　正直、これまで飲んだ中でもっともおいしい。

　ヒースが自身の分をそそぎながら答える。

「今日の茶葉はそういうものでしたから。……あなた、あまいものが好きでしょう」

「……わかられてる」

「マリアージュ様から菓子を下げ渡されるとき、いつも嬉しそうにしていますからね」

「き、貴族街のお菓子って、おいしいんですよ……」

　砂糖や蜜がたっぷり使われていて、口当たりもしっとりしているし、物によっては果物や砕いた木の実が入っていて食べ応えもある。形や色どりも凝っている。食に頓とん着ちゃくする方ではないが、たまに主人や出先で相伴に預かる菓子類は日々の潤いのひとつだった。

「そうだ！　今日はわたし、ヒースと食べようと思って持ってきてたんです」

「……菓子を？」

「はい。林りん檎ごの焼き菓子を、昼餐会のお土産にもらったんです」

　紅茶の件でうっかり失念していた。

　主催者の領地が林檎の産地で、それを材料にした果実酒や料理がふんだんに振る舞われた。土産もいくつか持たされた。ダイは酒精の類がだめなので、かわりに林檎の包み焼きをふたり分もらったのだ。

「昼餐会でもちょっと食べたんですけれどね。たっぷりの砂糖で煮詰めた林檎が絶品なんです。表面はとろとろなのに、歯ざわりがしゃくっとしてて。薄い層の生地はさくさくですし、牛酪バターの味がしっかり利いてて、とてもおいしかったから、ヒースに食べてもらいたくて。匙で切り分けると食べにくかったので、ちょっとお行儀が悪いですけれど、手づかみでもいいですか？　布巾はもらってきました」

「かまいません」

　椅子の座面に積んでいた相談ごとに必要な資料の間から、ダイは薄い木箱を取り出した。

　茶器を端に寄せて空間を作り、箱を卓に乗せて蓋を開ける。焼いた生地の上に載った林檎の甘煮が角灯の明かりを照り返す。見るからに美味である。

　ダイは持参した布巾にうきうきと菓子を乗せた。ちなみに菓子はあらかじめ切り分けてもらってある。

　ヒースがふっと笑った。

「そんなにおいしいのなら、あなたが食べてしまっていいんですよ」

「やですよ。せっかくふたりで食べたくて持ってきたのに。だいたいヒースは夕食をちゃんと食べたんですか？」

　ヒースがそっと視線を逸らす。これは食べていないな、と、ダイは眉間にしわを寄せた。

　この当主代行さまときたら、食事をすぐ抜くのだ。身体を持たせる最低限さえ摂れればいいと思っている節がある。

「もー、食べないと倒れちゃいますよ。ただでさえ忙しいのに……。あ、もしかして、甘いものが苦手？」

「いえ。いただきます」

　ヒースの反応がいまひとつである。

（きらいなもの、おしつけたかなぁ）

　紅茶の件につづいて、気持ちが萎んでしまう。ダイはしゅんとなりつつ、菓子を口へと運んだ。林檎の甘みがじゅわっと口に広がり、それを牛酪の味が効いたさくさくの生地が引き立てる──やっぱり、とてもおいしいのだが、なんだか最初に食べたときよりも味気ない。

「……ふっふふ」

　ふと、男の忍び笑いが響いた。

　ダイは上目遣いにヒースの様子を窺った。

　彼の手がダイに伸びて、口元を指が拭っていく。行儀のなっていない子どもにするようなやさしくて慣れた手つきだ。

「口周りにたくさんついていますよ。まったく……」

　注意力が散漫になって、自分はかなり食べこぼしていたらしい。唇を掠める指先がむずがゆく、ダイは赤くなりながら、ヒースの手をそっと押しやった。

「……自分で拭きますから」

「ディアナ」

　ヒースの呼び声は綿あめのようだ。

　ふわふわとやわらかい。

　ダイは面おもてを上げた。ヒースは指についた林檎のかけらの滓かすを舐めていた。

「大丈夫。味がします」

　彼は言った。

「あまくて、おいしいですよ」

　幸福そうな響きのする、その声の方こそ、なんだかあまい。

　ダイはそんなことを思いながら、食の進む彼にほっとして、自分の分の残りもそっと勧めた。
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